
特 集  ひと・健康・未来シンポジウム 2016 長浜

近江の自然と食の将来
スペシャルインタビュー
人間らしさを生きる子どもたちに、チーム医療で挑戦
第 22 回 未来研究会

マインドフルネス瞑想のメカニズムに
脳科学はどこまで迫ったか

vol.11
2016.12

ひとの健やかでこころ豊かな未来を実現するために

公益財団法人 ひと・健康・未来研究財団

発 行

公益財団法人 ひと・健康・未来研究財団
〒 604-8171 京都市中京区烏丸通御池下ル虎屋町 566-1
井門明治安田生命ビル 6F
TEL & FAX 075-212-1854

印刷所
株式会社あおぞら印刷
〒 604-8431 京都市中京区西ノ京原町 15
TEL 075-813-3350　FAX 075-813-3331

第 11 号　2016 年 12 月発行

公益財団法人 ひと・健康・未来研究財団では、ホームページを運営
し事業の広報活動を展開しています。研究助成公募や市民公開講座に
関する内容はホームページをご確認ください。

ホームページアドレス

http://www.jnhf.or.jp/



目次
3 財団からのご挨拶
 乾 賢一 公益財団法人 ひと・健康・未来研究財団 副理事長

4 ひと・健康・未来シンポジウム 2016 長浜

  近江の自然と食の将来
  地産地消で食育
  板山 きよ美 特定非営利活動法人 STUDIO こほく 代表理事
  土井 詩子 料理研究家  野菜ソムリエ

  田中 裕子 「ごはん大すき！にぎにぎの会」代表  だしソムリエ

  地域農業と新たな担い手
  松島 三兒 長浜バイオ大学 バイオサイエンス学部 教授
  梅本 哲男 ヤマムログループ ㈱サンファミリー 代表取締役社長
  廣部 里美 NPO法人  百菜劇場

  環境保全と酒造り  ─地域振興─
  高橋 卓也 滋賀県立大学  環境科学部 教授
  東 房男 権座・水郷を守り育てる会 会長  白王町集落営農組合 組合長
  脇田 健一 龍谷大学 社会学部社会学科 教授

  総　括
  高津 融男 奈良県立大学 准教授

21 コラム・道草
 憶測・若冲の世界
 竹下 賢 公益財団法人 ひと・健康・未来研究財団 理事

22 スペシャルインタビュー
 人間らしさを生きる子どもたちに、チーム医療で挑戦
 生野 照子 なにわ生野病院 心療内科部長

30 第 22 回 未来研究会
  マインドフルネス瞑想のメカニズムに 

脳科学はどこまで迫ったか
 熊野 宏昭 早稲田大学人間科学学術院 教授

38 2016 年度　第 14 回　助成研究発表会 誌上報告
39 インフォメーション・編集後記

vol.11
2016. 12

Contents

財団からのご挨拶

公益財団法人 ひと・健康・未来研究財団

　20 世紀後半からの医学・医療の著しい進歩によって、平均
寿命が延び超高齢化社会を迎えていますが、その要因の一つ
に薬物療法の進歩をあげることができます。一方、「薬は両刃
の剣」と言われるように、薬の副作用による不幸な出来事も
起こっています。薬は飲まないに越したことはない、しかし多
くの人は薬によって病を癒し健康を保つことができています。
　私は 30 年間大学病院薬剤部に在籍して 20 年教授・薬剤部
長を務め、その後薬科大学学長を６年務めました。薬学出身者
として初めて「ひと・健康・未来研究財団」の役員に任ぜられ、
現在副理事長を拝命しています。我田引水との謗りを免れませ
んが、薬学・薬剤師の変貌を紹介しながら、健康長寿に向けて
薬と上手に付き合うために、私見を述べさせていただきます。
　人の命をあずかる医療関係の職種には、古くから確固たる
法整備がなされていますが、医師と薬剤師の役割分担につい
てご存知でしょうか。医師法と薬剤師法のそれぞれ第1条に、
医師は「医療及び保健指導」を、薬剤師は「調剤、医薬品
の供給その他薬事衛生」を、掌ることによって、「公衆衛生
の向上及び増進に寄与し、もって国民の健康な生活を確保
するものとする」と任務が規定されています。すなわち医師
と薬剤師がそれぞれ独立して「処方権」、「調剤権」を営み、
医薬分業によって国民に安全で有効な薬物療法を提供する
ことであります。医薬分業の精神は、神聖ローマ帝国のフ
リードリッヒ II 世が、毒殺されることを防ぐために定めたと
されています。このような歴史的背景から、ヨーロッパ、ア
メリカなどでは昔から医薬分業が定着しており、薬は街の薬
局で交付されてきました。しかし、日本では長い間の慣習か
ら、先の法律にもかかわらず、医薬分業はほとんど進みませ
んでした。昭和の終わり頃から、21 世紀を見据えた医療制
度改革が始まり、医薬分業の推進に向けた政策が実行され、
ようやく院外処方箋発行の機運が高まりました。そのような
中で、1993 年にソリブジン事件が起こりました。すなわち
抗ウイルス薬ソリブジンが新発売された直後、フルオロウラ
シル系抗がん剤と併用していた患者 10 数人が薬物相互作用
によって死亡しました。この事件によって、かかりつけ薬局
による薬の一元管理、薬歴管理や服薬指導の必要性が明ら
かになり、医薬分業の推進に拍車がかかりました。同時に、

薬剤師による医薬品情報提供（薬の説明文書、お薬手帳など）
を義務化する法改正が行われ、医薬品の適正使用に対する
薬剤師の役割、責任が重くなりました。そして、医薬分業の
進展や医療の高度化・多様化など社会のニーズに対応する
ために、2006 年 4 月から 6 年制薬学教育が始まりました。　
　団塊の世代が全て 75 歳以上の後期高齢者となる 2025 年
に向けて、現在、医療制度改革が進められています。このよ
うな流れの中で、医療現場での薬剤師の業務内容も大きく変
わってきました。病棟における薬品管理、患者の服薬指導、
医師の処方支援など、チーム医療の一員としての薬剤師の業
務に広がりと深まりが増しています。一方、外来患者に対し
ては、院外処方箋の発行率が 70% を超え医薬分業が定着し
つつありますが、より身近で患者から頼りにされる薬局、薬
剤師の存在が求められています。2015 年 10 月、「患者の
ための薬局ビジョン」が策定され、さらに 2016 年 4 月より、

「かかりつけ薬剤師・薬局」として調剤報酬が認められ、ま
た地域の人々と顔の見える関係を推進して健康づくりにアド
バイスできる「健康サポート薬局」が制度化されました。高
齢者は病気を多く抱えていることもあって、薬の種類が多く、
薬物相互作用（飲み合わせ）、食品との相互作用、生体機能
の低下などの要因によって、副作用が強く出る可能性があり
ます。複数の医療機関を受診した場合も、一般用医薬品（OTC）
を含めて、医薬品は「かかりつけ薬局」で一元管理して薬歴
として記録し、そして患者はお薬手帳で自分の薬歴を把握で
きます。気になることをいつでも相談できるご自分の「かか
りつけ薬剤師・薬局」を持っていただくことをお勧めします。
　薬剤師は、在宅医療、地域包括ケアシステムが推進され
る中で、医師、看護師など他職種と連携しながら、国民の
健康増進に貢献できるように一層努力しているところです。

1947 年　大阪府生まれ　薬学博士
1969 年京都大学薬学部卒業；1972 年広島大学
医学部薬学科助手；1978 年ハーバード大学医学
部、マサチューセッツ総合病院研究員 ;1979 年
京都大学医学部附属病院助手；1987 年同助教
授・副薬剤部長 ;1990 年東京医科歯科大学医学
部附属病院教授・薬剤部長；1994 年京都大学医
学部附属病院教授・薬剤部長、薬学研究科教授；
2010 年定年退職、京都大学名誉教授；2010 年
京都薬科大学学長；2016 年任期満了、京都薬科
大学名誉教授・客員教授
日本医療薬学会会頭、日本薬物動態学会会長、京
都府薬剤師会会長、京都府病院薬剤師会会長、日
本学術会議連携会員、日本私立薬科大学協会副会
長、日本薬学教育学会代表世話人などを歴任
専門分野：医療薬剤学、薬物動態学

P R O F I L E

健 康 長 寿 と 薬

特集をテーマに、京都市立芸術大学大学院の皆さんに描いていただいています。

〈作者からのコメント〉 

瀬口　優和さん 京都市立芸術大学 大学院修士課程 デザイン専攻 ビジュアルデザイン１回生

人も生き物も、琵琶湖の豊富な水と自然環境の中で支え合って生きているという、
豊かな営みをイメージして制作しました。

監修／辰巳 明久教授

琵琶湖の豊かな自然を、写実的であると同時に幻想的に描いています。７月に行わ
れたシンポジウムの内容を反映しましたので、夏のイメージの絵となっています。

表 紙 に つ い て

副理事長

乾
いぬい

　 賢
けん

一
いち
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近江の自然と食の将来

第
11
回
　
ひ
と
・
健
康
・
未
来
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
2
0
1
6  

長
浜

　

食
の
中
心
は
農
業
で
す
が
、
沈
滞
ぎ
み
の
日
本
の
農
業

を
打
開
し
よ
う
と
、
地
方
創
生
な
ど
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が

二
〇
年
来
続
い
て
お
り
ま
す
。
食
糧
自
給
率
は
、
横
ば
い
気
味
に
若
干
持
ち
直
し
て
い
る
よ

う
で
す
が
、
ま
だ
ま
だ
輸
入
に
頼
り
実
質
的
な
回
復
に
は
結
び
つ
い
て
い
ま
せ
ん
。

　

た
だ
し
、
農
業
に
求
め
ら
れ
て
い
る
の
は
食
糧
生
産
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
地
域
の
環

境
保
全
の
一
環
と
し
て
も
考
え
て
い
こ
う
と
い
う
方
向
性
が
、
打
ち
出
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　

こ
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
こ
う
し
た
国
の
農
業
施
策
と
も
関
係
し
ま
す
が
、
と
り
わ
け
農

業
の
六
次
産
業
化
に
着
目
し
て
い
ま
す
。
六
次
産
業
と
は
、
一
次
産
業
が
生
産
、
二
次
産
業

が
加
工
、
三
次
産
業
が
販
売
で
、
一
～
三
次
を
掛
け
合
せ
て
六
次
と
な
り
ま
す
。
つ
ま
り
、

そ
れ
ぞ
れ
が
連
携
す
る
こ
と
で
新
た
な
商
品
や
サ
ー
ビ
ス
が
創
出
さ
れ
、
農
業
の
振
興
や
地

域
の
活
性
化
に
つ
な
が
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

こ
こ
滋
賀
県
は
農
業
県
と
し
て
全
国
的
に
非
常
に
有
名
で
あ
っ
て
、
同
時
に
農
業
の
六
次

産
業
化
が
進
ん
で
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
滋
賀
県
の
先
進
的
な
取
り
組
み
を
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ

し
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
紹
介
し
よ
う
と
考
え
ま
し
た
。

　

ま
た
、
六
次
産
業
化
と
い
う
こ
と
に
な
る
と
、
生
産
、
加
工
、
販
売
だ
け
で
な
く
広
い

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
必
要
で
す
。
そ
れ
は
や
は
り
人
間
の
絆
み
た
い
な
も
の
が
、
サ
ー
ク
ル
化

し
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
な
っ
て
い
く
、
そ
の
よ
う
な
も
の
が
基
本
に
な
っ
て
地
方
が
再
び
活

性
化
し
て
い
く
わ
け
で
す
。

　

こ
う
し
た
取
り
組
み
も
含
め
て
、
こ
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
通
し
て
全
国
に
発
信
し
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

財
団
理
事　

　

竹た
け

下し
た

　
　
賢け

ん

奈良県立大学 准教授

高
たか

津
つ

　融
よし

男
お

シンポジウム  ディレクター

1部

2部

3部

　食育とは、単に食べ物だけの話だけではなく、もっと広
い視野で「食」について学び、家庭や地域、行政、生産者
を含めた社会全般で考えるべきテーマです。
　その地域で採れる農水産物を中心とした食材で作られ、
伝えられてきたものが、地域の食文化であり、地産地消です。

特定非営利活動法人 
STUDIO こほく 代表理事

板
いた

山
やま

きよ美
み

コーディネーター

　地産地消で食育

料理研究家  野菜ソムリエ

土
ど

井
い

　詩
うた

子
こ

「ごはん大すき！にぎにぎの会」 代表   
だしソムリエ

田
た

中
なか

　裕
ゆう

子
こ

　商業的な農業生産と地域の活性化に取り組む企業。そ
して、農業で生計を立てることを目指し奮闘する女性。
厳しい状況にある農業をどう発展させるのか、その事例
を紹介します。

長浜バイオ大学 
バイオサイエンス学部 教授

松
まつ

島
しま

　三
さん

兒
じ

コーディネーター

　地域農業と新たな担い手

ヤマムログループ ㈱サンファミリー 
代表取締役社長

梅
うめ

本
もと

　哲
てつ

男
お

NPO 法人  百菜劇場

廣
ひろ

部
べ

　里
さと

美
み

　近江は非常に米作りが盛んなところで、そのコメを生
かす手段として酒造りが考えられます。お酒には人と人
とをつなぐ役割があり、人の輪を広げます。酒造りと農
業とを結ぶ試みについて、お話をしていただきます。

滋賀県立大学  環境科学部 教授

高
たか

橋
はし

　卓
たく

也
や

コーディネーター

 　環境保全と酒造り　─地域振興─

権座・水郷を守り育てる会 会長 
 白王町集落営農組合 組合長

東
あずま

　　房
ふさ

男
お

龍谷大学 社会学部社会学科 教授

脇
わき

田
た

　健
けん

一
いち

開
会
の
あ
い
さ
つ

2016 年 7 月 2 日　長浜バイオ大学 命江館 2F 大講義室 1 で
開催されたシンポジウムを収録しています。
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ひ
と
・
健
康
・
未
来
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
2
0
1
6
長
浜

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー 

板
山
き
よ
美

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
放
送
を
運
営
す
る
特
定

非
営
利
活
動
法
人S

TU
D

IO

こ
ほ
く
の
代
表
、
ケ
イ
ミ
ー

こ
と
板
山
き
よ
美
と
申
し
ま
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
番
組

「S
TU

D
IO

こ
ほ
く
」
は
、
自
然
豊
か
で
伝
統
文
化
が
息
づ

き
人
情
あ
ふ
れ
る
「
滋
賀
県
湖
北
地
域
」
の
魅
力
を
多
く
の

人
と
共
有
し
、
湖
北
を
盛
り
上
げ
る
こ
と
を
目
的
に
、
さ
ま

ざ
ま
な
地
域
情
報
を
地
元
在
住
の
有
志
で
取
材
・
制
作
し
、

発
信
し
て
い
ま
す
。

　

私
自
身
も
、
食
文
化
や
ス
ロ
ー
フ
ー
ド
に
非
常
に
興
味
が

あ
り
、
ラ
ジ
オ
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
放
送
の
番
組
や
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
取
材
し
、
ご
紹
介
し
て
き
ま
し
た
。
そ
ん
な
ご
縁

か
ら
こ
の
コ
ー
ナ
ー
を
担
当
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

発
表
の
お
二
人
を
お
迎

え
す
る
前
に
、「
地
産
地

消
で
食
育
」
の
食
育
に
つ

い
て
少
し
考
え
て
み
た
い

と
思
い
ま
す
。
ま
ず
食
育

の
意
味
は
、「
生
涯
を
通

じ
て
健
全
な
食
生
活
を
送

り
、
日
本
固
有
の
食
文
化

を
継
承
で
き
る
よ
う
に
食

に
つ
い
て
考
え
る
習
慣
や

食
べ
物
を
選
択
す
る
力
を
身
に
つ
け
る
」
と
い
う
こ
と
で
、

実
は
も
う
明
治
時
代
か
ら
こ
の
言
葉
は
書
物
に
登
場
し
て
お

り
、
二
〇
〇
五
年
に
は
食
育
基
本
法
が
施
行
さ
れ
、
翌
年
に

は
食
育
が
授
業
の
科
目
と
し
て
加
わ
っ
て
い
ま
す
。
毎
年
六

月
が
食
育
月
間
、
そ
し
て
毎
月
十
九
日
は
食
育
の
日
で
す
。

　

具
体
的
に
は
、
ま
ず
は
食
べ
物
を
バ
ラ
ン
ス
よ
く
食
べ
る

た
め
の
知
識
を
得
る
こ
と
。
そ
し
て
、
食
品
の
選
び
方
や
食

の
安
全
に
つ
い
て
考
え
る
こ
と
。
食
の
周
り
、
食
卓
や
食

器
、
食
環
境
を
整
え
る
方
法
を
知
る
こ
と
。
そ
し
て
、
こ
こ

か
ら
が
今
日
の
テ
ー
マ
に
繋
が
り
ま
す
が
、
各
地
域
の
食
に

関
す
る
文
化
を
伝
承
し
て
い
く
こ
と
、
さ
ら
に
は
新
た
な
食

文
化
を
創
造
し
て
い
く
こ
と
、
こ
ん
な
ふ
う
に
考
え
て
み
た

い
と
思
い
ま
す
。
つ
ま
り
食
育
と
は
、
単
に
食
べ
物
の
話
だ

け
で
は
な
く
、
も
っ
と
広
い
視
野
で
「
食
」
に
つ
い
て
学

び
、
み
ん
な
で
考
え
て
い
く
こ
と
な
の
で
す
ね
。
最
初
は
子

ど
も
た
ち
へ
の
教
育
と
し
て
始
ま
り
ま
し
た
が
、
実
は
学
校

だ
け
で
は
な
く
、
家
庭
や
地
域
、
行
政
、
そ
し
て
生
産
者
も

含
め
て
、
社
会
全
般
で
考
え
て
い
く
べ
き
テ
ー
マ
だ
と
い
う

の
が
見
え
て
ま
い
り
ま
す
。

　

そ
の
地
域
で
採
れ
る
農
水
産
物
を
中
心
と
し
た
食
材
で
作

ら
れ
、
伝
え
ら
れ
て
き
た
も
の
が
、
地
域
の
食
文
化
で
あ

り
、
地
産
地
消
で
す
。
身
土
不
二
と
い
わ
れ
ま
す
が
、
地
元

で
採
れ
る
食
材
を
食
べ
る
こ
と
が
体
に
も
い
い
。
そ
し
て
、

旬
の
も
の
を
そ
の
場
で
食
べ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
配
送
に
か

か
わ
る
無
駄
な
コ
ス
ト
を
減
ら
す
こ
と
が
で
き
、
環
境
に
も

優
し
い
。
そ
れ
が
地
域
の
食
文
化
を
守
り
伝
え
て
い
く
こ
と

で
は
な
い
か
と
思
う
わ
け
で
す
。

　

た
だ
法
律
で
い
く
ら
定
め
ら
れ
て
も
、
な
か
な
か
う
ま
く

い
き
ま
せ
ん
。
や
は
り
私
た
ち
の
気
持
ち
一
つ
、
取
り
組
み

方
一
つ
で
は
な
い
か
な
と
。
要
は
お
い
し
い
も
の
を
食
べ
る

と
い
う
の
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
い
か
に
し
て
お
い
し
く
味

わ
い
、
体
の
こ
と
や
命
の
こ
と
を
考
え
な
が
ら
食
べ
る
か
、

が
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。
そ
こ
に
今
日
は
ス
ポ
ッ
ト
を
当
て

ま
し
て
、
そ
れ
に
ぴ
っ
た
り
の
事
例
を
お
二
人
の
方
に
発
表

し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

野
菜
か
ら
は
じ
ま
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
、 

そ
し
て
健
康
に 

土
井　

詩
子

　

今
回
の
テ
ー
マ
で
あ
る
食
育
は
、
子
ど
も
が
学
習
す
る
と

い
っ
た
イ
メ
ー
ジ
を
持
た
れ
て
い
る
方
が
多
い
か
と
思
い
ま

す
。
私
は
現
在
、
長
浜
市
の
野
菜
を
使
っ
て
主
に
大
人
対
象

の
料
理
教
室
を
し
て
お
り
ま
す
。
時
折
子
ど
も
に
も
教
え
て

い
ま
す
が
、
先
ず
大
人
を
通
じ
て
子
ど
も
た
ち
に
食
育
を
と

考
え
て
い
ま
す
。
本
日
は
そ
の
事
例
と
取
組
み
を
発
表
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

地
産
地
消
で
食
育

　

私
は
兵
庫
県
尼
崎
市
の
寿
司
屋
の
長
女
と
し
て
生
ま
れ
、

小
さ
い
頃
か
ら
食
べ
る
こ
と
、
料
理
す
る
こ
と
が
好
き
で
し

た
。
結
婚
し
て
京
都
に
住
ん
で
い
ま
し
た
が
、
キ
ャ
ン
プ
や

ア
ウ
ト
ド
ア
が
す
ご
く
好
き
で
、
二
〇
〇
五
年
に
長
浜
市
西

浅
井
町
大
浦
に
移
住
し
て
き
ま
し
た
。

　

右
の
写
真
は
現
在
の
家
で
、
主
人

が
建
て
ま
し
た
。
た
だ
、
山
の
中
に

二
軒
し
か
な
く
、
ち
ょ
っ
と
さ
み
し

い
思
い
を
し
ま
し
た
が
、
何
年
か
経

つ
と
知
り
合
い
も
増
え
、
農
家
の
方

と
も
知
り
合
い
、
日
々
楽
し
く
過
ご

し
て
い
ま
す
。
左
の
写
真
は
大
浦
の

道
沿
い
か
ら
見
た
琵
琶
湖
の
景
色
に

な
り
ま
す
。
当
初
は
キ
ャ
ン
プ
場
の

管
理
の
仕
事
を
し
、
そ
の
間
に
食
の

仕
事
、
病
院
の
事
務
、
さ
ま
ざ
ま
な

職
を
経
験
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　

そ
ん
な
中
、
地
元
野
菜
の
美
味
し

さ
に
感
動
し
、
二
〇
一
〇
年
、
も
っ

と
野
菜
の
こ
と
を
深
く
知
り
た
い
思

い
か
ら
野
菜
ソ
ム
リ
エ
の
資
格
を
取

り
ま
し
た
。
現
在
地
元
の
野
菜
を
使
っ
た
料
理
教
室
を
長
浜

市
内
、
自
宅
な
ど
で
し
て
お
り
ま
す
。

野
菜
の
新
た
な
魅
力
発
見

　

改
め
て
地
元
野
菜
の
魅
力
と
い
う
こ
と
で
す
が
、

•

新
鮮
な
野
菜
は
甘
く
て
美
味
し
い

•

種
類
が
豊
富
で
そ
れ
ぞ
れ
の
魅
力
を
楽
し
め
る

•

安
く
購
入
で
き
る
／
「
道
の
駅
」「
農
家
の
直
売
」

以
上
の
よ
う
な
事
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。

　

私
は
現
在
、
農
家
さ
ん
か
ら
野
菜
を
買
っ
て
料
理
教
室
を

し
て
い
ま
す
が
、
自
分
で
も
野
菜

を
作
っ
て
提
供
で
き
る
よ
う
に
し

て
い
ま
す
。
移
住
し
た
当
時
は
畑

が
な
く
、
自
宅
周
辺
は
獣
害
が
ひ

ど
く
て
、
土
質
も
悪
く
畑
が
で
き

な
か
っ
た
ん
で
す
。
そ
こ
で
、
地

元
の
方
に
お
願
い
し
て
車
で
の
移

動
に
な
り
ま
す
が
畑
を
借
り
ま
し

た
。

　

ト
ラ
ク
タ
ー
も
、
耕
運
機
も
な

い
状
態
か
ら
地
主
さ
ん
に
土
を
耕

し
て
い
た
だ
き
、
無
農
薬
、
化
学

肥
料
を
使
わ
な
い
農
法
を
実
践
し

た
く
て
、
山
か
ら
の
腐
葉
土
や
、

鶏
糞
、
牛
糞
な
ど
を
た
く
さ
ん
入

れ
ま
し
た
。
今
は
、
獣
害
対
策
で

ネ
ッ
ト
を
ぐ
る
ぐ
る
巻
き
の
状
態

で
す
。
年
間
四
〇
種
類
ぐ
ら
い
の
野
菜
を
育
て
て
、
教
室
で

も
使
っ
て
い
ま
す
。

　

今
ま
で
畑
仕
事
を
し
た
事
が
な
く
、
何
も
わ
か
ら
な
か
っ

た
の
で
す
が
、
野
菜
を
育
て
て
み
る
と
面
白
さ
が
わ
か
る
ん

で
す
ね
。
土
質
と
い
う
か
、
栽
培
環
境
に
よ
っ
て
同
じ
野
菜

で
も
味
が
違
う
と
い
う
事
を
知
り
ま
し
た
。
農
家
さ
ん
と

話
す
よ
う
に
な
っ
て
そ
う
い
っ

た
事
も
色
々
教
え
て
い
た
だ
い

て
、
だ
ん
だ
ん
作
れ
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
特
に
ニ
ン
ジ

ン
、
ダ
イ
コ
ン
、
サ
ト
イ
モ
な

ど
の
根
物
は
、
有
機
肥
料
で
育

て
る
と
本
当
に
味
が
違
う
こ
と

が
実
感
で
き
ま
し
た
。

野
菜
の
お
い
し
さ
を
丸
ご
と
楽
し
む

　

私
の
料
理
教
室
の
コ
ン
セ
プ
ト
は
、「
旬
の
地
元
野
菜
と

身
近
な
材
料
で
作
る
い
つ
も
と
ち
ょ
っ
と
違
っ
た
料
理
」
と

い
う
事
で
ち
ょ
っ
と
長
い
で
す
（
笑
）。
来
て
く
だ
さ
る
方

に
そ
の
時
だ
け
で
終
わ
ら
ず
に
、
家
へ
帰
っ
て
必
ず
再
現
し

て
い
た
だ
け
る
よ
う
な
メ
ニ
ュ
ー
に
し
て
お
り
ま
す
。
身
近

に
あ
る
お
醤
油
や
お
味
噌
と
新
鮮
な
食
材
を
使
っ
て
簡
単
に

で
き
る
と
い
う
の
が
特
徴
で
す
。
ま
た
、
野
菜
ソ
ム
リ
エ
の

資
格
を
活
か
し
て
、
野
菜
の
素
材
を
生
か
し
た
調
理
法
も
ポ

イ
ン
ト
で
す
。
例
え
ば
、
旬
の
ジ
ャ
ガ
イ
モ
は
皮
が
軟
ら
か

く
て
栄
養
価
も
高
い
の
で
、
皮
ご
と
切
っ
て
素
揚
げ
す
る
な

ど
、
皮
の
ま
ま
食
べ
ら
れ
る
料
理
法
を
提
案
し
て
い
ま
す
。

保
存
法
に
つ
い
て
も
、
芋
類
な
ら
、
ジ
ャ
ガ
イ
モ
は
〇
度
、

サ
ト
イ
モ
は
新
聞
紙
に
く
る
み
一
〇
度
～
一
五
度
で
保
湿
し

な
が
ら
置
い
て
い
た
だ
く
事
を
お
伝
え
し
て
い
ま
す
。

　

そ
し
て
栄
養
価
で
は
、
野
菜
本
来
が
持
っ
て
い
る
ビ
タ
ミ

ン
や
ミ
ネ
ラ
ル
、
そ
し
て
フ
ィ
ト
ケ
ミ
カ
ル
、
い
わ
ゆ
る
色

素
成
分
で
す
が
、
ナ
ス
の
紫
は
ア
ン
ト
シ
ア
ニ
ン
と
い
う
物

質
で
ポ
リ
フ
ェ
ノ
ー
ル
が
豊
富
に
含
ま
れ
、
そ
れ
ら
は
抗
酸

化
力
が
あ
る
と
い
っ
た
説
明
も
し
ま
す
。
ま
た
、
歴
史
に
つ

い
て
も
、
例
え
ば
雨
量
が
多
い
イ
ン
ド
原
産
の
ナ
ス
や
キ
ュ

ウ
リ
は
、
原
産
国
に
近
い
環
境
に
近
づ
け
る
。
つ
ま
り
、
栽

培
に
は
た
く
さ
ん
の
水
が
必
要
で
あ
る
と
説
明
し
ま
す
。

野
菜
で
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

　

料
理
教
室
で
は
、
三
歳
か
ら
八
〇
歳
ぐ
ら
い
ま
で
の
方
に

料
理
を
教
え
て
い
ま
す
が
、
い
く
つ
か
事
例
を
ご
紹
介
し
ま

す
。
ま
ず
、
長
浜
市
内
の
小
学
生
を
対
象
に
し
た
講
座
で
す

ね
。
写
真
は
〝
ゴ
マ
団
子
〟
と〝
マ
ー
ラ
ー
カ
オ
〟
を
一
緒

に
作
っ
て
い
る
風
景
で
す
。
こ
の
写
真
で
は
伝
わ
り
に
く
い

と
思
い
ま
す
が
、
子
ど
も
た
ち
は
す
ご
く
一
生
懸
命
で
物
覚

え
も
い
い
の
で
す
ぐ
に
で
き
ま
す
。
ま
た
高
学
年
の
方
は
低

当初の畑今年の畑畑で採れた野菜

郷土料理　焼鯖そうめん

STUDIO こほく

地元の食材を使った料理教室

1部

7 6



ひ
と
・
健
康
・
未
来
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
2
0
1
6
長
浜

学
年
の
子
に
教
え
る
と
い
っ
た

光
景
も
見
ら
れ
ま
す
。

　

次
は
「
伝
統
野
菜
教
室
」
の

一
例
で
す
。
滋
賀
県
に
は
た
く

さ
ん
伝
統
野
菜
が
あ
り
、
長

浜
市
の
「
高
月
丸
な
す
」
や

一
〇
〇
年
以
上
前
か
ら
種
を
受

け
継
い
で
い
る
「
山
カ
ブ
」
は
、

な
か
な
か
食
べ
る
機
会
が
な
く
、

こ
う
い
う
も
の
を
知
っ
て
も
ら

う
の
も
目
的
で
す
。
ま
た
六
五

歳
以
上
の
高
齢
者
を
対
象
と
し

た
講
座
も
続
け
て
い
ま
す
。
長

年
主
婦
を
さ
れ
て
い
る
と
同
じ

メ
ニ
ュ
ー
ば
か
り
と
い
う
声
が

あ
り
、
た
ま
に
違
っ
た
も
の
を

作
る
と
脳
が
活
性
化
さ
れ
て
す

ご
く
い
い
と
い
う
事
で
喜
ん
で
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

　
「
親
子
料
理
教
室
」
を
開
催
す
る
中
で
気
が
か
り
な
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
「
子
ど
も
に
野
菜
嫌
い
が
多
い
」

「
イ
ン
ス
タ
ン
ト
食
品
、
加
工
食
品
に
偏
っ
た
食
生
活
」
で

す
。
栄
養
の
バ
ラ
ン
ス
が
気
に
な
り
ま
す
し
、
結
構
味
が
濃

く
、
塩
分
摂
り
過
ぎ
の
方
が
多
い
で
す
。
そ
う
い
っ
た
こ
と

を
繰
り
返
し
て
い
く
と
、
味
覚
障
害
に
な
り
、
生
活
習
慣
病

や
栄
養
不
足
が
考
え
ら
れ
ま
す
。
私
が
提
案
し
た
料
理
で

も
、
塩
味
が
ち
ょ
っ
と
物
足
り
な
い
な
っ
て
、
塩
を
か
け
よ

う
か
醤
油
を
か
け
よ
う
か
、
み
た
い
な
方
が
た
く
さ
ん
い

ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。

　

•
 

昆
布
や
か
つ
お
で
、
だ
し
を
取
る

　

•
 

五
味
を
取
り
入
れ
、
味
が
重
な
ら
な
い
よ
う
に
す
る

　

•
 

料
理
を
色
彩
豊
か
に
す
る
（
食
欲
が
で
て
華
や
か
に

な
り
ま
す
）

　

•
 

い
つ
も
と
違
う
器
と
、
丁
寧
な
盛
り
付
け

　

•
 

テ
ー
ブ
ル
に
花
を
置
い
た
り
し
て
雰
囲
気
を
演
出
す
る

こ
う
し
た
事
を
教
室
で
心
掛
け
て
い
ま
す
。
続
け
て
い
く

中
、
嬉
し
い
声
が
た
く
さ
ん
届
き
ま
し
た
。
そ
れ
は
苦
手
野

菜
の
克
服
で
す
。
子
ど
も
、
大
人
に
か
か
わ
ら
ず
、
こ
れ
食

べ
ら
れ
ま
し
た
、
あ
れ
食
べ
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
っ

て
。
そ
し
て
以
前
よ
り
野
菜
を
多

く
食
べ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い

う
声
は
た
く
さ
ん
聞
い
て
い
ま
す
。

何
よ
り
参
加
者
同
士
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
で
す
ね
。
毎
月
料
理

教
室
を
し
て
い
る
と
、
受
講
生
同

士
が
仲
よ
く
な
っ
て
、
さ
ま
ざ
ま

な
情
報
交
換
が
さ
れ
、
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
の
場
に
な
っ
て
い
ま

す
。

　

野
菜
を
「
体
に
い
い
か
ら
」
と

義
務
感
で
食
べ
る
の
で
は
な
く
、
ま

ず
楽
し
ん
で
食
べ
て
い
た
だ
き
た

い
。
そ
し
て
そ
の
お
手
伝
い
を
し
て

い
き
な
が
ら
、
皆
様
が
よ
り
よ
い
毎

日
を
送
ら
れ
、
野
菜
を
好
き
に
な
っ

て
い
た
だ
く
、
そ
う
い
っ
た
事
を
目

指
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

「
生
き
る
知
恵
」
郷
土
の
味
を 

地
域
で
食
べ
継
ぐ 

田
中　

裕
子

　
「
ご
は
ん
大
す
き
！
に
ぎ
に
ぎ
の
会
」
の
田
中
裕
子
と
申

し
ま
す
。
中
二
の
女
の
子
を
筆
頭
に
五
年
生
、
三
年
生
、
そ

し
て
二
歳
の
男
の
子
と
四
人
の
子
ど
も
が
お
り
ま
す
。
そ
ん

な
子
ど
も
た
ち
と
の
暮
ら
し
の
中
で
い
ろ
ん
な
気
づ
き
や
出

会
い
を
い
た
だ
き
、
そ
の
中
で
生
ま
れ
て
き
た
活
動
が
「
ご

は
ん
大
す
き
！
に
ぎ
に
ぎ
の
会
」
で
す
。
こ
の
会
は
、
今
か

ら
七
年
ほ
ど
前
に
三
名
の
メ
ン
バ
ー
で
立
ち
上
げ
、
今
で
は

一
七
、八
名
の
メ
ン
バ
ー
が
お
り
ま
し
て
、
私
た
ち
み
た
い

に
子
育
て
世
代
の
マ
マ
さ
ん
か
ら
八
〇
過
ぎ
の
お
ば
あ
ち
ゃ

ん
ま
で
、
幅
広
い
メ
ン
バ
ー
で
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

　

今
、
本
当
に
食
育
と
い
う
こ
と
が
大
き
な
テ
ー
マ
と
し

て
、
あ
ち
ら
こ
ち
ら
で
語
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
ま
じ

め
な
お
母
さ
ん
た
ち
ほ
ど
、
溢
れ
る
情
報
の
中
で
す
ご
く
一

生
懸
命
に
な
っ
て
、
迷
わ
れ
た
り
、
つ
ら
い
思
い
を
さ
れ

た
り
、
悩
ん
だ
り
し
て
お
ら
れ
ま
す
。
そ
う
い
う
方
に
は
、

「
迷
っ
た
と
き
こ
そ
昔
の
人
の
知
恵
を
借
り
て
、
肩
の
力
を

抜
い
て
み
ま
せ
ん
か
」
と
声
掛
け
し
て
い
ま
す
。
子
ど
も
の

食
事
の
基
本
は
ご
飯
、
み
そ
汁
、
お
漬
物
、
そ
れ
で
い
い
っ

て
。
そ
こ
に
あ
と
何
を
作
ろ
う
か
な
？
と
考
え
て
い
け
ば
、

自
ず
と
栄
養
バ
ラ
ン
ス
も
整
っ
て
い
く
と
話
し
て
い
ま
す
。

生
き
る
知
恵
を
食
べ
継
ぐ

　

活
動
の
テ
ー
マ
の
一
つ
と
し
て
、
ま
た
、
自
分
の
子
育
て

の
テ
ー
マ
と
し
て
よ
り
ど
こ
ろ
に
し
て
い
る
言
葉
が
あ
り
ま

す
。
生
き
る
知
恵
を
食
べ
継
ぐ
と
い
う
言
葉
で
す
。
今
日
は

こ
の
言
葉
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
発
言
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

　

下
の
写
真
は
母
が
四
季
折
々

の
手
作
業
を
し
て
い
る
一
部
で

す
。
秋
に
お
漬
物
を
漬
け
る
の
に

備
え
て
、
干
し
柿
を
作
っ
た
折
に

残
っ
た
柿
の
皮
を
干
し
て
い
る
光

景
で
す
。
私
自
身
は
嫁
い
で
初
め

て
田
ん
ぼ
と
畑
の
あ
る
生
活
を
体

験
し
、
懐
か
し
い
と
い
う
よ
り
、
本
当
に
新
鮮
な
景
色
で
し

た
。
あ
る
日
の
食
卓
で
、
母
が
「
今
日
の
こ
の
カ
ボ
チ
ャ
の

煮
物
、
お
い
し
い
な
ぁ
。
こ
の
カ
ボ
チ
ャ
の
種
、
来
年
植
え

る
わ
！
」
と
言
っ
た
ん
で
す
。
食
べ
て
い
る
カ
ボ
チ
ャ
と
、

畑
の
カ
ボ
チ
ャ
が
つ
な
が
っ
た
瞬
間
で
し
た
。
当
た
り
前
の

こ
と
な
ん
で
す
け
れ
ど
ね
。「
あ
あ
、
そ
う
か
！
食
べ
て
い

る
こ
の
カ
ボ
チ
ャ
の
種
を
植
え
た
ら
、
ま
た
、
次
が
実
っ
て

く
る
ん
や
な
ぁ
！
」
そ
ん
な
こ
と
を
実
感
し
て
、
と
て
も
衝

撃
的
だ
っ
た
こ
と
を
覚
え
て
い
ま
す
。
そ
し
て
同
時
に
、
こ

ん
な
環
境
で
子
育
て
で
き
る
の
は
、
本
当
に
あ
り
が
た
い
こ

と
だ
と
感
じ
さ
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。

　

こ
こ
長
浜
は
、
田
ん
ぼ
と
畑
が
間
近
に
あ
り
ま
す
。
今

は
、
生
産
と
消
費
の
場
が
離
れ
て
し
ま
っ
て
い
ま
す
が
、
そ

ん
な
中
で
も
命
を
い
た
だ
い
て
い
る
と
い
う
こ
と
を
身
近
に

感
じ
や
す
い
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
あ
る
の
か
な
と
思
い
ま
す
。

け
れ
ど
も
、
一
方
で
、
こ
ど
も
た
ち
が
田
ん
ぼ
や
畑
で
遊
ん

で
い
る
姿
を
見
か
け
る
こ
と
は
、
あ
ま
り
多
く
は
な
い
の
か

な
と
、
感
じ
た
り
も
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
小
さ
な
お
子
さ
ん
の
い
る
ご
家
庭
で
は
、
日
々
ご

飯
作
り
を
す
る
こ
と
も
本
当
に
大
変
だ
と
思
う
の
で
す
。
私

自
身
、
同
居
を
始
め
て
か
ら
は
、
子
ど
も
を
見
守
っ
て
く
れ

る
大
人
の
手
が
あ
り
、
気
持
ち
の
余
裕
を
持
て
ま
し
た
。
で

も
、
一
人
目
の
子
育
て
を
し
て
い
る
と
き
に
は
、
核
家
族
で

ア
パ
ー
ト
暮
ら
し
で
し
た
の
で
、
子
ど
も
が
昼
寝
し
た
瞬
間

を
見
計
ら
っ
て
、
パ
パ
っ
と
ご
飯
作
り
を
す
る
よ
う
な
状
況

で
し
た
。
で
、
ふ
と
気
が
つ
い
た
ん
で
す
ね
。
こ
の
子
は
、

自
分
が
今
食
べ
て
い
る
ご
飯
の
作
ら
れ
た
過
程
を
何
に
も
知

ら
な
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
っ
て
。
元
の
お
野
菜
の
名
前
と
か
、

形
が
ど
ん
な
だ
っ
た
と
か
、
何
も
知
ら
な
い
か
も
し
れ
な
い

と
い
う
こ
と
に
気
が
つ
い
て
、
そ
れ
で
は
い
け
な
い
の
で

は
?!
と
思
い
至
る
…
そ
ん
な
経
験
が
あ
り
ま
し
た
。

本
当
の
、
豊
か
な
食
卓

　

こ
の
食
卓
に
並
ん
だ
ご
飯
や
お
か
ず
は
、
そ
こ
に
並
ぶ
ま

で
に
、
そ
こ
に
至
る
ま
で
に
、
本
当
に
い
ろ
ん
な
人
が
関

わ
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
作
っ
て
く
だ
さ
る
方
、
飼
育
し

て
く
だ
さ
る
方
や
漁
師
さ
ん
、
ま
た
そ
れ
ら
を
運
ん
で
く

だ
さ
る
方
々
だ
っ
た
り
、
い
ろ
ん
な
人
の
手
や
営
み
を
経

て
、
食
卓
に
並
び
ま
す
。
ま
た
、
食
材
の
育
っ
た
風
景
で
す

と
か
、
水
や
土
地
や
太
陽
や
風
だ
っ
た
り
、
そ
ん
な
こ
と
に

思
い
を
馳
せ
た
り
感
じ
た
り
す
る
食
卓
が
、
本
当
に
豊
か
な

食
卓
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。
食
卓
か
ら
思
い
を
巡

ら
せ
、
想
像
を
広
げ
た
子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
「
好
き
嫌
い

し
ん
と
食
べ
や
」、
そ
ん
な
言
葉
は
も
う
要
り
ま
せ
ん
。
先

ほ
ど
の
発
言
で
土
井
さ
ん
も
お
っ
し
ゃ
っ
て
お
ら
れ
ま
し
た

が
、
体
に
良
い
か
ら
食
べ
る
と
い
う
こ
と
で
は
な
く
、
お
い

し
い
、
楽
し
い
、
そ
し
て
そ
こ
か
ら
い
ろ
ん
な
想
像
が
広
が

る
食
卓
。
そ
ん
な
食
卓
を
み
ん
な
で
囲
む
…
そ
う
い
う
食
事

の
時
間
こ
そ
が
子
ど
も
た
ち
の
心
と
体
を
育
ん
で
い
く
の
で

は
な
い
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

味
の
好
み
や
食
行
動
は
幼
い
時
期
に
育
ま
れ
ま
す
。
年
を

重
ね
る
と
、
和
食
を
好
む
よ
う
に
な
る
と
い
わ
れ
ま
す
が
、

幼
い
頃
に
経
験
し
た
味
が
あ
る
か
ら
こ
そ
、
戻
っ
て
こ
ら
れ

る
と
い
う
か
、「
帰
っ
て
こ
ら
れ
る
味
」
が
あ
る
と
思
う
ん

で
す
ね
。
今
、
私
が
子
ど
も
た
ち
に
し
て
あ
げ
ら
れ
る
こ
と

は
、
今
の
こ
の
子
ど
も
の
頃
に
、「
帰
っ
て
こ
ら
れ
る
味
」、

「
立
ち
戻
れ
る
味
」
と
い
う
の
を
、
し
っ
か
り
と
心
と
体
に

刻
み
込
ん
で
あ
げ
る
こ
と
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
子
ど
も
が

大
き
く
な
っ
て
、
外
で
い
ろ
ん
な
こ
と
に
が
ん
ば
っ
て
…
そ

れ
で
家
に
帰
っ
て
ご
飯
を
食
べ
て
ホ
ッ
と
す
る
…
そ
ん
な
味

で
す
。
こ
れ
は
「
ご
は
ん
大
す
き
！
に
ぎ
に
ぎ
の
会
」
の
願

い
で
も
あ
り
ま
す
。

　

日
本
人
が
お
米
を
食
べ
続
け
て
、
約
二
〇
〇
〇
年
に
な
る

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
昔
の
人
た
ち
の
毎
日
の
本
当
に
何
気

な
い
暮
ら
し
の
営
み
を
礎
に
、
脈
々
と
食
べ
継
が
れ
て
き
た

も
の
、
そ
れ
が
和
食
で
す
。
二
〇
一
三
年
に
は
、
和
食
が
ユ

ネ
ス
コ
の
文
化
遺
産
に
登
録
さ
れ
ま
し
た
。
ご
飯
に
お
み
そ

汁
と
い
う
、
ご
く
ご
く
普
通
の
家
庭
料
理
、
い
わ
ゆ
る
お
ふ

く
ろ
の
味
で
す
ね
。
そ
う
い
う
も
の
が
後
世
に
残
し
て
い
き

た
い
も
の
と
し
て
、
大
き
く
評
価
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
で

す
。
日
本
で
は
、
昔
か
ら
四
季
折
々
旬
の
も
の
が
、
そ
の
素

材
を
生
か
し
た
シ
ン
プ
ル
な
い
た
だ
き
方
で
楽
し
ま
れ
て
き

ま
し
た
。
お
正
月
に
は
お
せ
ち
、
節
分
に
は
の
り
巻
き
、
お

ひ
な
祭
り
な
ら
チ
ラ
シ
寿
司
と
い
う
よ
う
に
、
年
中
行
事
の

折
に
は
、
そ
の
行
事
に
ち
な
ん
だ
食
べ
物
や
お
菓
子
が
行
事

食
と
し
て
食
べ
ら
れ
ま
す
。
そ
ん
な
行
事
食
を
、
暮
ら
し
の

楽
し
み
を
増
や
し
た
り
、
ま
た
四
季
折
々
の
体
の
お
手
当
と

し
て
、
昔
の
人
は
上
手
に
組
み
入
れ
て
き
は
っ
た
ん
や
な
と

い
う
こ
と
が
よ
く
わ
か
り
ま
す
。
楽
し
み
な
が
ら
季
節
折
々

で
理
に
適
っ
た
食
べ
方
を
し
て
い
る
…
真
に
先
人
の
人
の
生

き
る
知
恵
が
詰
ま
っ
た
、
そ
れ
が
郷
土
の
味
な
ん
じ
ゃ
な
い

か
な
と
思
い
ま
す
。

遊
び
な
が
ら
命
の
営
み
を
体
感
す
る

　

に
ぎ
に
ぎ
の
会
で
は
毎
月
「
に
ぎ
に
ぎ
広
場
」
を
開
催

し
、
季
節
折
々
の
食
べ
る
こ
と
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。
ぬ

か
っ
て
、
皆
さ
ん
ど
ん
な
味
だ
か
食
べ
た
こ
と
あ
り
ま
す

か
？
ぬ
か
は
臭
い
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
あ
る
か
と
思
い
ま
す

が
、
実
は
す
ご
く
甘
い
ん
で
す
ね
。
子
ど
も
た
ち
は
、
混
ぜ

田んぼで遊ぶ子ども 子どもからお年寄りまで楽しい料理教室

彩り豊かな食卓に
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こ
の
セ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
、
商
業
的
な
農
業
生
産
、
農
業
で

生
計
を
立
て
る
こ
と
を
目
指
し
て
お
ら
れ
る
地
元
滋
賀
県
の

み
な
さ
ん
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

先
ず
、
滋
賀
県
の
農
業
に
つ
い
て
俯
瞰
を
し
て
お
き
ま

す
。
経
営
耕
地
の
内
訳
を
み
る
と
滋
賀
県
は
水
田
が
圧
倒
的

に
多
く
九
六
パ
ー
セ
ン
ト
で
す
。
近
畿
で
は
八
一
パ
ー
セ
ン

ト
、
全
国
五
六
パ
ー
セ
ン
ト
で
す
か
ら
、
非
常
に
高
い
割
合

と
い
う
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。
稲
作
が
ほ
と
ん
ど
と
い
う

こ
と
は
、
農
業
の
経
営
も
単
一
経
営
が
非
常
に
多
く
な
り
、

徐
々
に
専
業
化
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
二
〇
一
〇
年

を
一
〇
〇
と
す
る
と
、
滋
賀
県
の
農
家
戸
数
は
二
〇
一
五
年

に
は
七
八
ま
で
減
少
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
農
家
の
種
類

別
に
み
る
と
専
業
農
家
は
一
一
六
と
全
国
平
均
よ
り
も
増

加
し
、
第
二
種
兼
業
農
家
は
全
国
平
均
よ
り
減
っ
て
い
ま

す
。
一
経
営
体
当
た
り
の
経
営
耕
地
面
積
も
、
滋
賀
県
は
都

府
県
の
平
均
よ
り
も
大
き
い
。
し
か
も
、
二
〇
一
〇
年
か
ら

二
〇
一
五
年
に
か
け
て
の
経
営
耕
地
面
積
の
伸
び
率
も
非
常

に
高
く
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
中
で
特
徴
的
な
の
が
、
農
業

を
辞
め
た
人
か
ら
農
地
を
借
り
入
れ
て
農
業
を
進
め
て
い
る

率
が
非
常
に
高
い
と
い
う
こ
と
で
す
。
滋
賀
県
に
お
け
る

一
経
営
体
当
た
り
の
経
営
耕
地
面
積
は
二
・
二
二
ヘ
ク
タ
ー

ル
で
す
が
、
そ
の
う
ち
借
り
入
れ
て
い
る
農
地
は
一・三
二
ヘ
ク

タ
ー
ル
で
、
全
国
平
均
と
比
べ
て
も
非
常
に
集
約
化
・
効
率
化

が
進
ん
で
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。
滋
賀
県
の
農
業
総
産
出

額
に
占
め
る
生
産
農
業
所
得
（
農
業
総
産
出
額
か
ら
物
的
経

費
を
差
し
引
き
補
助
金
を
プ
ラ
ス
し
た
額
）
の
割
合
は
年
々

上
昇
し
、
二
〇
一
四
年
で
五
三
パ
ー
セ
ン
ト
。
こ
れ
は
全
国
の

都
道
府
県
の
中
で
ト
ッ
プ
で
あ
り
、
そ
れ
だ
け
効
率
化
が
進
ん

で
き
た
こ
と
を
示
し
て
い
ま
す
。

　

で
は
滋
賀
県
農
業
の
課
題
は
何
か
。
大
き
く
は
二
つ
あ
り

ま
す
。
ひ
と
つ
は
農
業
の
生
産
性
が
低
い
こ
と
。
滋
賀
県
農

業
の
効
率
化
が
進
ん
だ
こ
と
を
見
て
き
ま
し
た
が
、
農
業
生

産
性
に
目
を
向
け
る
と
、
滋
賀
県
に
お
け
る
就
業
者
一
人
当

た
り
の
農
業
産
出
額
は
二
〇
一
三
年
に
全
国
で
三
九
位
と
低

い
水
準
に
と
ど
ま
っ
て
い
ま
す
。
耕
地
面
積
当
た
り
の
農
業

産
出
額
は
、
多
分
四
五
位
と
か
四
四
位
と
い
う
よ
う
な
状
況

で
、
非
常
に
低
い
。
い
か
に
付
加
価
値
を
つ
け
る
か
が
大
切

な
課
題
に
な
っ
て
い
ま
す
。

例
え
ば
、
稲
作
で
付
加
価

値
を
つ
け
る
と
い
う
選
択

肢
も
あ
れ
ば
、
稲
作
か
ら

他
の
作
物
へ
の
展
開
と
い

う
選
択
肢
も
考
え
ら
れ
ま

す
。
も
う
一
つ
の
課
題
は

特
に
稲
作
へ
の
新
規
参
入

が
難
し
い
こ
と
で
す
。
機

械
化
に
よ
っ
て
稲
作
農
業

の
経
営
効
率
を
進
め
て
い

る
の
で
、
逆
に
言
う
と
初

期
投
資
の
大
き
さ
が
新
規

参
入
の
障
壁
と
な
り
う
る

と
い
う
こ
と
で
す
。

　

こ
う
し
た
滋
賀
県
農
業

の
現
状
と
課
題
を
踏
ま

え
、
今
日
は
、
農
業
の
二
つ
の
方
向
性
を
事
例
と
し
て
ご
紹

介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
一
つ
め
の
事
例
は
、
企
業
と
し

て
農
業
参
入
さ
れ
た
ヤ
マ
ム
ロ
グ
ル
ー
プ
の
梅
本
さ
ん
。
も

う
一
つ
の
事
例
は
、
個
人
と
し
て
五
年
前
に
都
会
か
ら
就
農

さ
れ
自
立
を
目
指
し
て
い
る
廣
部
さ
ん
で
す
。
そ
れ
で
は
、

ま
ず
梅
本
さ
ん
か
ら
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

熱
利
用
と
農
園
芸 

梅
本　

哲
男

　

ヤ
マ
ム
ロ
グ
ル
ー
プ
は
農
業
を
将
来
の
柱
と
考
え
数
年
前

か
ら
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
具
体
的
な
事
業
内
容
や
考
え
方

に
つ
い
て
お
話
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

な
が
ら
ぱ
く
ぱ
く
お
味

見
を
し
て
（
笑
）、
甘

い
、
甘
い
、
き
な
こ
み

た
い
っ
て
言
い
ま
す
。

ま
た
、
そ
こ
に
お
塩
が

混
ざ
る
と
、
今
度
は

し
ょ
っ
ぱ
く
な
っ
た
っ

て
、
そ
ん
な
風
に
味
の

変
化
も
感
じ
な
が
ら
混

ぜ
て
く
れ
ま
す
。
手

で
、
舌
で
、
五
感
で
感

じ
な
が
ら
、
集
中
し
て
ど
ん
ど
ん
や
っ
て
く
れ
ま
す
。

　

ぜ
い
た
く
煮
づ
く
り
に
は
、
一
年
間
を
か
け
て
取
り
組

み
ま
し
た
。
春
に
大
根
の
種
を
蒔
き
…
実
る
と
み
ん
な
で

力
い
っ
ぱ
い
に
引
き
抜
い
て
、
水
浸
し
に
な
り
な
が
ら
洗
っ

て
…
そ
れ
を
台
車
に
載
せ
て
運
ん
で
干
し
ま
す
。
干
し
あ

が
っ
た
ら
、
タ
ク
ワ
ン
漬
け
に
、
そ
の
タ
ク
ワ
ン
を
け
だ
し

（
塩
抜
き
）
し
て
調
理
し
ま
す
。
種
ま
き
か
ら
調
理
ま
で
、
す

べ
て
を
体
験
し
ま
し
た
。

　

そ
ん
な
中
で
、
私
た
ち
は
子
ど
も
た
ち
が
す
る
こ
と
を
で

き
る
だ
け
見
守
る
よ
う
に
し
て
い
る
の
で
す
が
、
と
き
た
ま

ケ
ン
カ
が
始
ま
っ
た
り
、
い
ろ
ん
な
ト
ラ
ブ
ル
が
あ
っ
た
り

も
し
ま
す
。
で
も
、
そ
ん
な
と
き
に
、
に
ぎ
に
ぎ
の
お
ば
あ

ち
ゃ
ん
が
い
つ
も
言
っ
て
く
れ
る
言
葉
が
あ
る
ん
で
す
ね
。

「
今
は
見
て
な
あ
か
ん
よ
ぉ
。
お
母
さ
ん
、
手
出
し
口
出
し

た
ら
あ
か
ん
で
。
こ
れ
も
経
験
や
し
な
ぁ
。」
そ
う
言
っ
て

も
ら
う
と
、
お
母
さ
ん
同
士
も
安
心
し
て
、
子
ど
も
た
ち
が

ケ
ン
カ
し
た
り
奮
闘
し
た
り
し
て
い
る
姿
を
見
守
る
こ
と
が

で
き
る
ん
で
す
ね
。
こ
の
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
が
、
ふ
っ
と
手
を

差
し
伸
べ
た
り
、
言
葉
を
か
け
た
姿
を
見
て
、
そ
う
か
、
こ

う
い
う
タ
イ
ミ
ン
グ
で
子
ど
も
た
ち
に
手
を
差
し
伸
べ
た
ら

い
い
、
声
を
か
け
た
ら
い
い
、
そ
ん
な
こ
と
が
自
然
に
学
び

取
れ
る
よ
う
な
、
そ
ん
な
場
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
し
て
、
活
動
が
終
わ
っ
た
と
き
に
は
、
み
ん
な
で
一
緒

に
お
昼
ご
飯
を
食
べ
て
い
ま
す
。
参
加
者
の
皆
さ
ん
に
は
、

毎
回
お
に
ぎ
り
を
持
参
で
来
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
作
業

の
後
の
空
腹
感
も
手
伝
っ
て
、
い
つ
も
よ
り
子
ど
も
た
ち
の

食
が
す
す
ん
だ
り
、
普
段
は
あ
ま
り
食
べ
な
い
野
菜
を
ぱ
く

ぱ
く
と
食
べ
て
く
れ
た
り
し
ま
す
。
ま
た
、「
こ
の
お
か
ず

ど
う
や
っ
て
作
っ
た
の
？
」
と
か
言
い
な
が
ら
、
レ
シ
ピ
の

交
換
が
始
ま
っ
た
り
し

て
話
が
尽
き
ま
せ
ん
。

今
の
時
代
と
い
う
の

は
、
本
当
に
戸
棚
開
け

た
ら
お
や
つ
が
あ
っ
た

り
、
ど
こ
を
見
て
も
食

べ
る
も
の
が
手
に
届
く

よ
う
な
状
況
の
中
で
、

空
腹
感
を
子
ど
も
た
ち

に
作
っ
て
あ
げ
る
と
い

う
こ
と
が
、
と
て
も
難

し
い
時
代
だ
と
実
感
し

て
い
ま
す
。
そ
う
い
う
意
味
で
は
、
周
り
の
大
人
た
ち
が
食

環
境
を
整
え
て
あ
げ
る
こ
と
が
必
要
な
時
代
な
の
で
は
な
い

か
な
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　

昔
の
人
の
生
き
る
知
恵
の
詰
ま
っ
た
「
郷
土
の
味
」
だ
っ

た
り
「
お
う
ち
の
味
」
は
、
か
つ
て
は
家
の
中
で
継
が
れ
て

い
た
も
の
だ
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
が
難
し
い
時
代
だ
か
ら
こ

そ
、
楽
し
み
な
が
ら
地
域
の
中
で
受
け
継
い
で
い
く
と
い
う

こ
と
が
、
と
て
も
大
事
に
な
っ
て
い
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
考

え
ま
す
。〝
生
き
る
知
恵
を
食
べ
継
ぐ
〟
と
い
う
こ
と
は
、

お
い
し
く
て
、
そ
し
て
楽
し
い
食
卓
を
子
ど
も
た
ち
と
一
緒

に
囲
み
な
が
ら
、
そ
ん
な
思
い
出
の
中
で
子
ど
も
た
ち
の
中

に
残
し
て
い
っ
て
あ
げ
る
、
そ
う
し
て
生
き
る
知
恵
が
食
べ

継
が
れ
て
い
く
ん
だ
な
と
感
じ
ま
す
。
今
日
こ
こ
に
ご
一
緒

さ
せ
て
い
た
だ
い
て
る
皆
様
と
も
、
お
い
し
い
楽
し
い
食
卓

を
子
ど
も
た
ち
と
一
緒
に
囲
ま
せ
て
い
た
だ
け
た
ら
う
れ
し

い
な
と
思
い
ま
す
。

板
山　

土
井
さ
ん
か
ら
は
、
旬
の
野
菜
を
活
か
し
て
、
食
を

つ
な
ぐ
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
高
め
る
食
育
の
事
例
発
表

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
田
中
さ
ん
か
ら
は
、
親
か
ら
子
へ
、

愛
情
を
も
っ
て
伝
統
食
を
伝
え
る
食
育
の
大
切
さ
を
感
じ
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

お
２
人
の
発
表
を
、
ご
家
族
や
職
場
、
お
友
達
と
シ
ェ
ア

し
て
い
た
だ
け
た
ら
幸
い
で
す
。
私
ど
もS

TU
D

IO

こ
ほ

く
も
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
放
送
や
い
ろ
い
ろ
な
メ
デ
ィ
ア
を

通
じ
ま
し
て
、
今
後
と
も
地
域
の
食
文
化
や
地
産
地
消
で
食

育
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
、
皆
様
と
一
緒
に
考
え
て
い
き
た
い

と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

■
「S

TU
D

IO

こ
ほ
く
」http://w

w
w

.studiokohoku.net

毎
水
曜
二
一
時
生
放
送　

視
聴
は
パ
ソ
コ
ン
ま
た
は
ス
マ
ホ

か
ら　

ど
こ
で
も
・
誰
で
も
・
無
料

ぜいたく煮づくり

おなか空いたね、いただきま～す！
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ひ
と
・
健
康
・
未
来
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
2
0
1
6
長
浜

　

グ
ル
ー
プ
中
核
企
業
の
山
室
木
材
工
業
は
木
製
の
パ
レ
ッ

ト
を
作
っ
て
お
り
、
用
途
に
よ
っ
て
は
パ
レ
ッ
ト
を
乾
燥
さ

せ
て
い
ま
す
。
以
前
は
重
油
ボ
イ
ラ
ー
で
乾
燥
し
て
い
ま
し

た
が
、
重
油
の
価
格
は
為
替
相
場
で
変
動
し
て
し
ま
い
ま

す
。
ヘ
ッ
ジ
し
よ
う
と
考
え
た
の
が
、
燃
料
に
会
社
の
木
材

を
利
用
し
パ
レ
ッ
ト
を
乾
燥
す
る
こ
と
で
す
。
そ
し
て
、
こ

の
と
き
の
余
剰
の
蒸
気
を
何
と
か
利
用
で
き
な
い
か
と
考
え

た
の
が
シ
イ
タ
ケ
栽
培
で
す
。
菌
床
シ
イ
タ
ケ
生
産
に
挑
戦

し
ま
し
た
が
、
原
料
木
の
手
配
が
難
し
く
断
念
し
ま
し
た
。

そ
の
後
、
工
場
の
食
堂
で
暖
房
と
し
て
活
用
し
て
い
ま
す
。

木
造
ハ
ウ
ス
で
の
マ
ン
ゴ
ー
栽
培

　

次
に
平
成
二
六
年
、
長
浜
市
の
認
定
と
推
薦
を
受
け
総
務

省
の
地
域
経
済
循
環
創
造
事
業
交
付
金
の
対
象
と
し
て
マ
ン

ゴ
ー
作
り
を
は
じ
め
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
先
ず
、
マ
ン
ゴ
ー

ハ
ウ
ス
と
し
て
、
一
五
〇
坪
の
木
造
の
ハ
ウ
ス
を
三
棟
と
温
水

式
バ
イ
オ
マ
ス
ボ
イ
ラ
ー
を
導
入
し
ま
し
た
。
か
な
り
大
き

な
建
物
で
す
。
そ
も
そ
も
一
般
的
に
農

業
用
ハ
ウ
ス
と
い
う
の
は
鉄
で
造
り
ま

す
が
、
当
グ
ル
ー
プ
に
プ
レ
カ
ッ
ト
会

社
（
木
材
を
事
前
に
カ
ッ
ト
し
加
工
す

る
）
が
あ
り
ま
し
て
、
何
と
か
木
造
で

ハ
ウ
ス
が
で
き
な
い
か
と
知
恵
を
絞
り

完
成
し
ま
し
た
。
木
で
ハ
ウ
ス
を
造
る

と
い
う
利
点
は
、
鉄
に
比
べ
低
価
格
で

解
体
は
楽
、
最
後
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
利
用

が
で
き
て
環
境
に
優
し
い
、
循
環
型
産

業
に
相
応
し
い
こ
と
で
す
。

　

こ
の
事
業
は
産
官
学
金
連
携
事
業
で
、

長
浜
市
、
長
浜
バ
イ
オ
大
学
の
ご
指
導
、

そ
し
て
金
融
機
関
、
販
売
は
平
和
堂
さ

ん
の
関
連
会
社
に
協
力
し
て
い
た
だ
い
て

お
り
ま
す
。
こ
の
マ
ン
ゴ
ー
で
す

が
、
去
年
は
一
三
七
個
の
収
穫
が

あ
り
、
今
年
は
三
〇
〇
個
を
目
標

に
し
て
い
ま
す
。「
雪
国
で
マ
ン

ゴ
ー
」
と
い
う
キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー

で
評
判
に
な
り
、
新
聞
に
も
紹
介

さ
れ
こ
れ
か
ら
が
楽
し
み
で
す
。

ニ
ン
ニ
ク
の
一
大
産
地
化

　

現
在
進
め
て
い
る
も
う
一
つ
の
事
業

は
ニ
ン
ニ
ク
で
す
。
こ
れ
は
農
業
特
区

に
な
っ
て
い
る
兵
庫
県
養
父
市
で
展
開

し
て
い
る
企
業
の
取
り
組
み
を
参
考
に

し
ま
し
た
。
ニ
ン
ニ
ク
を
選
ん
だ
の
は
、

イ
ノ
シ
シ
や
、
シ
カ
や
、
サ
ル
に
よ
る

被
害
が
少
な
い
こ
と
や
面
積
当
た
り
の

売
上
が
高
い
か
ら
で
す
。
今
後
は
、
健

康
食
品
と
し
て
人
気
の
高
い
黒
ニ
ン
ニ

ク
作
り
を
考
え
て
い
ま
す
。

奥
伊
吹
地
域
の
活
性
化

　

農
業
経
営
と
し
て
次
に
取
り
組
ん
で
い
る
の
が
、
来
年
か

ら
に
な
り
ま
す
が
、
高
齢
化
・
過
疎
化
し
て
い
る
滋
賀
県
の

奥
伊
吹
ス
キ
ー
場
の
手
前
に
あ
る
姉
川
ダ
ム
（
治
水
ダ
ム
）

周
辺
地
域
の
活
性
化
で
す
。

　

滋
賀
県
の
公
募
事
業
で
、
治
水
ダ
ム
に
水
力
発
電
所
を
つ

く
る
業
者
と
し
て
、
技
術
面
さ
ら
に
地
域
貢
献
の
独
自
案
と

し
て
、
そ
の
周
辺
地
域
に
第
六
次
産
業
を
展
開
す
る
内
容
で

申
し
入
れ
ま
し
た
。
そ
も
そ
も
会
社
と
は
、
い
っ
た
い
誰
の
た

め
に
あ
る
の
か
を
考
え
た
と
き
、
一
つ
は
取
引
先
や
仕
入
先
や

社
員
や
経
営
者
や
、
オ
ー
ナ
ー
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
も
う
一

つ
は
、
地
域
の
活
性
化
で
す
。
わ
れ
わ
れ
が
事
業
を
行
う
こ

と
で
地
域
が
潤
う
、
や
る
か
ら
に
は
使
命
感
を
持
っ
て
一
生
懸

命
し
よ
う
と
い
う
こ
と
で
、
若
手
農
業
経
営
者
と
連
携
し
て
、

滋
賀
県
の
湖
北
地
方
を
一
大
農
業
集
積
地
に
す
る
計
画
で
す
。

さ
ら
に
、
ダ
ム
周
辺
は
過
疎
化
の
進
ん
だ
高
齢
化
地
域
な
の

で
、
こ
こ
に
第
六
次
産
業
を
展
開
し
て
活
性
化
し
よ
う
と
考

え
、
農
業
に
参
入
い
た
し
ま
し
た
。
ま
た
、
奥
伊
吹
は
大
変

寒
い
と
こ
ろ
で
す
が
、
こ
の
風
土
だ
か
ら
こ
そ
作
る
こ
と
が

で
き
る
商
品
、
奥
伊
吹
ブ
ラ
ン
ド
を
検
討
し
て
い
ま
す
。

　

次
に
、
農
業
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
サ
イ
ク
ル
ツ
ー
リ
ズ

ム
も
検
討
を
始
め
ま
し
た
。
お
客
様
を
奥
伊
吹
に
呼
び
込
み
、

宿
泊
施
設
の
提
供
や
、
農
作
物
の
販
売
を
考
え
て
お
り
ま
す
。

今
後
の
課
題
と
取
り
組
み

　

わ
れ
わ
れ
は
二
年
前
か
ら
、
事
業
と
し
て
農
業
に
取
り
組

ん
で
き
ま
し
た
が
、
課
題
も
見
え
て
き
ま
し
た
。

　

① 

農
業
技
術
／
技
術
を
学
び
、
指
導
者
を
育
成
す
る
体
制

づ
く
り
が
必
要

　

② 

労
働
者
の
確
保
／
農
産
物
の
生
産
に
か
か
る
労
力
と
、

大
量
労
働
者
の
確
保

　

③ 

事
業
資
金
／
工
作
機
械
の
購
入
、
農
業
倉
庫
等
の
資
金

は
か
な
り
高
額

　

④ 

販
売
先
の
確
保
／
ど
の
よ
う
に
、
ど
こ
に
販
売
す
る
の
か

　

⑤
鳥
獣
対
策
／
農
産
物
の
安
定
的
な
収
穫
が
必
要

　

こ
う
し
た
課
題
は
、
い
ろ
ん
な
方
と
連
携
さ
せ
て
い
た
だ

き
な
が
ら
解
決
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

実
は
二
〇
一
五
年
の
日
本
国
内
の
農
業
就
業
人
口
が

二
一
〇
万
人
弱
、
こ
の
一
〇
年
間
の
間
で
約
一
〇
〇
万
人
農

業
就
業
人
口
が
減
っ
て
お
り
ま
す
。
そ
し
て
就
業
者
の
平
均

年
齢
も
六
六
・
四
歳
と
高
齢
化
が
進
ん
で
お
り
ま
す
。
実
際

問
題
、
私
ど
も
の
活
動
を
聞
い
て
、「
う
ち
の
畑
を
借
り
て

ほ
し
い
」
と
言
っ
て
来
ら
れ
ま
す
。
私
ど
も
も
何
と
か
し
た

い
の
で
す
が
、
資
金
の
問
題
や
自
治
体
と
の
連
携
が
必
要
に

な
り
、
か
な
り
大
変
な
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

わ
れ
わ
れ
が
参
入
し
た
農
業
が
、
三
年
、
五
年
経
っ
て
、

本
当
に
、
採
算
が
取
れ
る
よ
う
な
形
態
に
し
て
、
成
功
の
ビ

ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
と
し
て
皆
さ
ん
と
共
有
し
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。
そ
れ
が
、
こ
の
地
域
が
本
当
に
豊
か
で
農
業
が
盛
ん

な
地
域
に
な
る
こ
と
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

松
島　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
企
業
と
し
て
ブ
ラ
ン

ド
化
に
積
極
的
に
取
り
組
む
だ
け
で
な
く
、
今
後
は
ツ
ー
リ

ズ
ム
を
通
じ
て
、
消
費
者
の
方
を
ど
ん
ど
ん
生
産
地
に
呼
び

込
み
地
域
の
活
性
化
を
図
ろ
う
と
さ
れ
て
お
ら
れ
ま
す
。
企

業
と
し
て
一
回
農
業
参
入
し
た
ら
辞
め
な
い
と
い
う
よ
う
な

お
話
も
あ
り
ま
し
た
。
し
っ
か
り
と
地
に
足
を
着
け
て
取
り

組
ん
で
い
か
れ
る
と
い
う
こ
と
で
、
非
常
に
今
後
期
待
を
し

た
い
な
と
思
い
ま
す
。

　

次
の
廣
部
さ
ん
は
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
百
菜
劇
場
の
農
業
生
産
活

動
に
お
一
人
で
取
り
組
ま
れ
て
お
り
ま
す
。
非
常
に
ご
苦
労

も
あ
る
と
い
う
こ
と
で
、
ど
う
い
う
ふ
う
に
取
り
組
ま
れ
て

き
て
い
る
か
を
お
話
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

自
然
と
調
和
す
る
営
み
と
は

 

廣
部　

里
美

　

こ
れ
、
私
で
す
。
い
つ
も
こ
ん
な
感

じ
で
畑
で
埋
も
れ
て
ま
す
。
私
は
福
井

生
ま
れ
で
、
大
学
卒
業
後
の
就
職
が

き
っ
か
け
で
滋
賀
県
に
来
ま
し
た
。
今

は
農
業
を
や
っ
て
い
ま
す
。
子
ど
も
の

頃
か
ら
ジ
ブ
リ
と
か
が
好
き
で
、
そ
う

い
う
ア
ニ
メ
の
影
響
で
、
自
然
と
調
和

す
る
人
の
営
み
と
い
う
の
を
、
ど
う
や
っ
た
ら
受
け
継
げ
る
の

か
な
、
と
い
う
の
が
子
ど
も
の
頃
か
ら
の
関
心
で
、
そ
の
ま

ま
大
人
に
な
っ
ち
ゃ
っ
た
っ
て
い
う
感
じ
な
ん
で
、
今
は
Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人
百
菜
劇
場
の
理
事
と
、
基
本
的
に
一
人
で
す
が
個

人
経
営
農
家
を
や
っ
て
ま
す
。

　

ま
ず
、
百
菜
劇
場
で
す
が
、
劇
場
っ
て
い
う
と
、
演
劇
で

も
し
て
る
の
？
っ
て
言
わ
れ
ま
す
が
、
農
業
を
テ
ー
マ
に
活

動
し
て
い
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
で
す
。
畑
は
た
く
さ
ん
の
生
き
物

の
舞
台
で
あ
っ
て
、
す
べ
て
の
生
き
物
に
は
役
割
が
あ
っ

て
、
そ
れ
ら
の
か
か
わ
り
合
い
に
よ
っ
て
食
べ
物
が
で
き
て

い
る
と
い
う
こ
と
を
学
び
、
体
験
す
る
フ
ィ
ー
ル
ド
を
提
供

す
る
っ
て
い
う
の
が
百
菜
劇
場
の
名
前
の
由
来
で
あ
り
、
存

在
価
値
で
す
。
そ
れ
で
は
、
農
と
人
の
暮
ら
し
を
近
づ
け
る

百
菜
劇
場
の
活
動
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

食
育
の
講
座

　

参
加
費
収
入
と
民
間
の
補
助

金
で
毎
月
一
回
、「
は
た
け
っ
こ
」

と
い
う
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
開
催
し
て

い
ま
す
。
農
業
が
持
つ
教
育
的

価
値
は
た
く
さ
ん
あ
る
と
思
う
の

で
、
そ
れ
を
体
験
を
通
し
て
伝
え

て
い
ま
す
。

野
外
自
主
保
育

　

居
場
所
作
り
の
活
動
と
し
て
、

野
外
自
主
保
育
グ
ル
ー
プ
の
「
ひ

と
つ
ぶ
て
ん
と
う
園
」
を
畑
に
受

け
入
れ
て
い
ま
す
。『
お
む
す
び

と
ケ
ガ
は
自
分
持
ち
、
大
人
は
お

口
チ
ャ
ッ
ク
に
手
は
後
ろ
』
と
い

う
の
が
合
言
葉
で
す
。

農
業
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

　

企
業
の
労
働
組
合
の
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
場
と
し
て
、

レ
ン
コ
ン
掘
り
、
草
木
染
め
、
ハ
ー
ブ
教
室
、
焼
き
芋
な

ど
、
い
ろ
ん
な
コ
ン
テ
ン
ツ
を
用
意
し
て
受
け
入
れ
て
い
ま

す
。
こ
れ
ま
で
農
業
体
験
イ
ベ
ン
ト
を
自
主
企
画
で
開
催
し

て
き
た
一
つ
の
実
り
と
し
て
、
去
年
は
労
働
組
合
か
ら
相
談

が
あ
っ
て
実
現
し
ま
し
た
。
自
分
た
ち
で
集
客
ま
で
す
る
の

は
す
ご
く
大
変
で
す
が
、
労
働
組
合
の
方
も
毎
年
レ
ク
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
の
ネ
タ
を
探
し
て
い
て
、
た
ま
た
ま
若
い
女
性

社
員
が
レ
ン
コ
ン
を
掘
っ
て
み
た
い
、
と
い
う
こ
と
で
実
現

し
ま
し
た
。
こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
活
動
の
中
で
初
め
て
お
金

に
な
っ
た
と
い
う
か
、
収
益
面
で
は
助
か
っ
て
い
ま
す
。
私

が
い
る
近
江
八
幡
の
北
之
庄
と
い
う
地
域
は
、
湖
も
近
く
、

地
域
ぐ
る
み
の
い
ろ
ん
な
要
素
と
い
う
か
コ
ン
テ
ン
ツ
が
用

意
で
き
る
な
と
思
っ
て
、
月
に
一
本
と
か
二
本
と
か
、
こ
う

い
う
企
業
の
受
け
入
れ
が
で

き
る
よ
う
に
な
れ
ば
、
一
つ

の
収
入
源
に
も
な
る
の
で
、

こ
れ
か
ら
も
力
を
入
れ
た
い

な
と
思
っ
て
い
ま
す
。
ネ
タ

が
尽
き
て
い
る
労
働
組
合
な

ど
が
あ
っ
た
ら
、
是
非
紹
介

し
て
く
だ
さ
い
。

里
山
の
竹
林
整
備

　

農
業
と
里
山
と
の
関
わ
り

と
い
う
こ
と
で
、
京
都
大
学

と
の
共
同
研
究
で
、
里
山
の

竹
林
整
備
で
出
た
竹
を
使
っ

た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。
竹
で
ハ
ウ
ス
を

作
っ
た
り
、
今
年
か
ら
竹
粉

農業体験・レンコン掘り

はたけっこひとつぶてんとう園 雪国でマンゴー

竹でつくったハウス
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ひ
と
・
健
康
・
未
来
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
2
0
1
6
長
浜

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー 

高
橋　

卓
也

　

近
江
は
水
稲
栽
培
が
盛
ん
な
と
こ
ろ
で
す
。
そ
こ
で
収
穫

さ
れ
た
お
米
を
有
効
に
生
か
す
手
段
と
し
て
、
ま
ず
酒
造
り

が
考
え
ら
れ
ま
す
。
お
酒
に
は
人
と
人
と
を
つ
な
ぐ
役
割
が

あ
り
ま
す
。
酒
造
り
に
よ
っ
て
、
人
の
輪
が
広
が
っ
て
い
き

ま
す
。
こ
こ
か
ら
は
、
近
江
八
幡
市
か
ら
来
ら
れ
た
東
さ
ん

と
、
大
津
市
か
ら
来
ら
れ
ま
し
た
脇
田
さ
ん
か
ら
、
酒
造
り

に
よ
る
人
の
つ
な
が
り
の
広
が
り
、
そ
し
て
酒
造
り
に
よ
り

自
然
環
境
と
人
と
を
結
ぶ
試
み
に
つ
い
て
、
お
話
を
し
て
い

た
だ
き
ま
す
。

水
郷
を
活
か
し
た
農
の
里
づ
く
り

 

東　
　

房
男

　

こ
ん
に
ち
は
、
東
で
す
。
私
ど
も
が
取
り
組
ん
で
お
り
ま

す
権
座
の
お
話
を
こ
れ
か
ら
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。（
拍

手
）
私
は
一
〇
年
前
に
退
職
し
ま
し
て
、
そ
の
と
き
に
第
二

の
人
生
の
働
き
場
を
探
さ
な
い
と
い
け
な
い
な
と
思
っ
て
お

り
ま
し
た
。
ち
ょ
う
ど
そ
の
と
き
、
農
業
が
こ
れ
か
ら
ど
う

な
っ
て
い
く
の
か
な
、
農
地
が
荒
れ
地
に
な
っ
て
し
ま
っ
た

ら
、
も
う
子
ど
も
た
ち
も
生
活
で
き
ん
よ
う
に
な
っ
て
し
ま

う
ん
か
な
と
、
そ
ん
な
思
い
を
抱
き
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
そ

の
当
時
、
集
落
営
農
組
合
、
特
定
農
業
団
体
の
取
り
組
み
な

ど
、
国
の
施
策
が
あ
り
、
私
も
集
落
の
中
で
営
農
組
合
長
と

い
う
ポ
ス
ト
を
預
か
ら
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。
そ
ん
な
思
い

の
中
で
受
け
さ
せ
て
も
ら
っ
て
、
早
一
〇
年
に
な
り
ま
し

た
。
今
日
も
朝
早
く
か
ら
権
座
で
豆
の
植
え
つ
け
を
し
て
き

ま
し
た
が
、
権
座
で
今
、
も
う
一
つ
の
ブ
ラ
ン
ド
化
を
目

指
し
て
る
の
が
「
権
座
大
豆
」
で
す
。
東
京
で
お
豆
腐
を
、

「
権
座
豆
腐
」
と
「
権
座
味
噌
」
と
い
う
か
た
ち
で
販
売
し

て
も
ら
っ
て
お
り
ま
す
。
東
京
の
豆
問
屋
さ
ん
と
業
務
提
携

を
し
ま
し
て
営
農
を
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

権
座
と
は

　

初
め
に
権
座
と
は
、
琵
琶
湖
の
内
湖
で
あ
る
西
の
湖
の
北

西
部
に
位
置
す
る
湖
中
の
島
の
名
前
の
こ
と
で
す
。
面
積

二
・
五
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
権
座
の
地
で
農
業
を
し
て
い
ま
す
。

昔
は
こ
の
よ
う
な
風
景
で
農
業
を
す
る
の
が
あ
た
り
ま
え
で

し
た
。
こ
れ
が
何
と
も
言
え

な
い
味
の
あ
る
、
こ
れ
が
忘

れ
ら
れ
ず
に
、
今
日
私
は
こ

の
よ
う
に
し
て
活
動
を
し
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

か
つ
て
の
白
王
町
の
地
域

は
、
琵
琶
湖
の
内
湖
と
し
て

大
中
湖
と
つ
な
が
っ
て
い

て
、
半
農
半
漁
の
生
活
を
し

て
い
ま
し
た
。
村
の
前
に
は
、

七
つ
の
島
状
の
田
ん
ぼ
が
あ

り
、
そ
の
小
字
名
は
、
大
葭
、

堂
葭
、
長
葭
な
ど
、
地
名
か

ら
想
像
す
る
に
、
何
百
年
も

前
に
先
人
た
ち
が
ヨ
シ
原
を

開
墾
し
、
周
囲
に
石
を
積
み

上
げ
て
、
湖
中
の
藻
と
一
緒

に
ヘ
ド
ロ
を
か
き
上
げ
て
、

圃ほ

場じ
ょ
う

（
耕
地
）
を
作
り
上
げ

て
く
れ
た
の
で
は
な
い
の
か

と
、
そ
の
よ
う
に
思
っ
て
お
り
ま
す
。
私
も
実
は
父
親
の
代

ま
で
は
、
大
中
湖
で
漁
業
を
主
に
生
活
を
し
て
い
ま
し
た
。

大
き
く
変
化
し
た
の
は
、
今
か
ら
五
〇
年
前
、
大
中
湖
が
干

拓
さ
れ
た
昭
和
四
〇
年
で
す
。
食
糧
難
の
時
代
に
国
営
事
業

と
し
て
干
拓
に
な
り
、
目
の
前
に
あ
っ
た
六
つ
の
島
は
陸
続

き
と
な
っ
て
圃
場
も
土
地
改
良
に
よ
り
区
画
整
理
、
私
ど
も

の
集
落
は
平
均
し
て
三
〇
ア
ー
ル
が
一
区
画
に
な
っ
て
お
り

ま
す
が
、
機
械
も
大
型
化
し
、
近
代
農
業
に
歩
み
出
し
た
の

で
し
た
。
し
か
し
、
権
座
だ
け
は
こ
の
一
連
の
事
業
か
ら
は

見
放
さ
れ
、
い
わ
ば
時
代
か
ら
取
り
残
さ
れ
た
厄
介
者
に

な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
そ
し
て
、
不
便
さ
だ
け
が
残
る
湖

中
の
水
田
で
も
あ
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
先
人
た
ち
の
汗
が

染
み
込
ん
だ
、
計
り
知
れ
な
い
苦
労
と
努
力
の
結
晶
で
も
あ

る
こ
の
土
地
を
、
簡
単
に
放
棄
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
で

し
た
。
か
つ
て
滋
賀
県
の
湖
岸
地
域
に
は
、
こ
の
よ
う
な
風

景
が
当
た
り
前
の
よ
う
に
見
ら
れ
た
と
聞
い
て
い
ま
す
。
日

本
の
原
風
景
で
も
あ
る
こ
の
権
座
地
区
で
、
わ
れ
わ
れ
は
現

在
も
連
綿
と
耕
作
を
続
け
て
い
ま
す
。
た
だ
、
ト
ラ
ク
タ
ー

や
コ
ン
バ
イ
ン
と
い
っ
た
農
機
具
は
船
で
運
ば
な
け
れ
ば
な

ら
ず
、
船
で
運
ぶ
の
に
は
二
ト
ン
ぐ
ら
い
の
重
さ
以
下
の
も

の
で
な
け
れ
ば
運
べ
な
い
と
い
う
よ
う
な
状
態
で
す
。
で
す

を
稲
作
に
利
用
し
よ
う
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

百
菜
劇
場
は
、
農
業
と
異
分
野
を
つ
な
ぐ
便
利
屋
み
た
い
な

感
じ
で
、
大
学
の
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
な

ど
依
頼
に
応
じ
て
や
っ
て
き
ま
し
た
。
た
だ
し
、
ど
れ
だ
け
人

と
農
業
を
つ
な
い
で
も
、
農
家
を
増
や
さ
な
い
と
結
局
農
地
を

守
れ
な
い
。
そ
れ
で
自
分
が
農
家
に
な
り
ま
し
た
。

営
農
は
試
行
錯
誤
の
連
続

　

と
り
あ
え
ず
、
自
分
で
や
っ
て

み
よ
う
と
い
う
こ
と
で
、
一
一
三

ア
ー
ル
（
一
ア
ー
ル
／
一
〇
〇
平

方
メ
ー
ト
ル
）
の
農
地
を
借
り
ま

し
た
。
す
ご
く
近
江
ら
し
い
土
地

で
、
湖
が
あ
っ
て
、
田
ん
ぼ
が
あ

り
ま
す
。
こ
こ
で
採
れ
た
お
米
は
、

九
割
を
個
人
の
お
客
さ
ん
に
直
販
、

一
割
を
八
百
屋
さ
ん
に
卸
し
て
い
ま
す
。
営
農
計
画
の
お
手

本
の
方
が
福
井
に
お
ら
れ
て
、
そ
の
方
も
東
京
か
ら
の
移
住

者
で
、
二
〇
〇
ア
ー
ル
の
田
ん
ぼ
を
持
っ
て
お
ら
れ
ま
す
。

品
質
に
す
ご
く
こ
だ
わ
っ
て
、
有
機
栽
培
で
天
日
干
し
の
お

米
を
一
キ
ロ
八
〇
〇
円
で
全
部
個
人
に
直
販
さ
れ
て
い
ま

す
。
普
通
は
農
協
に
は
大
体
一
キ
ロ
二
〇
〇
円
ぐ
ら
い
で
卸

売
し
ま
す
が
、
そ
の
方
の
お
米
は
一
キ
ロ
八
〇
〇
円
で
、
販

売
開
始
三
分
で
売
り
切
れ
る
そ
う
で
す
。
設
備
や
体
力
の
限

界
が
あ
る
の
で
、
自
分
は
、
無
農
薬
で
、
頑
張
っ
て
一
キ
ロ

六
〇
〇
円
以
上
で
、
農
地
も
増
や
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。
野
菜
も
作
っ
て
ま
す
が
、
正
直
、
栽
培
技
術
が
な
く
て

ち
ゃ
ん
と
作
れ
て
い
ま
せ
ん
。

　

移
住
者
が
田
ん
ぼ
を
借
り
よ
う
と
思
う
と
、
大
体
条
件
の

悪
い
田
ん
ぼ
か
ら
貸
し
て
も
ら
え
る
ん
で
す
が
、
沼
み
た
い

な
田
ん
ぼ
が
あ
っ
て
レ
ン
コ
ン
で
も
植
え
て
み
よ
う
と
思
っ

て
埋
め
ま
し
た
。
が
、
と
に
か
く
収
穫
が
あ
ま
り
に
も
大
変

で
あ
き
ら
め
か
け
て
い
ま
し
た
が
、
先
ほ
ど
お
話
し
た
労
働

組
合
の
レ
ン
コ
ン
掘
り
体
験
で
無
事
解
決
、
思
い
が
け
ず
収

入
に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

　

ご
紹
介
し
た
よ
う
に
悩
み
な
が
ら
営
農
し
て
ま
す
が
、
今

は
商
品
開
発
に
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。
基
本
的
に
は
、
同
世

代
の
女
性
の
た
め
の
商
品
で
、
た
ま
た
ま
友
人
が
結
婚
出
産

ラ
ッ
シ
ュ
だ
っ
た
の
で
、
生
ま

れ
て
き
た
赤
ち
ゃ
ん
の
体
重
分

の
お
米
を
内
祝
い
で
返
す
と
い

う
の
を
始
め
ま
し
た
。
三
キ
ロ

グ
ラ
ム
で
三
八
〇
〇
円
で
す
が
、

内
祝
い
な
の
で
数
も
ま
と
ま
っ

て
、
一
回
に
一
〇
個
、
二
〇
個

の
注
文
が
入
っ
て
、
儲
か
っ
て

い
ま
す
。
普
通
に
考
え
る
と
高

い
け
れ
ど
、
ギ
フ
ト
で
す
し
、

パ
ッ
ケ
ー
ジ
に
も
費
用
を
か
け

付
加
価
値
を
つ
け
て
い
ま
す
。

　

今
、
ネ
ッ
ト
で
も
販
売
し
て
い
て
、
小
粒
の
お
米
を
利
用

し
た
米
粉
の
パ
ン
ケ
ー
キ
ミ
ッ
ク
ス
や
、
ご
飯
の
お
供
に
な

る
よ
う
な
お
か
ず
み
そ
を
販
売
し
て
い
ま
す
。
他
に
、
白
王

町
の
お
ば
ち
ゃ
ん
に
教
え
て
も
ら
っ
た
地
元
の
お
や
つ
「
よ

し
ち
ま
き
」
を
東
京
で
実
演
販
売
し
て
、
一
日
一
〇
〇
本
ほ

ど
売
れ
ま
し
た
。
地
元
の
人
た
ち
で
継
承
し
て
い
こ
う
と
思

う
と
な
か
な
か
難
し
い
け
れ
ど
、
ち
ょ
っ
と
し
た
お
金
に
な

れ
ば
、
主
婦
で
も
仕
事
に
な
る

の
で
は
と
思
っ
て
い
ま
す
。
地

元
の
水
郷
巡
り
に
来
ら
れ
る
観

光
客
向
け
に
実
演
販
売
も
考
え

て
い
ま
す
が
、
私
が
手
い
っ
ぱ

い
な
の
で
仲
間
募
集
中
で
す
。

　

他
に
野
菜
の
栽
培
も
、
今
は
あ

ま
り
手
が
つ
け
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
が
、
食
育
の
講
座
な
ど
を
し

て
い
る
と
、
子
育
て
世
代
の
人
で
農
業
し
た
い
と
い
う
人
が
結

構
多
く
、
そ
う
い
う
主
婦
の
人
が
兼
業
主
婦
農
家
に
な
れ
な
い

か
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
作
れ
な
い
か
な
っ
て
考
え
て
い
ま
す
。

誰
も
が
営
農
が
で
き
る
地
域
に

　

私
が
活
動
し
て
い
る
北
之
庄
に
営
農
組
合
が
あ
り
、
私
も

ト
ラ
ク
タ
ー
や
コ
ン
バ
イ
ン
な
ど
を
借
り
て
農
業
し
て
い
ま

す
が
、
営
農
組
合
が
な
く
な
る
と
本
当
に
困
り
ま
す
。
そ
も

そ
も
の
農
家
の
数
が
少
な
す
ぎ
る
の
で
、
農
業
機
械
の
共
同

利
用
が
成
り
立
た
な
く
な
っ
て
く
る
。
新
し
く
農
業
し
た
い

と
い
う
人
の
受
け
皿
に
な
る
よ
う
に
し
て
い
き
た
い
な
と
は

思
っ
て
る
ん
で
す
け
ど
、
高
齢
化
が
進
ん
で
い
て
、
集
落
の

人
た
ち
も
半
ば
諦
め
か
け
て
い
ま
す
。

　

北
之
庄
っ
て
い
う
集
落
は
北
之
庄
菜
っ
て
い
う
伝
統
野
菜

が
あ
り
ま
す
が
、
あ
ん
ま
り
生
か
せ
て
な
い
の
も
も
っ
た
い

な
い
と
思
い
ま
す
。
一
人
で
で
き
る
こ
と
は
限
ら
れ
て
い
る

の
で
、
今
は
仲
間
を
募
集
し
て
、
農
業
を
生
産
だ
け
と
し
て

は
捉
え
ず
、
場
作
り
と
か
、
加
工
品
作
り
と
か
、
そ
う
い
っ

た
こ
と
を
取
り
入
れ
な
が
ら
六
次
産
業
化
を
行
い
、
小
さ
な

農
、
小
規
模
で
も
成
り
立
つ
農
業
の
姿
を
、
何
と
か
自
分
で

模
索
し
た
い
な
と
思
っ
て
ま
す
。

　

私
は
移
住
者
で
農
地
も
機
械
も
家
も
な
い
し
、
女
だ

し
、
っ
て
い
う
条
件
で
、
農
業
す
る
に
は
あ
ま
り
い
い
条
件

で
は
な
い
ん
で
す
け
ど
、
そ
う
い
う
中
で
も
農
業
が
女
の
人

の
選
択
肢
に
な
る
よ
う
に
、
こ
れ
か
ら
も
頑
張
ろ
う
と
思
い

ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

松
島　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
廣
部
さ
ん
は
独
特
の
取

り
組
み
を
さ
れ
て
お
ら
れ
、
女
性
目
線
で
の
付
加
価
値
化
と
い

う
と
こ
ろ
も
う
ま
く
や
っ
て
お
ら
れ
る
と
思
い
ま
す
。
ぜ
ひ
皆

さ
ん
、
彼
女
の
活
動
を
応
援
し
て
あ
げ
て
い
た
だ
き
た
い
で
す
。

よしちまき

農地の風景

百菜劇場ギフト商品空から見た権座

酒米の刈り取り作業に、船で権座に向かう

環
境
保
全
と
酒
造
り 

─
地
域
振
興
─
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ひ
と
・
健
康
・
未
来
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
2
0
1
6
長
浜

か
ら
通
常
の
三
倍
の
手
間
が

か
か
り
ま
す
。
そ
の
分
収
穫

の
喜
び
は
ひ
と
し
お
で
、
収

穫
し
た
米
が
船
に
乗
っ
て
運
ば
れ
て
く
る
様
子
は
、
毎
年
注

目
の
的
に
な
っ
て
い
ま
す
。
じ
つ
は
私
自
身
、
代
表
を
預

か
っ
て
い
る
者
と
し
て
、
農
機
具
が
う
ま
く
権
座
に
到
着
、

行
く
か
ど
う
か
が
、
一
番
の
心
配
で
あ
り
ま
す
。

重
要
文
化
的
景
観
と
権
座
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　

さ
て
、
近
江
八
幡
市
が
世
界
に
誇
る
重
要
文
化
的
景
観
、

「
近
江
八
幡
の
水
郷
」
は
、
平
成
一
八
年
一
月
、
全
国
第
一

号
と
し
て
選
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

権
座
の
属
す
る
白
王
町
で
は
、
重
要
文
化
的
景
観
の
話
が

出
た
際
、
普
段
は
見
慣
れ
た
風
景
が
文
化
財
に
な
る
と
い
う

こ
と
に
半
信
半
疑
な
意
見
も
多
く
あ
り
ま
し
た
。
し
か
し
な

が
ら
、
ふ
る
さ
と
の
風
景
を
守
り
、
地
域
を
守
り
あ
げ
た
い

と
い
う
人
た
ち
の
熱
意
が
次
第
に
高
ま
り
、
重
要
文
化
的
景

観
選
定
を
契
機
と
し
て
、
権
座
、
水
郷
を
守
り
育
て
る
活
動

は
大
き
な
進
展
を
み
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

当
時
の
川
端
五
兵
衛
近
江
八
幡
市
長
が
、
こ
の
重
要
文
化

的
景
観
の
説
明
で
、
権
座
が
湖
中
堤
防
建
設
か
ら
回
避
さ
れ

た
逸
話
を
聞
き
、
私
自
身
が
と
て
も
心
を
打
た
れ
ま
し
た
、

そ
れ
が
今
も
活
動
を
続
け
て
い
る
要
因
で
も
あ
り
ま
す
。

　

平
成
一
八
年
に
は
、
権
座
で
水
郷
コ
ン
サ
ー
ト
が
開
催
さ

れ
、
プ
ロ
の
音
楽
家
が
出
演
し
、
八
〇
〇
人
以
上
の
観
客
が

上
陸
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
イ
ベ
ン

ト
を
き
っ
か
け
に
地
元
の
集
落
営

農
組
合
で
は
、
何
と
か
こ
の
権
座

を
守
る
取
り
組
み
は
で
き
な
い
も

の
か
と
考
え
ま
し
た
。
つ
ま
り
、

営
農
活
動
に
よ
っ
て
、
こ
れ
ま
で

の
お
米
作
り
で
は
な
く
、
何
か
新

し
い
取
り
組
み
は
で
き
な
い
か
と

思
案
し
て
み
た
の
で
す
。
そ
の
と
き
に
、
県
の
農
業
普
及
セ

ン
タ
ー
の
職
員
が
、「
東
さ
ん
、
酒
米
を
作
っ
て
く
れ
へ
ん

か
」
と
声
を
か
け
て
く
れ
ま
し
た
。
そ
の
品
種
が
滋
賀
渡
船

六
号
で
し
た
。
私
も
何
で
も
乗
り
だ
す
タ
イ
プ
で
す
の
で
、

す
ぐ
そ
の
話
に
乗
り
ま
し
た
。
人
間
、
何
か
し
よ
う
と
悩
ん

で
い
る
と
き
に
よ
い
ヒ
ン
ト
を
差
し
出
し
て
く
れ
る
こ
と
、

つ
ま
り
渡
り
に
船
と
は
こ
の
こ
と
な
ん
で
す
ね
。

　

そ
れ
も
渡
船
と
い
う
明
治
時
代
に
滋
賀
県
に
初
め
て
取
り

入
れ
ら
れ
た
幻
の
酒
米
、
ま
し
て
権
座
は
船
で
渡
ら
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
特
殊
な
地
域
で
す
。
私
は
、
こ
れ
だ
、
こ
れ
ぞ

わ
れ
わ
れ
が
求
め
て
い
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
だ
と
思
い
ま
し
た
。

そ
し
て
、
酒
米
、
滋
賀
渡
船
六
号
を
復
活
さ
せ
権
座
で
栽
培

し
、
地
元
の
酒
造
会
社
で
純
米
吟
醸
酒
を
製
造
、
地
酒
と
し

て
販
売
す
る
な
ど
多
様
な
活
動
を
現
在
も
展
開
し
て
い
ま
す
。

　

そ
の
後
も
、
毎
年
収
穫
感
謝
祭
や
新
酒
の
集
い
な
ど
を
開

催
し
、
農
業
関
係
者
以
外
に
も
広
く
一
般
の
人
々
が
集
い
、

楽
し
む
場
所
へ
と
変
貌
を
遂
げ
て
い
ま
す
。
お
か
げ
を
も
ち

ま
し
て
、
年
間
一
升
瓶
換
算
で
三
〇
〇
〇
本
、
酒
米
の
面
積

が
一
・
五
ヘ
ク
タ
ー
ル
で
す
か
ら
、
大
体
毎
年
八
〇
俵
か
ら

九
〇
俵
の
コ
メ
が
採
れ
ま
す
。
そ
こ
か
ら
酒
に
な
る
の
が

三
〇
〇
〇
本
と
い
う
こ
と
で
す
。
新
酒
が
出
る
ま
で
に
完
売

し
ま
す
。
酒
は
残
る
と
売
れ
な
い
、
人
気
が
出
な
い
。
む
し

ろ
足
ら
な
い
ほ
う
が
フ
ァ
ン
は
増
え
る
そ
う
で
す
。

　

私
は
全
然
飲
め
な
い
で
す
、
酒
は
。（
笑
）
で
す
が
、
皆
さ

ん
に
聞
く
と
、
フ
ル
ー
テ
ィ
ー

で
女
性
に
非
常
に
人
気
が
あ
る

と
言
わ
れ
て
、
味
は
抜
群
だ
そ

う
で
す
。
お
酒
屋
さ
ん
で
限
定

販
売
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
ぜ

ひ
お
買
い
求
め
い
た
だ
け
れ
ば

あ
り
が
た
い
か
な
と
思
っ
て
お

り
ま
す
。

活
動
の
成
果
「
ロ
マ
ン
と
そ
ろ
ば
ん
」

　

そ
し
て
、
何
と
い
っ
て
も
、
今
、
全
国
の
農
業
者
の
課
題

と
言
え
ば
、
後
継
者
の
問
題
で
す
。
と
こ
ろ
が
白
王
町
で
は

若
者
の
参
加
が
自
然
に
広
が
っ
て
い
ま
す
。
な
ん
と
一
〇
組

の
若
者
が
Ｕ
タ
ー
ン
し
て
く
れ
ま
し
た
。
私
の
長
男
も
そ
の

う
ち
の
一
人
で
す
。
地
元
で
育
っ
た
若
者
が
大
学
、
就
職
、

結
婚
で
都
市
部
へ
出
て
い
く
、
村
は
寂
れ
て
い
く
。
こ
ん
な

悲
し
い
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
多
く
の
若
者
が
白

王
町
に
定
住
し
て
く
れ
ま
し
た
。
こ
れ
が
、
今
日
一
番
大
き

な
声
で
自
慢
で
き
る
一
つ
で
す
。
理
由
は
何
か
と
聞
か
れ
て
も

即
答
は
で
き
ま
せ
ん
が
、
こ
れ
ら
の
自
然
発
生
的
に
活
動
が

多
様
化
し
、
好
循
環
を
生
ん
で
き
た
の
は
確
か
で
す
。

　

権
座
を
守
る
取
組
み
は
ほ
と
ん
ど
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

で
す
。
し
か
し
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
は
限
界
が
あ
り
ま
す
。

そ
れ
に
見
合
う
だ
け
の
収
益
が
あ
れ
ば
最
高
で
す
が
、
本
当

の
と
こ
ろ
酒
米
だ
け
で
は
も
う
か
り
ま
せ
ん
。
む
し
ろ
精
神

的
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
熟
成
す
る
場
所
、
そ
れ
が
権
座
で
あ
る

と
思
い
ま
す
。
私
は
、
権
座
を
ま
ち
づ
く
り
の
メ
ッ
カ
に
し

よ
う
と
考
え
て
い
ま
す
。
ま
ち
づ
く
り
の
誇
り
、
や
る
気
、

ま
た
は
、
良
い
意
味
で
の
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
を
感
じ
る
場
所
だ

と
思
っ
て
い
ま
す
。
権
座
へ
今
日
作
業
に
行
く
で
、
来
て
く

れ
る
か
っ
て
言
う
た
ら
、
五
、六
人
の
者
が
必
ず
来
て
く
れ

ま
す
。
朝
六
時
か
ら
声
か
け
て
も
来
て
く
れ
ま
す
。
や
っ
ぱ

り
権
座
、
行
こ
う
と
み
ん
な
が
そ

の
よ
う
な
気
持
ち
に
な
っ
て
く
れ

ま
す
。

　

三
重
大
学
副
学
長
の
朴
先
生
が

権
座
に
来
ら
れ
た
と
き
、「
白
王

町
が
取
り
組
ん
で
い
る
の
は
、
ロ

マ
ン
と
そ
ろ
ば
ん
や
ね
」
と
言
わ

れ
ま
し
た
。
え
え
言
葉
だ
な
と
、

私
、
気
に
入
っ
て
る
ん
で
す
。
ロ

マ
ン
だ
け
で
は
も
の
ご
と
、
社

会
、
経
済
は
成
り
立
ち
ま
せ
ん
。

そ
ろ
ば
ん
も
必
要
。
そ
の
そ
ろ
ば
ん
は
集
落
営
農
組
合
で
あ

り
、
ま
ち
づ
く
り
活
動
な
の
で
す
。
そ
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
根

源
は
権
座
の
活
動
か
ら
得
る
こ
と
で
あ
る
と
、
私
は
確
信
し

て
い
ま
す
。
現
に
、
発
足
以
来
活
動
を
続
け
ら
れ
て
い
ま
す

し
、
ま
も
な
く
一
〇
年
目
を
迎
え
ま
す
。
お
か
げ
さ
ま
で
、

営
農
組
合
も
大
き
な
赤
字
に
は
な
ら
ず
、
順
調
に
事
業
を
展

開
し
て
い
ま
す
。
就
労
し
て
く
れ
た
組
合
員
さ
ん
に
は
、
年

間
数
百
万
円
の
労
賃
を
払
っ
て
お
り
ま
す
が
、
そ
の
こ
と
自

体
、
集
落
に
と
っ
て
は
大
き
な
収
益
で
あ
り
、
今
後
も
ロ
マ

ン
と
そ
ろ
ば
ん
を
常
に
心
が
け
て
頑
張
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

権
座
の
活
動
は
、
日
本
ユ
ネ
ス
コ
協
会
連
盟
の
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
未
来
遺
産
に
も
登
録
さ
れ
ま
し
た
。
ま
さ
に
、
権
座
の

活
動
は
地
元
の
誇
り
で
も
あ
り
、
ま
ち
づ
く
り
の
大
き
な
旗

印
と
い
え
ま
す
。
今
年
の
二
月
に
は
共
同
通
信
社
主
催
の
地

域
再
生
大
賞
優
良
賞
も
受
賞
し
ま
し
た
。
や
る
気
が
あ
れ
ば

何
で
も
で
き
る
。
当
た
り
前
の
こ
と
を
当
た
り
前
に
こ
な
す

こ
と
が
重
要
で
す
。
無
理
を
せ
ず
、
背
伸
び
を
せ
ず
、
目
の

前
に
あ
る
課
題
を
一
つ
ず
つ
解
決
し
て
い
く
、
そ
う
す
れ
ば

新
し
い
発
見
、
ヒ
ン
ト
が
現
れ
、
ま
た
挑
戦
で
き
る
。
農
業

は
本
当
の
と
こ
ろ
、
し
ん
ど
く
苦
し
い
で
す
。
し
か
し
、
そ

れ
を
態
度
に
見
せ
れ
ば
誰
も
つ
い
て
き
ま
せ
ん
。
楽
し
い
農

業
を
し
よ
う
、
そ
ん
な
に
儲
か
ら
な
く
て
も
、
と
ん
と
ん
な

ら
え
え
や
ん
、
の
精
神
で
今
後
も
頑
張
っ
て
い
き
ま
す
。
ご

清
聴
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。（
拍
手
）

生
産
者
と
消
費
者
の
懸
け
橋
に
な
る

 

脇
田　

健
一

　

私
た
ち
が
お
手
伝
い
し
て
い
る
農
村
・
北き

た

船ふ
な

路じ

は
、
大
津

市
の
旧
志
賀
町
、
比
良
山
系
は
蓬
莱
山
の
ふ
も
と
に
あ
る
棚

田
の
農
村
で
す
。「
北
船
路
米
づ
く
り
研
究
会
」
と
い
う
団

体
を
ゼ
ミ
の
学
生
有
志
で
作
り
ま
し
て
、
平
成
一
〇
年
か
ら

い
ろ
い
ろ
活
動
を
続
け
て
き
ま
し
た
。

　

現
在
の
日
本
の
農
業
に
は
、
消
費
者
の
側
か
ら
見
る
と
食

の
不
安
と
い
う
問
題
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
一
方
で
、
生
産
者

の
側
に
も
た
く
さ
ん
の
問
題
が
あ
り
ま
す
。
多
く
の
集
落
で

は
後
継
者
不
足
に
悩
ん
で
い
ま
す
。「
農
業
セ
ン
サ
ス
（
国

勢
調
査
）」
か
ら
数
字
を
取
っ
て
み
た
の
で
す
が
、
同
居
の

後
継
者
の
い
る
農
家
は
ど
ん
ど
ん
減
少
し
て
い
ま
す
。
も
と

も
と
滋
賀
県
で
は
集
落
の
こ
と
を
在
所
と
言
い
ま
す
が
、
在

所
の
力
が
地
域
社
会
を
支
え
て
き
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
こ

の
ま
ま
後
継
者
不
足
が
続
く
と
二
〇
年
後
に
は
、
在
所
の
力

の
曲
が
り
角
の
時
代
が
や
っ
て
く
る
の
で
は
な
い
か
と
心
配

に
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
う
い
う
状
況
の
中
で
、
少
し
で
も
農

業
の
様
々
な
課
題
を
、
多
く
の
消
費
者
や
生
産
者
の
皆
さ
ん

た
ち
と
自
分
た
ち
の
問
題
と
し
て
共
有
し
、
消
費
者
の
方
に

も
地
域
の
食
や
農
を
共
に
支
え
る
側
に
な
っ
て
い
た
だ
く
こ

と
、
そ
し
て
顔
の
見
え
る
関
係
の
中
で
、
地
元
で
生
産
し
た

農
産
物
を
地
元
で
消
費
す
る
と
い
う
こ
と
が
、
こ
の
食
や
農

の
持
続
可
能
性
を
担
保
し
て
い
く
上
で
す
ご
く
大
事
に
な
っ

て
く
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。
大
津
市
は
農
村
と
都
市
の
距
離

が
大
変
近
い
、
言
い
換
え
れ
ば
、
消
費
者
と
生
産
者
が
近
い

と
い
う
特
徴
を
持
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
近
さ
を
も
っ
と
意
識

し
て
、「
生
産
者
と
消
費
者
の
顔
の
見
え
る
関
係
作
り
を
し

よ
う
」、「
生
産
者
と
消
費
者
の
懸
け
橋
に
な
っ
て
い
こ
う
」、

そ
の
よ
う
な
思
い
で
研
究
会
の
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。

北
船
路
野
菜
市

　

二
〇
〇
九
年
に
知
り
合
い
の
北
船
路
の
兼
業
農
家
の
方
か

ら
、「
学
生
さ
ん
た
ち
と
一
緒
に
村
づ
く
り
の
活
動
を
や
り

た
い
ん
で
す
」
と
い
う
ご
相
談
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
の
こ
と

を
契
機
に
、「
北
船
路
米
づ
く
り
研
究
会
」
を
結
成
し
ま
し

た
。
私
自
身
、
農
村
で
の
調
査
の
経
験
は
あ
り
ま
し
た
が
、

農
業
そ
の
も
の
は
や
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
研

究
会
の
活
動
は
、
琵
琶
湖
が
一
望
で
き
る
北
船
路
の
棚
田
の

一
番
て
っ
ぺ
ん
に
あ
る
田
ん
ぼ
で
、
そ
の
兼
業
農
家
の
方
の

ご
指
導
の
も
と
で
、
田
植
え
を
始
め
る
こ
と
か
ら
始
ま
り
ま

し
た
。
生
産
し
た
米
、
コ
シ
ヒ
カ
リ
は
、「
龍
大
米
」
と
し

て
販
売
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
私
た
ち
の
田
ん
ぼ
は
、
比

良
山
系
の
蓬
莱
山
が
育
ん
だ
山
水
が
最
初
に
入
る
と
こ
ろ
で

す
。
冷
た
い
山
水
が
入
る
田
ん
ぼ
の
米
は
、
小
粒
で
、
面
積

当
た
り
の
収
量
は
少
な
い
ん
で
す
が
、
す
ご
く
味
の
濃
い
美

味
し
い
米
に
な
り
ま
す
。
そ
の
こ
と
を
「
売
り
」
に
し
て
、

学
生
が
生
産
し
た
と
い
う
「
物
語
」
を
つ
け
て
、
龍
大
米
と

し
て
売
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
大
学
の
許
可
も
得
ず
に
売
っ

て
い
る
ん
で
す
（
笑
）。
何
と
、
こ
れ
キ
ロ
グ
ラ
ム
五
〇
〇

円
で
す
。
五
〇
〇
円
で
も
売
れ
る
ん
で
す
。
そ
う
い
う
ふ
う

に
ち
ゃ
ん
と
「
売
り
」
や
「
物
語
」
を
説
明
す
る
と
、
喜
ん

で
買
っ
て
く
れ
る
人
た
ち
が
お
ら
れ
る
の
で
す
。
い
ろ
ん
な

飲
食
店
で
も
使
っ
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。
大
津
市
に
魚
忠
さ

ん
と
い
う
町
家
料
亭
が
あ
る
の
で
す
が
、
そ
こ
で
は
懐
石
料

理
に
使
っ
て
も
ら
い
ま
し
た
。
普
通
ご
飯
は
、
食
事
の
締
め 「権座」が勢揃い
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ひ
と
・
健
康
・
未
来
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
2
0
1
6
長
浜

で
い
た
だ
き
ま
す
が
、
こ
ち
ら
の
懐
石
料
理
で
は
途
中
に
出

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
料
理
と
し
て
米
を
味
わ
っ
て
ほ
し

い
と
い
う
お
店
の
気
持
ち
が
表
れ
て
い
ま
す
。
そ
れ
だ
け
お

い
し
い
味
だ
と
い
う
こ
と
を
評
価
い
た
だ
い
た
の
で
す
。
龍

大
米
以
外
に
も
、
サ
ト
イ
モ
も
作
っ
て
い
ま
す
。「
龍
大
芋
」

と
呼
ん
で
い
ま
す
。

　

通
常
の
野
菜
に
つ
い
て
は
、
集
落
内
の
五
、六
軒
の
高
齢

者
の
農
家
の
方
た
ち
が
基
本
的
に
自
家
消
費
の
た
め
に
生
産

さ
れ
て
い
る
野
菜
を
出
品
し
て
い
た
だ
き
、
大
津
市
内
の
中

心
市
街
地
に
あ
る
丸
屋
町
商
店
街
の
「
大
津
百
町
館
」
で

「
北
船
路
野
菜
市
」
を
開
催
し
販
売
し
て
い
ま
す
。
商
店
街

の
方
た
ち
と
も
つ
な
が
り
が
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
少
し
相
談

を
さ
せ
て
も
ら
っ
た
と
こ
ろ
、
た
ま
た
ま
八
百
屋
が
な
い
こ

と
も
あ
り
野
菜
市
開
催
の
お

許
し
を
い
た
だ
く
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
野
菜
生
産
の
端

境
期
で
あ
る
四
月
と
九
月
を

除
き
、
月
一
回
開
催
し
て
き

ま
し
た
。
今
年
の
夏
に
は

五
〇
回
目
に
な
り
ま
す
。
本

当
に
よ
く
や
っ
て
き
た
と
思

い
ま
す
。

か
か
し
祭

　

た
だ
、
野
菜
市
だ
け
だ
と
面
白
く
な
い
、
も
っ
と
顔
の
見

え
る
関
係
を
作
ろ
う
と
い
う
こ
と
に
な
り
、
消
費
者
の
方
々

に
、
琵
琶
湖
が
一
望
で
き
る
北
船
路
の
棚
田
に
来
て
い
た
だ

こ
う
と
、「
か
か
し
祭
」
と
い
う
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
す
る
こ

と
に
し
ま
し
た
。
北
船
路
で
は
、「
環
境
こ
だ
わ
り
米
」
の

生
産
に
一
生
懸
命
取
り
組
ま
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
「
環
境
こ

だ
わ
り
米
」
が
大
津
市
内
の
あ
る
保
育
園
の
給
食
に
使
わ
れ

て
い
ま
す
。
そ
の
保
育
園
の
園
児
さ
ん
た
ち
は
、
保
育
士
の

先
生
た
ち
と
一
緒
に
、
遠
足

で
田
植
え
や
芋
掘
り
に
も
来

ら
れ
て
い
ま
し
た
。
そ
こ
で
、

そ
の
園
児
さ
ん
た
ち
に
か
か

し
を
作
っ
て
も
ら
お
う
と
い

う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

園
児
さ
ん
た
ち
に
、
お
家

か
ら
も
っ
て
き
て
も
ら
っ
た

お
父
さ
ん
の
ワ
イ
シ
ャ
ツ
と

か
Ｔ
シ
ャ
ツ
に
、
手
型
ス
タ
ン
プ
を
ぺ
た
ぺ
た
と
押
し
て
も

ら
い
ま
し
た
。
学
生
た
ち
も
、
自
分
た
ち
で
工
夫
し
て
か
か

し
を
作
り
ま
し
た
。
そ
の
か
か
し
を
、
琵
琶
湖
を
一
望
す
る

棚
田
の
一
番
て
っ
ぺ
ん
に
飾
り
ま
し
た
。
そ
し
て
、
そ
こ

に
、
保
育
園
の
園
児
さ
ん
、
保
護
者
の
方
々
、
保
育
士
の
先

生
方
、
そ
し
て
中
心
市
街
地
に
お
住
ま
い
の
消
費
者
の
皆
さ

ん
に
、
小
さ
な
バ
ス
を
チ
ャ
ー
タ
ー
し
て
棚
田
ま
で
来
て
い

た
だ
き
開
催
し
た
イ
ベ
ン
ト
が
、「
か
か
し
祭
」
で
す
。

　
「
か
か
し
祭
」
で
は
、
琵
琶
湖
の
風
景
に
感
動
し
、
棚
田

で
ゲ
ー
ム
や
ス
イ
カ
割
を
楽
し
み
ま
す
。
保
育
園
の
園
児
さ

ん
、
保
護
者
の
方
た
ち
、
保
育
士
の
先
生
方
は
、
学
生
の
ガ

イ
ド
の
も
と
で
、
園
児
さ
ん
た
ち
が
田
植
え
を
し
た
田
ん
ぼ

や
芋
ほ
り
を
す
る
畑
の
見
学
に
い
き
ま
す
。
一
般
の
消
費
者

の
方
た
ち
は
、
同
じ
く
学
生
の
ガ
イ
ド
で
、
野
菜
を
作
っ
て

い
た
だ
い
て
い
る
農
家
の
方
々
の
畑
を
見
学
に
行
き
ま
す
。

消
費
者
の
皆
さ
ん
が
、
生
産
者
の
方
と
畑
で
こ
う
や
っ
て
お

話
し
を
さ
れ
る
こ
と
で
、
少
し
で
も
顔
の
見
え
る
関
係
作
り

に
つ
な
が
れ
ば
と
の
思
い
か
ら
、
こ
の
よ
う
な
見
学
を
し
て

も
ら
っ
て
い
ま
す
。

地
酒
「
北
船
路
」
の
誕
生

　

第
一
回
目
の
「
か
か
し
祭
」
は
二
〇
一
二
年
に
開
催
し
ま

し
た
。
そ
の
と
き
に
、
丸
屋
町
商
店
街
に
あ
る
酒
蔵
、
平
井

商
店
さ
ん
、
こ
ち
ら
は
浅あ

さ

茅じ

生お

の
銘
柄
で
有
名
な
酒
蔵
な
ん

で
す
が
、
そ
の
平
井
商
店
の
奥
様
が
来
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

学
生
の
ガ
イ
ド
を
楽
し
ま
れ
な
が
ら
、「
あ
あ
、
こ
ん
な
琵

琶
湖
の
見
え
る
素
敵
な
風
景
の
田
ん
ぼ
で
育
っ
た
酒
米
を
使

い
、
う
ち
の
お
酒
が
で
き
た
ら
い
い
な
」
と
、
ふ
と
つ
ぶ
や

か
れ
た
の
で
す
。
こ
の
お
話
を
北
船
路
の
「
農
事
組
合
法
人

福
谷
の
郷
」
の
農
家
の
方
に
伝
え
た
と
こ
ろ
、「
わ
か
っ
た
、

酒
米
を
作
ろ
う
！！
」
と
い
う
こ
と
に
な
り
、
純
米
吟
醸
無
ろ

過
生
原
酒
「
北
船
路
」
と
純
米
吟
醸
酒
「
北
船
路
」
が
誕
生

す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

た
ま
た
ま
、
ゼ
ミ
に
パ
ソ
コ
ン
が
得
意
な
学
生
が
い
た
も

の
で
す
か
ら
、
ポ
ス
タ
ー
と
か
ラ
ベ
ル
と
か
、
全
部
学
生
た

ち
が
作
り
ま
し
た
。
瓶
に
張
る
ラ
ベ
ル
の
「
北
船
路
」
と
い

う
文
字
も
そ
う
で
す
。
あ
る
学
生
が
少
し
ふ
ざ
け
て
書
い
た

「
北
船
路
」
と
い
う
文
字
が
採
用
に
な
り
ま
し
た
。
そ
れ
を

ス
キ
ャ
ン
ニ
ン
グ
し
て
ラ
ベ
ル
に
使
い
ま
し
た
。
ラ
ベ
ル
の

後
ろ
の
イ
ラ
ス
ト
、
龍
が
い
ま
す
。
何
で
龍
な
の
か
と
い
え

ば
、
龍
谷
大
学
だ
か
ら
で
す
（
笑
）。
琵
琶
湖
に
昇
る
朝
日
を

龍
が
捕
ま
え
に
い
く
…
そ
の
よ
う
な
イ
メ
ー
ジ
で
し
ょ
う
か
。

一
応
、
そ
の
横
に
は
、
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
と
書
い
て
あ
り
ま
す
。

龍
谷
大
学
の
学
生
が

作
り
ま
し
た
と
。
小

さ
な
字
で
謙
虚
で

し
ょ
う
（
笑
）。
ポ

ス
タ
ー
も
作
り
ま
し

た
。
こ
の
女
性
は
今

は
社
会
人
で
す
が
、

う
ち
の
ゼ
ミ
生
で
す
。

　

い
ろ
い
ろ
営
業
販
売
、
販
売
促
進
の
活
動
も
し
ま
し
た
。

も
う
、
押
し
売
り
の
よ
う
に
学
内
の
教
職
員
の
皆
さ
ん
に
ど

ん
ど
ん
買
っ
て
も
ら
っ
て
、
お
店
に
買
っ
て
も
ら
う
よ
う
に

し
ま
し
た
。
北
船
路
の
集
落
内
で
も
チ
ラ
シ
の
ポ
ス
テ
ィ
ン

グ
を
し
て
、
地
域
の
皆
さ
ん
に
も
た
く
さ
ん
買
っ
て
い
た
だ

い
て
お
り
ま
す
。
地
元
の
方
々
、
地
元
の
名
産
品
が
で
き
た

と
い
う
こ
と
で
と
て
も
喜
ん
で
い
た
だ
け
ま
し
た
。
北
船
路

の
あ
る
地
元
の
酒
屋
さ
ん
で
も
、
売
っ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
ま
た
、
大
学
の
同
窓
会
の
パ
ー
テ
ィ
ー
で
も
使
っ
て
も

ら
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
他
の
学
内
の
パ
ー
テ
ィ
ー
で
も
、
龍

大
の
学
生
が
作
っ
た
お
酒
と
い
う
こ
と
で
使
っ
て
い
た
だ
い

て
い
ま
す
。

協
働
の
力
を
デ
ザ
イ
ン
す
る

　

私
た
ち
の
活
動
は
、
大
学
教
育
の
一
環
と
し
て
行
わ
れ
て

い
ま
す
。
学
生
に
は
、
普
段
つ
な
が
っ
て
い
な
い
人
た
ち
が

つ
な
が
る
こ
と
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
持
ち
味
が
出
て
、
そ
れ
が

社
会
的
な
力
に
な
っ
て
い
く
っ
て
い
う
こ
と
を
実
感
し
て
も

ら
い
た
い
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。
最
初
か
ら
お
酒
を
作
ろ
う

と
思
っ
て
い
た
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
た
ま
た
ま
偶
然
つ

な
が
り
の
中
で
、
創
発
的
と
い
い
ま
す
が
、
ふ
っ
と
そ
う
い

う
社
会
的
な
力
が
湧
い
て
き
た
と
き
に
、
そ
の
創
発
的
な
力

を
ど
の
よ
う
に
デ
ザ
イ
ン
す
る
の
か
。
そ
う
い
う
こ
と
が
、

と
て
も
大
事
な
の
で
は
な
い
か
と
思
う
わ
け
で
す
。「
他
所

で
お
酒
造
り
成
功
し
た
か
ら
、
う
ち
も
や
ろ
う
」
と
思
っ
て

も
、
急
に
は
成
功
し
ま
せ
ん
。
何
か
皆
の
思
い
が
、
ぐ
っ
と

結
集
す
る
と
き
に
、
そ
れ
を
う
ま
く
形
に
す
る
こ
と
が
大
切

な
の
か
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。
私
た
ち
の
活
動
は
さ
さ
や
か

な
も
の
で
し
か
あ
り
ま
せ
ん
が
、
こ
れ
か
ら
も
頑
張
っ
て
取

り
組
み
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
応
援
し
て
く
だ
さ
い
。
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。（
拍
手
）

高
橋　

脇
田
先
生
、
大
ト
リ
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。
と
て
も
興
味
深
い
お
話
で
し
た
。
私
か
ら
は
、
こ
う

い
っ
た
酒
造
り
を
環
境
保
全
に
つ
な
げ
る
方
法
に
つ
い
て
考

え
ま
し
た
こ
と
を
、
話
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
ま
ず
、
環

境
サ
ー
ビ
ス
支
払
い
と
い
う
言
葉
に
つ
い
て
紹
介
さ
せ
て
く

だ
さ
い
。
環
境
と
い
う
の
は
、
み
ん
な
で
大
事
に
し
な
い
と

い
け
ま
せ
ん
が
、
な
か
な
か
環
境
保
全
で
お
金
は
も
う
か

り
ま
せ
ん
。
そ
れ
で
、
今
、
世
界
的
に
話
題
に
な
っ
て
い

る
の
が
、
こ
の
環
境
サ
ー
ビ
ス
支
払
い
で
す
。
英
語
で
は
、

P
aym

ents for E
nvironm

ental S
ervices

、
Ｐ
Ｅ
Ｓ
と

い
い
ま
す
。
有
名
な
の
が
、
い
き
な
り
滋
賀
県
か
ら
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
、
ア
メ
リ
カ
大
陸
に
飛
び
ま
す
け
れ
ど
、
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
市
の
水
源
林
そ
し
て
水
源
地
を
守
る
た
め
に
、
下
流

か
ら
上
流
に
お
金
を
払
っ
た
と
い
う
事
例
で
す
。
こ
の
よ
う

な
取
り
組
み
が
、
今
、
世
界
中
で
進
め
ら
れ
よ
う
と
し
て
い

ま
す
。
Ｐ
Ｅ
Ｓ
を
は
じ
め
と
す
る
い
ろ
い
ろ
な
環
境
保
全
の

や
り
方
を
整
理
し
た
図
が
あ
り
ま
す
（
図
表
１
）。
上
下
の

軸
は
、
上
の
ほ
う
に
い
く
ほ
ど
お
金
が
か
か
わ
っ
て
、
経
済

的
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
が
強
い
。
左
右
の
軸
は
、
右
の
ほ
う
が

直
接
的
に
環
境
を
守
ろ
う
、
左
の
ほ
う
は
、
例
え
ば
、
村
ご

と
と
か
、
街
ご
と
と
か
、
国
ご
と
と
い
っ

た
社
会
全
体
を
ま
る
ご
と
守
ろ
う
、
発
展

さ
せ
よ
う
と
い
う
や
り
方
で
す
。
そ
れ

で
、
右
上
の
ほ
う
に
あ
る
の
が
環
境
サ
ー

ビ
ス
支
払
い
、
Ｐ
Ｅ
Ｓ
で
す
。
実
は
そ
の

す
ぐ
近
く
に
自
然
環
境
に
配
慮
し
た
商
品

を
販
売
す
る
、
例
え
ば
お
酒
と
か
、
農
産

物
を
販
売
す
る
と
い
う
方
法
が
あ
り
ま

す
。
だ
か
ら
、
環
境
に
配
慮
し
て
酒
造
り

を
す
る
と
か
農
産
物
を
販
売
す
る
と
い
う

の
は
、
経
済
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
が
強
く

て
、
し
か
も
自
然
環
境
保
全
と
ま
ち
づ
く

り
を
双
方
追
求
す
る
と
い
う
面
で
、
独
特

の
意
義
が
あ
り
ま
す
。
し
か
も
、
お
酒
と

い
う
の
は
社
会
的
つ
な
が
り
を
作
り
ま

す
。
逆
に
、
左
下
の
ほ
う
、
経
済
的
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
が
な

く
て
も
や
る
と
か
、
街
と
か
村
を
丸
ご
と
守
ろ
う
と
い
う
や

り
方
に
近
い
面
も
あ
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
酒
造
り
に
は
幅

広
い
可
能
性
が
あ
り
面
白
い
と
思
い
ま
す
。

　

次
は
地
元
・
滋
賀
の
話
に
戻
り
ま
す
が
、
こ
の
表
（
図
表

２
）
は
、
数
年
前
に
西
の
湖
周
辺
の
集
落
で
意
識
調
査
を

さ
せ
て
い
た
だ
い
た
結
果
で
す
。
西
の
湖
の
将
来
ビ
ジ
ョ

ン
、
将
来
ど
の
よ
う
な
西
の
湖
を
望
む
の
か
と
い
う
こ
と
を

た
ず
ね
ま
し
た
。
上
位
に
く
る
の
が
、
魚
の
ゆ
り
か
ご
と
し

て
の
西
の
湖
、
そ
の
次
が
、
地
域
の
公
園
と
し
て
の
西
の
湖

で
す
。
そ
れ
で
人
気
が
な
い
の
は
何
か
と
い
う
と
観
光
地
で

す
。
観
光
地
と
い
う
の
は
や
っ
ぱ
り
嫌
だ
、
外
か
ら
人
が

入
っ
て
く
る
の
は
嫌
だ
と
い
う
傾
向
が
強
い
よ
う
で
し
た
。

そ
れ
で
、
先
ほ
ど
の
東
さ
ん
の
ご
報
告
を
お
聞
き
し
て
で
す

が
、
こ
れ
か
ら
の
外
の
人
と
の
関
係
は
ど
う
い
う
ふ
う
に
考

え
て
お
ら
れ
る
の
か
、
将
来
的
に
は
ど
う
さ
れ
よ
う
と
思
わ

れ
て
い
る
の
か
気
に
な
り
ま
し
た
。

自然環境配慮
商品販売

環境サービス支払い
（ＰＥＳ）

環境
補助金

土地
買収

直接規制

環境配慮型の
農林業

社会的つながり
（伝統的しきたり等）

計画的
発展

小 直接性 大 直接的保全統合的保全

経済インセンティブが
重要

経済インセンティブ
無し

経済インセン
ティブの使用

図表 1　 環境サービス支払い（PES）と他の手法との比較
［Wunder (2005) を一部改変］
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魚のゆりかご

としての西の湖

地域の公園
としての西の湖

伝統的な農水産業が
営まれる西の湖

環境学習の場（フィー
ルド）としての西の湖

訪問型観光地
としての西の湖

滞在型観光地
としての西の湖

非常に望ましい 望ましい 望ましくない 避けてほしい 分からない ＮＡ

西
の
湖
の
将
来
ビ
ジ
ョ
ン

図表２　西の湖の住民意識調査（2011）結果
高橋卓也，若井郁次郎，竹下賢「自然再生に対する地域住民の意
識構造に関する研究―滋賀県近江八幡市西の湖を対象として―」

『水資源・環境研究』Vol.25, No.2, pp. 57-65. 2012.

北船路野菜市

あ、ぼくのかかし、あった！
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ひ
と
・
健
康
・
未
来
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
2
0
1
6
長
浜

　

私
は
、
こ
こ
長
浜
に
住
ん
で
い
ま
す
。
都
会
に
行
く
と
な

ぜ
か
呼
吸
し
づ
ら
い
。
こ
の
息
苦
し
さ
は
ど
こ
か
ら
く
る
ん

だ
ろ
う
。
考
え
て
み
ま
し
た
。
す
る
と
、
土
が
見
え
な
い
こ

と
に
気
づ
き
ま
し
た
。
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
で
地
面
が
蓋
を
さ
れ

て
い
て
、
そ
れ
で
息
苦
し
か
っ
た
ん
で
す
ね
。
土
の
あ
り
が

た
み
を
感
じ
ま
し
た
。

　
『
バ
カ
の
壁
』
の
著
書
で
も
有
名
な
養
老
孟
司
さ
ん
は
、
ゾ

ウ
ム
シ
が
大
好
き
で
本
を
書
い
て
お
ら
れ
ま
す
。
そ
の
な
か

で
、
虫
や
生
き
物
の
生
態
を
決
め
て
い
る
の
は
土
だ
と
お
っ

し
ゃ
っ
て
い
ま
す
。
な
ん
で
土
な
の
か
。
そ
れ
は
、
土
の
性

質
に
よ
っ
て
、
植
生
が
決
ま
る
、
虫
が
食
べ
る
植
物
が
決
ま

る
。
な
の
で
、
虫
を
見
る
と
き
は
土
ま
で
見
る
必
要
が
あ
る

ん
で
す
ね
。
ひ
と
も
虫
も
土
が
重
要
な
ん
で
す
。

　

農
業
を
さ
れ
て
い
る
方
が
会
場
に
は
た
く
さ
ん
お
ら
れ
る

と
思
い
ま
す
。
米
も
野
菜
も
土
が
す
べ
て
だ
と
お
っ
し
ゃ
る

と
思
い
ま
す
。
結
局
、
人
間
は
土
を
食
べ
て
い
る
よ
う
な
の

で
す
。
土
に
含
ま
れ
る
栄
養
は
水
が
運
ん
で
く
れ
ま
す
。
土

と
水
が
ベ
ー
ス
に
な
っ
て
、
虫
も
植
物
も
ひ
と
も
生
き
て
い

る
。
そ
し
て
、
最
後
に
土
に
還
っ
て
い
き
ま
す
。
こ
う
し
た

循
環
が
う
ま
く
ま
わ
っ
て
い
る
と
全
体
が
非
常
に
よ
い
状
態

に
な
り
ま
す
。
循
環
が
と
て
も
重
要
で
す
ね
。
生
き
物
の
世

界
だ
け
で
な
く
、
い
ろ
ん
な
人
の
つ
な
が
り
や
、
モ
ノ
や

サ
ー
ビ
ス
な
ん
か
も
、
う
ま
く
ま
わ
っ
て
い
る
こ
と
が
非
常

に
大
事
な
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　

こ
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
も
、
ひ
と
や
モ
ノ
の
循
環
、
と
く

に
食
を
通
し
て
の
循
環
を
強
く
感
じ
ま
し
た
。
発
表
し
て
い

た
だ
い
た
み
な
さ
ん
、
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

発
表
者
の
男
性
の
方
は
パ
ワ
ー
に
溢
れ
、
女
性
の
み
な
さ
ん

は
繊
細
で
し
な
や
か
な
感
じ
が
し
て
、
ご
発
表
の
様
子
も
楽

し
そ
う
で
し
た
。
ご
紹
介
い
た
だ
い
た
取
り
組
み
も
、
大
き

な
も
の
か
ら
自
分
一
人
で
で
き
る
も
の
ま
で
様
々
で
し
た
。

初
め
は
小
さ
な
規
模
で
も
、
想
い
を
共
有
す
る
仲
間
が
い
れ

ば
、
一
人
じ
ゃ
な
い
、
つ
な
げ
て
い
こ
う
と
い
う
勇
気
が
生

ま
れ
ま
す
。
ひ
と
の
つ
な
が
り
は
サ
ー
ク
ル
に
な
り
、
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
な
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
男
性
の
パ
ワ
ー
と
女

性
の
繊
細
さ
や
し
な
や
か
さ
が
結
び
つ
く
と
、
複
雑
な
課
題

に
も
柔
軟
に
対
応
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
ね
。

　

本
日
、
会
場
に
お
越
し
の
方
の
多
く
が
、
実
は
い
ろ
い
ろ

と
自
分
で
さ
れ
て
る
の
で
は
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
を
機
会
に
、

ご
発
表
い
た
だ
い
た
方
々
に
ご
連
絡
い
た
だ
い
て
何
か
一
緒

に
始
め
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。「
い
い
お
話
聞
い
た
な
」

だ
け
で
は
終
わ
ら
ず
、
こ
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
ス
タ
ー
ト
に

し
て
、
何
か
ち
ょ
っ
と
始
め
て
み
る
、
そ
ん
な
ふ
う
に
な
れ

ば
い
い
な
と
思
い
ま
す
。

　

最
後
に
、
私
は
二
〇
年
ほ
ど
地
元
を
離
れ
て
い
ま
し
た

が
、
里
帰
り
し
た
時
に
す
れ
違
う
と
必
ず
「
融
男
く
ん
、
い

つ
帰
っ
て
く
る
ん
や
」
と
声
を
か
け
て
く
れ
る
近
所
の
お
じ

さ
ん
が
い
ま
し
た
。
そ
の
度
に
、
曖
昧
な
返
事
で
お
茶
を
濁

し
て
お
り
ま
し
た
。
し
か
し
結
局
、
伊
吹
山
の
見
え
る
、
琵

琶
湖
が
見
え
る
こ
の
土
地
に
戻
っ
て
き
ま
し
た
。
お
じ
さ
ん

の
ま
じ
な
い
が
効
い
た
ん
で
し
ょ
う
ね
。
私
が
戻
っ
て
き
た

と
き
に
は
、
も
う
お
じ
さ
ん
は
天
国
に
召
さ
れ
た
後
で
し

た
。
残
念
で
し
た
が
、
た
だ
、
そ
の
お
じ
さ
ん
の
お
か
げ
で
、

や
っ
ぱ
り
帰
っ
て
き
た
と
い
う
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
す
。
自
分

が
求
め
ら
れ
て
い
る
、
必
要
と
さ
れ
て
い
る
と
分
か
れ
ば
、

若
い
人
は
ど
ん
ど
ん
帰
っ
て
く

る
と
思
い
ま
す
。
そ
う
い
う
声

か
け
を
、
ど
ん
ど
ん
し
て
い
き

た
い
な
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

今
日
は
本
当
に
長
時
間
、
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

（
拍
手
）

　

日
本
全
国
で
酒
蔵
を
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
的
に
支
え
る
活
動
、

自
分
た
ち
が
好
む
、
独
特
の
日
本
酒
を
作
る
こ
と
に
よ
っ
て

日
本
酒
、
酒
蔵
を
支
え
て
行
こ
う
と
い
う
動
き
―
「
酒
蔵
ト

ラ
ス
ト
運
動
」
が
あ
り
ま
す
。
脇
田
さ
ん
の
ご
報
告
と
関
連

す
る
か
と
思
い
ま
す
が
、
全
国
の
事
例
か
ら
見
え
て
く
る
課

題
（
図
表
３
）
は
、
自
前
で
情
報
発
信
す
る
の
が
難
し
い
、

運
営
組
織
で
あ
る
世
話
人
会
を
長
期
的
に
維
持
す
る
の
が
難

し
い
と
い
う
こ
と
で
し
た
。
環
境
保
全
一
般
に
も
共
通
す
る

の
で
し
ょ
う
が
、
酒
造
り
に
よ
る
環
境
保
全
は
、
地
域
の
皆

さ
ん
を
中
心
に
、
い
か
に
多
く
の
方
に
関
心
を
持
っ
て
も

ら
っ
て
持
続
的
に
取
り
組
む
の
か
が
ポ
イ
ン
ト
で
は
と
感
じ

て
お
り
ま
す
。

各事例で確認された事業効果

能登復興市民
トラスト（石川県）

成政トラスト吟醸
の会（富山県）

なんがい村自然
種の会（秋田県）

杉の雫吟醸
の会（鳥取県）

環境保全活動世話人会活動費用酒蔵の復興目的事業効果

予約販売による
資金確保

メディアによる
宣伝

農家との関係
構築

試験的製品
開発

○

小売店との
関係構築

トラスト事業同士の
技術交流

地域貢献活動に
よるイメージアップ

消費者との交流

各事例で確認された課題
①自前の情報発信の不足
②運営組織（世話人会）の長期的な維持

○ ○ ○

○

○

○

○

○

地域おこし

○

○

○

○

○

○

○ ○

○

○ ○

世話人会

酒蔵 トラスト会員

基金

拠出金
日
本
酒

酒蔵トラストの基本構造

基金を設置し、予約販売方式を
とる酒造り

• 運営主体
• 地域住民のボランティア

酒蔵トラストの設立目的

•

販
売
先
を
事
前
に
確
定

•

口
コ
ミ
、
メ
デ
ィ
ア
に
よ
る

   

Ｐ
Ｒ
効
果

•

地
域
と
の
つ
な
が
り

•

地
元
の
酒
蔵
を
守
り
た
い

•

限
定
日
本
酒
が
欲
し
い

•

酒
蔵
と
関
わ
り
を
持
ち
た
い

図表３　酒蔵トラストの目的と課題
河野将之（2015）酒蔵経営改善手法としての酒蔵トラスト事業に関する研究 

（滋賀県立大学環境科学部環境政策・計画学科2014年度卒業論文）
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憶測・若冲の世界

第7回

　京都は江戸中期の画家である伊藤 若
じゃく

冲
ちゅう

のブームに沸き、
いまも継続中である。今春、上野の東京都美術館でも展覧
会が開催され、最長 5 時間 20 分待ちの好評を博した。し
かし、生誕 300 年を記念しての催しは、その生家を擁す
る京都に勝る場所はない。住居は、いまは観光客であ
ふれる錦市場のまん中にあり、八百屋であった。
また、若冲の作品は洛中の処々にあり、鑑賞
できる場所は名勝地と重なっていて、行楽
を兼ねることができる。
　若冲の作品は、鮮烈で豊穣である。鮮
烈というのは、色鮮やかでこころに焼き
つけられるからであり、豊穣というのは、
多様な動植物のハーモニーが画面に溢れ
ているからである。相国寺に寄進された『動
植綵絵』の 30 幅の絵画は、動物と植物の生
き物の百科図鑑である。色に注目すれば、「老松
白鳳図」の白と「南天雄鶏図」の赤は文字通り出色であり、
多様調和でいえば、「池辺群虫図」や「群魚図」における個
性的な個体の総合は見事である。生き物群像は野菜にまで
及び、このセットには属していないが、「果蔬涅槃図」はまっ
たくユニークで人気もある。
　この絵画シリーズは、明治 22 年に天皇に献納され皇室
御物になった。相国寺はそれに対する下賜金で、廃仏毀釈
の荒波をしのいだという。この寺は宮内庁の管理のもとに
あるその絵画群を、120 年後の 2007 年に展示公開したが、
2009 年には東京国立博物館でも展覧され、いずれも大好
評であった。若冲ブームはなにも生誕 300 年で幕を開けた
のではなく、当時すでに高揚期にあり、90 年代後半以降に
その再評価はすでに始まっている。
　この再評価を象徴するのは、美術史研究家の辻惟雄の著
作『奇想の系譜』が、18 年後の 1988 年に新版で発行さ
れたことである。もともと 30 歳台の著者が江戸期の美術
の傍流にスポットをあてて、6 人の奇想の画家を系譜とし
てつなげ、「江戸時代絵画史をすこしスリリングなものにし

てやろう」とした。それが 2004 年には、さらに文庫本に
なった。辻氏によれば、若冲の絵は精霊信仰（アニミズム）
に由来しているとされる。
　しかし、いまその絵をみる人々が「奇想」とみているで

あろうか。この著者によれば、傍流に置かれていた 6 人
の画家を「奇想」としてくくることによって、主

流の「前衛」に位置づけたという。たしかに奇
抜な絵で前衛であるが、最近の研究で指摘さ
れるのは、アニミズム伝統ではなく西洋画
との関連である。若冲は 1698 年のドイツ
の『史的年代記』を人から借りた可能性が
あり、「白象群獣図」に関連してその挿絵に

影響を受けたという説がある。それ以外に
も西洋画に接したことで、かの独特の色彩感

覚が生まれたこともありうる。こうした感覚は
いまの日本人には、むしろなじみである。

　さらに思うのは、若冲の生きたのが田沼時代であったこ
とである。その時代は賄賂横行の乱脈政治で悪名が高いが、
他方で田沼意次の重商主義は近代にもつながる市場社会を、
江戸にもたらしたといわれる。市場主義は、人々の欲求の
解放を土台にしないと成り立たないし、発展することもな
い。そして、この解放が画家の感受性を研ぎ澄ませ、奇想
といわれるイメージを作品に仕上げたのではないか。私に
はこうした憶測が浮かぶのだが、真相は闇の中である。
　闇を濃くする話が、もうひとつある。若冲という号は『老
子』からとられたもので、その意味は「満ち溢れたものは空っ
ぽだ」とされる。また、同じく『老子』に「人技巧多くし
て奇物ますます起
こる」という一文
がある。ここに「奇」
が出現することを
ど う 考 え る の か、
読者の皆様もお考
えいただきたい。

理　事　竹
たけ

下
した

　賢
けん

1946 年京都市生まれ。1972 年京都大学法学部卒業、同大学法学研究科入学。1977

年関西大学法学部専任講師、1980 年同大学法学部助教授を経て、1987 年同大学法学

部教授。他に日本法哲学会理事長、関西大学副学長を歴任。現在は長岡京市教育委員

（2005 年～）、温泉学会会長（2007 年～）。専門分野は法哲学、環境法思想。

プロフィール

（錦市場）

商店街のシャッターアート
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外
来
で
出
会
う
子
ど
も
た
ち
は
輝
い
て
い
る

─
─
長
い
間
、
摂
食
障
害
の
子
ど
も
た
ち
の
臨
床
に
携
わ
っ
て
こ
ら
れ
て
、
先

生
自
身
が
感
じ
て
い
る
、
今
の
時
代
や
社
会
に
つ
い
て
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
伺
え

た
ら
と
思
い
ま
す
。

生
野 

私
自
身
は
も
と
も
と
小
児
科
の
医
者
で
し
た
が
、
今
は
心
療
内

科
医
と
し
て
全
年
代
を
診
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
そ
れ
で
も

私
と
し
て
は
、
若
い
人
や
子
ど
も
た
ち
が
気
に
な
っ
て
仕
方
が
な
い
ん

で
す
。
外
来
で
出
会
う
若
者
た
ち
は
、
心
身
の
障
害
や
社
会
不
適
応
を

抱
え
て
、
非
常
に
厳
し
く
し
ん
ど
い
状
況
に
置
か
れ
て
い
ま
す
。
そ
う

し
た
若
者
た
ち
は
、
毎
日
、
苦
し
い
状
況
と
闘
っ
て
何
と
か
生
き
よ
う

と
、
も
が
い
て
い
る
。
懸
命
に
踏
ん
張
っ
て
生
き
て
い
る
人
た
ち
な
ん

で
す
。
苦
し
さ
ゆ
え
の
懸
命
さ
が
光
を
放
っ
て
、
あ
る
種
、
輝
い
て
い

る
。
も
ち
ろ
ん
、
本
人
は
自
分
は
ま
っ
た
く
ダ
メ
だ
と
落
ち
込
ん
で
い

る
の
で
す
が
、
治
療
で
は
ス
ト
レ
ス
対
処
を
進
め
る
か
た
わ
ら
、
根
気

よ
く
そ
の
輝
き
み
た
い
な
も
の
に
つ
い
て
も
伝
え
て
い
き
ま
す
。
や
が

て
本
人
が
そ
の
意
味
を
理
解
す
る
よ
う
に
な
れ
ば
、
自
分
の
存
在
を
受

け
入
れ
、
心
の
回
復
に
向
か
っ
て
い
き
ま
す
。
単
に
自
信
が
つ
く
と
い

う
だ
け
で
な
く
、
本
質
的
な
人
間
理
解
に
一
歩
を
踏
み
出
す
の
で
す

ね
。

　

今
の
社
会
全
体
を
見
渡
し
た
と
き
に
は
、
何
か
哲
学
性
が
失
わ
れ
て

い
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。
私
た
ち
の
若
い
こ
ろ
は
、
哲
学
と
は
、
こ
の

世
に
無
い
と
ダ
メ
な
も
の
だ
と
思
っ
て
生
き
て
き
た
の
で
、
哲
学
書
を

読
破
す
る
た
め
に
多
く
の
時
間
を
割
い
た
も
の
で
し
た
。
一
言
で
言
え

ば
そ
う
い
う
年
代
で
す
よ
ね
。
と
こ
ろ
が
、
現
代
の
若
者
に
と
っ
て

は
、
哲
学
と
い
う
言
葉
自
体
が
死
語
に
な
っ
て
い
る
よ
う
な
時
代
で
す

ね
。
た
だ
し
、
外
来
へ
来
て
い
る
若
者
た
ち
は
、
厳
し
い
現
実
に
よ
っ

て
生
の
哲
学
を
体
験
せ
ざ
る
を
得
な
い
状
況
に
あ
る
。
し
ん
ど
い
か

ら
、
仕
方
な
く
、
考
え
ざ
る
を
得
な
い
。
そ
こ
か
ら
人
生
哲
学
を
編
み

出
す
し
か
な
い
の
で
す
が
、
そ
れ
な
り
に
編
み
あ
が
っ
て
く
る
の
が
、

す
ご
い
の
で
す
。
苦
境
に
お
け
る
ヒ
ト
の
対
処
能
力
は
信
頼
に
値
す
る

と
い
う
こ
と
な
の
で
し
ょ
う
。
で
す
か
ら
、
す
ご
い
な
、
す
ご
い
な
っ

て
思
う
日
々
で
す
。
だ
か
ら
、
今
の
世
代
に
幻
滅
を
感
じ
た
こ
と
は
あ

り
ま
せ
ん
。
い
ざ
と
な
っ
た
ら
、
き
っ
と
い
け
る
な
と
思
っ
て
い
ま

す
。

病
気
と
戦
っ
て
生
き
て
い
る
と
い
う
迫
力

─
─
先
生
の
ス
タ
ン
ス
は
基
本
的
に
、
き
ち
ん
と
子
ど
も
た
ち
と
向
き
合
う
。

そ
の
葛
藤
を
、
か
な
り
肯
定
的
に
理
解
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
思
え
ま
す
。
そ
れ

が
一
つ
の
キ
ー
ワ
ー
ド
に
な
っ
て
い
ま
す
ね
。

生
野 

う
つ
で
あ
ろ
う
と
、
悩
ん
で
い
る
人
に
は
、
ラ
ク
な
状
態
で
は

見
ら
れ
な
い
「
迫
力
」
が
あ
る
と
私
は
思
っ
て
い
ま
す
。
沈
ん
で
い
よ

う
が
、
気
落
ち
し
て
い
よ
う
が
、
何
と
か
し
て
病
気
や
環
境
に
抗
っ
て

生
き
て
い
る
と
い
う
迫
力
な
ん
で
す
。
こ
ち
ら
も
、
そ
う
い
う
迫
力
に

引
き
込
ま
れ
て
し
ま
い
ま
す
。
で
す
か
ら
、
受
診
者
と
向
き
合
う
と

か
、
対
峙
し
て
い
る
と
い
う
感
じ
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
い
ま
彼
ら
や
彼

女
た
ち
が
抱
え
る
大
き
く
渦
巻
い
て
い
る
状
況
、
そ
れ
を
目
前
に
す
れ

ば
、
そ
の
渦
が
ど
れ
ほ
ど
激
し
か
ろ
う
と
、
治
療
者
も
入
り
込
ま
ざ
る

を
得
な
い
、
と
い
う
よ
り
、
入
っ
て
い
く
、
そ
う
い
う
感
じ
な
ん
で

す
。
も
ち
ろ
ん
、
そ
こ
で
自
分
が
混
乱
し
て
し
ま
っ
た
ら
何
の
意
味
も

な
い
ん
で
す
け
れ
ど
も
。
や
は
り
治
療
経
験
の
成
果
だ
と
思
う
の
で
す

が
、
巻
き
込
ま
れ
る
自
分
と
、
そ
れ
を
客
観
的
に
判
断
す
る
自
分
が
い

て
、
診
察
室
の
状
況
を
モ
ニ
タ
ー
す
る
目
を
灯
し
て
お
く
こ
と
が
で
き

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
第
三
の
目
が
、
少
し
離
れ
た
と
こ
ろ
か
ら
総

合
的
に
見
て
い
る
感
じ
で
す
ね
。

ス
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シ
ャ
ル
イ
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〈ひと〉  生
いく

野
の

 照
てる

子
こ

なにわ生野病院　心療内科部長

人
間
ら
し
さ
を
生
き
る
子
ど
も
た
ち
に
、 

チ
ー
ム
医
療
で
挑
戦

　

心
療
内
科
の
医
師
と
し
て
わ
が
国
の

摂
食
障
害
の
治
療
を
牽
引
さ
れ
て
き
た
、

な
に
わ
生
野
病
院
心
療
内
科
部
長
の 

生
野
照
子
先
生
。
ス
ト
レ
ス
疾
患
治
療

研
究
所
長
、
大
阪
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
総

合
セ
ン
タ
ー
長
、
日
本
摂
食
障
害
協
会

理
事
長
を
務
め
る
な
ど
、
ご
多
忙
の
な

か
、
こ
れ
ま
で
の
人
生
を
振
り
返
り
な

が
ら
、
ス
ト
レ
ス
だ
ら
け
の
現
代
社
会

を
生
き
て
い
く
た
め
の
心
構
え
な
ど
、次

世
代
に
向
け
た
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
戴
い
た
。
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チ
ー
ム
医
療
の
は
じ
ま
り

─
─
患
者
さ
ん
の
訴
え
と
か
悩
み
は
、
時
代
と
と
も
に
変
化
し
て
い
る

の
で
し
ょ
う
か
。

生
野 

そ
う
で
す
ね
。
患
者
さ
ん
す
べ
て
に
社
会
的
要
因
は
関
与

し
ま
す
が
、
現
代
で
は
そ
の
程
度
が
加
速
度
的
に
大
き
く
な
っ
て

い
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。
以
前
か
ら
、
患
者
さ
ん
の
個
人
的
問
題

だ
け
を
重
視
し
て
い
い
の
か
、
あ
る
い
は
、
育
て
方
が
悪
い
、
考

え
方
が
悪
い
、
な
ど
は
も
っ
と
多
因
子
的
に
判
断
す
べ
き
で
は
な

い
の
か
と
、
ず
っ
と
感
じ
て
き
た
と
こ
ろ
で
す
。
発
症
者
だ
け
を

治
療
す
べ
き
な
の
か
、
い
や
、
も
っ
と
違
う
も
の
を
本
当
は
治
療

し
な
い
と
い
け
な
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
い
う
思
い
も
あ
り
ま
し

た
。
む
し
ろ
育
っ
て
き
た
社
会
の
中
に
こ
そ
本
当
の
病
根
が
あ
る

だ
ろ
う
に
、
そ
れ
を
見
て
見
ぬ
ふ
り
し
て
い
い
の
か
と
い
う
思
い

が
あ
っ
た
ん
で
す
。
い
ろ
い
ろ
な
人
に
意
見
を
聞
い
て
み
ま
し
た

が
、
い
や
、
医
者
は
そ
う
い
う
も
の
を
見
る
べ
き
じ
ゃ
な
い
。
目

の
前
の
病
気
を
治
す
の
が
仕
事
な
ん
だ
か
ら
、
余
計
な
も
の
は
見

な
さ
ん
な
と
言
わ
れ
た
り
し
ま
し
た
。
そ
れ
は
一
理
あ
る
と
は
思

い
ま
し
た
が
、
納
得
は
で
き
な
か
っ
た
。
そ
れ
で
、
他
分
野
の
こ

と
も
勉
強
し
た
ん
で
す
が
、
や
っ
ぱ
り
見
て
見
ぬ
ふ
り
は
よ
う
せ

ん
わ
（
笑
）
と
思
い
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
も
う
自
分
の
タ
チ
や
か

ら
し
ょ
う
が
な
い
わ
（
笑
）、
こ
う
な
っ
た
ら
、
診
ら
れ
る
も
の

は
す
べ
て
診
て
、
取
り
組
め
る
も
の
は
す
べ
て
取
り
組
ん
で
い
こ

う
。
そ
う
い
う
ス
タ
ン
ス
の
医
者
が
い
て
も
い
い
じ
ゃ
な
い
か
、

そ
う
い
う
思
い
が
あ
っ
た
ん
で
す
。

　

と
こ
ろ
が
、
今
の
社
会
の
仕
組
み
や
風
潮
な
ど
を
含
め
て
診
よ

う
と
す
る
と
、
あ
ま
り
に
も
多
く
の
要
因
が
絡
み
合
っ
て
、
正
体

が
つ
か
め
な
い
。
ど
こ
か
ら
取
り
組
ん
で
い
い
の
か
。
こ
っ
ち
に

取
り
組
む
と
、
あ
っ
ち
が
も
つ
れ
て
く
る
。
あ
っ
ち
に
取
り
組
む

と
、
こ
っ
ち
が
も
つ
れ
て
く
る
と
い
う
感
じ
で
、
こ
れ
で
は
本
当

に
患
者
さ
ん
た
ち
が
、
動
き
が
取
れ
な
く
な
る
の
は
当
た
り
前
だ

な
ぁ
と
思
い
ま
し
た
。
そ
れ
を
診
る
専
門
家
も
、
ど
こ
か
ら
ほ
ぐ

し
て
い
っ
た
ら
い
い
の
か
わ
か
ら
な
い
。
ち
な
み
に
、
私
が
大
学

病
院
で
心
身
症
外
来
を
始
め
た
こ
ろ
は
、
家
庭
の
問
題
か
ら
ほ
ぐ

せ
ば
本
人
の
症
状
も
ス
ム
ー
ズ
に
改
善
し
て
い
っ
た
り
、
原
因
と

結
果
が
割
と
シ
ン
プ
ル
に
つ
な
が
っ
て
い
て
、
治
療
の
成
果
が
分

か
り
や
す
か
っ
た
の
で
す
。
し
か
し
今
ど
き
は
、
な
か
な
か
一
筋

縄
で
は
い
か
な
い
。
そ
れ
が
チ
ー
ム
医
療
を
始
め
た
大
き
な
理
由

で
す
。
治
療
を
チ
ー
ム
で
行
う
と
、
い
ろ
い
ろ
な
視
点
か
ら
ア
プ

ロ
ー
チ
し
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
。
多
職
種
が
ス
ク
ラ
ム
組
ん
で

治
療
し
な
い
と
、
現
代
の
複
雑
な
問
題
は
扱
え
な
い
と
い
う
思
い

で
す
。

─
─
そ
れ
に
は
、
と
て
も
共
感
で
き
ま
す
。
私
自
身
、「
家
族
」
と
い
う

フ
ィ
ー
ル
ド
で
、
社
会
学
だ
と
か
心
理
学
、
福
祉
学
、
そ
う
い
う
個
別

科
学
に
あ
ま
り
執
着
し
て
い
る
と
、
本
当
の
姿
が
見
え
な
く
な
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
そ
う
い
う
相
互
性
と
い
い
ま
す
か
視
点
が
、
い
ろ
い
ろ

な
症
状
や
現
象
を
見
て
い
く
と
き
に
、
と
て
も
重
要
な
ん
だ
と
思
い
ま

し
た
。

生
野 

精
神
医
療
は
、
特
に
一
対
一
の
主
治
医
感
覚
と
い
う
の
が

根
強
い
業
界
で
、
チ
ー
ム
で
診
る
と
い
う
の
は
結
構
抵
抗
が
あ
っ

た
ん
で
す
。
心
の
問
題
と
い
う
の
は
、
一
対
一
で
し
か
や
れ
な
い

と
い
う
思
い
込
み
で
す
。
そ
の
こ
と
や
医
療
制
度
の
問
題
も
あ
っ

て
、
臨
床
心
理
士
な
ど
コ
メ
デ
ィ
カ
ル※
1
　

が
独
自
に
仕
事
を
す
る

こ
と
が
認
め
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
。
で
も
、
う
ち
の
心
療
内
科
で

は
、
心
理
士
だ
け
で
も
十
五
名
い
ま
す
し
、
栄
養
士
、
保
健
師
。

そ
れ
か
ら
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
も
三
名
い
ま
す
。
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
は
一
般
に
受
付
と
い
わ
れ
ま
す
が
、
心
療
内
科
の
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
は
重
要
な
チ
ー
ム
の
一
員
で
す
。
彼
女
た
ち
は
患
者
さ

ん
の
こ
と
を
待
合
か
ら
注
意
し
て
み
て
い
る
の
で
、「
○
○
さ
ん
、

今
日
は
ち
ょ
っ
と
し
ん
ど
そ
う
よ
」
と
か
、
細
か
く
情
報
を
入
れ

た
り
、
治
療
者
と
受
診
者
と
の
橋
渡
し
役
を
し
て
い
ま
す
。

命
の
懸
命
さ
を
感
じ
る

─
─
今
の
社
会
は
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
、
葛
藤
と
ち
ゃ
ん
と
向
き
合
わ

な
い
。
急
ぐ
こ
と
ば
か
り
を
社
会
が
求
め
て
い
る
よ
う
な
と
こ
ろ
が
あ

る
。
だ
か
ら
、
必
死
に
向
き
合
う
子
ど
も
た
ち
が
、
逆
に
病
ん
で
し
ま

う
イ
メ
ー
ジ
で
す
ね
。

生
野 

本
当
に
そ
う
思
い
ま
す
。
た
だ
、
長
年
こ
の
仕
事
を
や
っ

て
き
て
、
悩
め
る
人
こ
そ
本
物
の
人
生
を
生
き
て
い
る
と
思
う
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
生
き
る
真
摯
さ
に
、
ひ
と
の
深
み
を
つ
く
づ

く
と
感
じ
る
ん
で
す
。
そ
れ
で
、
う
ち
の
心
療
内
科
に
は
研
修
生

さ
ん
が
い
る
の
で
す
が
、
次
世
代
に
引
き
継
い
で
い
く
と
い
う
こ

と
も
私
の
役
目
の
ひ
と
つ
と
思
っ
て
指
導
し
て
お
り
ま
す
。

　

研
修
生
た
ち
は
、
近
畿
一
円
の
大
学
院
生
か
ら
専
門
家
を
含
め

て
四
〇
～
五
〇
名
で
す
。
そ
の
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
で
私
は
よ
く
言

う
ん
で
す
が
、
治
療
し
て
治
す
こ
と
は
当
然
で
あ
り
、
そ
の
た
め

に
勉
強
す
る
の
だ
け
れ
ど
も
、
本
当
の
治
療
と
い
う
の
は
患
者
さ

ん
と
接
し
て
感
動
す
る
こ
と
な
ん
だ
っ
て
。
目
の
前
に
座
っ
て
い

る
人
が
懸
命
に
生
き
る
こ
と
や
、
と
き
に
は
死
ぬ
こ
と
を
考
え
て

い
る
。
そ
れ
で
も
外
来
に
来
る
と
い
う
こ
と
は
、
決
し
て
あ
き
ら

め
ず
、
な
ん
と
か
し
た
い
と
力
を
ふ
り
し
ぼ
っ
て
い
る
。
こ
う
し

た
命
の
懸
命
さ
と
い
う
の
は
感
動
以
外
の
何
物
で
も
な
い
。
こ
の

人
を
ど
う
し
て
も
治
し
た
い
と
い
う
思
い
は
、
そ
の
感
動
か
ら
く

る
の
で
あ
り
、
共
鳴
す
る
自
分
の
中
か
ら
湧
き
あ
が
っ
て
く
る
、

こ
の
人
を
つ
ぶ
し
た
ら
あ
か
ん
、
み
た
い
な
思
い
。
そ
れ
が
重
要

な
ん
だ
と
。

─
─
今
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
る
感
動
と
か
、
感
じ
る
と
い
っ
た
こ
と
、
そ

こ
か
ら
自
分
の
気
持
ち
が
躍
動
す
る
と
い
う
経
験
は
、
あ
る
意
味
、

生
々
し
い
で
す
ね
。
今
の
社
会
で
は
、
あ
ま
り
そ
う
い
っ
た
感
動
す
る

場
面
っ
て
な
い
で
す
よ
ね
。
だ
か
ら
、
臨
床
の
場
で
感
動
を
味
わ
う
、

感
じ
る
と
い
う
こ
と
が
治
療
の
原
点
な
ん
だ
っ
て
、
す
ご
い
メ
ッ
セ
ー

ジ
だ
と
思
い
ま
す
。

生
野 

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
長
年
や
っ
て
き
た
と
い
う
こ

と
が
自
分
に
と
っ
て
、
と
て
も
大
き
い
と
思
い
ま
す
。
じ
つ
は
、

四
〇
歳
ご
ろ
ま
で
は
、
感
動
す
る
よ
り
も
勉
強
す
る
こ
と
で
必
死

で
し
た
（
笑
）。
多
く
の
知
識
を
吸
収
し
な
い
と
い
け
な
い
と

思
っ
て
い
ま
し
た
し
、
勉
強
を
し
な
い
と
自
分
の
義
務
、
責
任
を

果
た
す
こ
と
が
で
き
な
い
と
思
っ
て
ま
し
た
。
学
生
の
と
き
は
そ

ん
な
に
勉
強
し
な
か
っ
た
ん
で
す
。
そ
れ
で
、
医
者
に
な
る
と
、

前
に
患
者
さ
ん
が
座
る
ん
で
す
よ
ね
（
笑
）。
そ
の
現
実
に
圧
倒

さ
れ
て
、
最
初
は
ど
う
し
よ
う
か
と
、
そ
の
責
任
の
重
さ
に
押
し

つ
ぶ
さ
れ
そ
う
な
気
持
ち
で
し
た
。
命
が
か
か
っ
て
い
る
仕
事
で

す
か
ら
。
と
に
か
く
勉
強
し
て
、
そ
の
責
務
を
果
た
さ
な
い
と
い

け
な
い
と
い
う
思
い
か
ら
、
学
会
に
も
せ
っ
せ
と
行
き
ま
し
た
。

　

当
時
は
、
心
身
症
と
か
心
療
内
科
と
い
う
分
野
が
、
日
本
で

は
、
あ
ま
り
進
ん
で
い
な
か
っ
た
ん
で
す
。
大
学
で
も
講
座
が
な

か
っ
た
の
で
、
自
己
流
に
な
っ
ち
ゃ
い
け
な
い
と
思
い
、
国
内
外

の
専
門
家
の
意
見
を
聞
く
た
め
に
年
七
回
、
学
会
で
報
告
す
る
こ

と
を
ノ
ル
マ
と
決
め
ま
し
た
。
今
か
ら
思
う
と
そ
れ
が
非
常
に
よ

か
っ
た
と
思
い
ま
す
。
と
こ
ろ
が
、
五
十
歳
近
く
に
な
っ
て
ふ
と

気
が
つ
く
と
、
そ
れ
ら
の
経
験
が
熟
成
と
い
う
か
、
発
酵
し
て
、

ふ
ー
っ
と
上
が
っ
て
く
る
も
の
が
あ
る
よ
う
な
気
が
し
ま
し
た
。

勉
強
し
た
か
ら
賢
く
な
っ
た
と
い
う
感
じ
で
は
な
く
っ
て
、
き
わ

め
て
シ
ン
プ
ル
な
感
情
が
自
分
の
中
で
出
来
上
が
っ
て
い
て
、
そ

れ
を
土
台
と
し
て
患
者
さ
ん
に
お
会
い
し
て
い
る
な
っ
て
感
じ
た

頃
が
あ
る
ん
で
す
。
じ
ゃ
あ
、
そ
れ
っ
て
何
？
と
思
っ
た
ら
、
ま

さ
に
感
動
と
か
、
子
ど
も
た
ち
に
対
し
て
の
、
愛
お
し
い
、
い
じ

ら
し
い
、
そ
う
い
う
シ
ン
プ
ル
な
感
情
だ
っ
た
ん
で
す
。
も
ち
ろ

ん
勉
強
の
お
か
げ
も
あ
る
で
し
ょ
う
が
、
大
き
く
一
回
り
し
て
原

点
に
帰
結
し
た
よ
う
な
、
安
堵
感
も
あ
り
ま
し
た
ね
。
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ス
ペ
シ
ャ
ル
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

ス
ペ
シ
ャ
ル
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

神
戸
女
学
院
大
学
で
育
て
て
き
た
教
え
子
た
ち
で
す
。
で
す
か

ら
、
阿
吽
の
呼
吸
と
信
念
で
つ
な
が
っ
て
い
る
同
志
で
す
。
言
い

た
い
こ
と
も
言
い
合
え
る
。
だ
か
ら
、
や
れ
て
い
る
の
だ
と
思
い

ま
す
。
で
す
か
ら
、
こ
う
や
っ
て
く
だ
さ
い
っ
て
、
胸
を
張
っ
て

外
部
に
言
え
な
い
の
で
す
。
た
だ
、
幸
い
に
も
や
れ
る
立
場
で
す

か
ら
、
成
果
を
出
さ
な
い
と
い
け
な
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
患
者

さ
ん
に
と
っ
て
有
効
だ
と
い
う
成
果
を
出
し
て
こ
そ
、
医
療
シ
ス

テ
ム
の
改
善
を
主
張
で
き
る
の
だ
と
思
っ
て
、
皆
で
頑
張
っ
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。

人
間
は
絶
対
に
変
わ
る
こ
と
が
で
き
る

─
─
生
き
に
く
い
現
代
社
会
を
生
き
て
い
る
一
般
の
方
々
に
対
し
て
、

心
構
え
と
い
う
か
、
先
生
か
ら
ア
ド
バ
イ
ス
を
い
た
だ
け
ま
せ
ん
で

し
ょ
う
か
。

生
野 

私
自
身
は
、
割
と
楽
天
家
な
ん
で
す
。
患
者
さ
ん
か
ら
、

人
間
は
絶
対
変
わ
る
こ
と
が
で
き
る
と
学
ぶ
こ
と
が
で
き
た
か
ら

で
す
。
だ
か
ら
、
来
ら
れ
る
患
者
さ
ん
に
対
し
て
、
あ
き
ら
め
た

こ
と
は
な
い
の
で
す
。
必
ず
変
わ
る
と
い
う
信
念
は
揺
ら
ぎ
ま
せ

ん
。
時
間
は
か
か
っ
て
も
、
人
間
の
前
進
力
と
い
う
の
は
、
相
当

な
も
の
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
だ
か
ら
、
そ
れ
を
掘
り
起
こ
す

人
、
手
伝
う
人
さ
え
お
れ
ば
い
い
。
初
診
時
に
、
本
当
に
大
丈
夫

か
し
ら
と
治
療
者
が
懸
念
し
た
人
で
も
、
必
ず
「
花
が
咲
く
」。

ブ
ル
ー
ミ
ン
グ
と
言
っ
て
い
る
ん
で
す
が
、
硬
い
つ
ぼ
み
で
も
、

見
放
さ
な
け
れ
ば
必
ず
花
は
咲
く
と
、
患
者
さ
ん
か
ら
教
え
て
も

ら
っ
て
き
た
の
で
す
。

　

楽
天
的
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
そ
う
い
う
思
い
を
持
っ
て
い
け

れ
ば
、
や
っ
ぱ
り
人
生
捨
て
た
も
の
じ
ゃ
な
い
。
悩
み
苦
し
む
と

い
う
こ
と
は
、
そ
ん
な
に
悪
い
こ
と
じ
ゃ
な
い
ん
だ
と
言
い
た
い

の
で
す
。
悩
む
と
い
う
こ
と
が
ブ
ル
ー
ミ
ン
グ
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
に

な
っ
て
い
る
ケ
ー
ス
を
、
山
ほ
ど
見
て
い
ま
す
。
苦
し
む
と
い
う

こ
と
も
、
そ
ん
な
に
悪
い
こ
と
じ
ゃ
な
い
と
思
っ
て
い
た
だ
き
た

い
で
す
。

人
間
ら
し
さ
は
苦
し
み
と
カ
ッ
プ
ル
に 

な
っ
て
い
る

生
野 

先
ほ
ど
申
し
上
げ
た
哲
学
性
の
欠
落
と
い
い
ま
す
か
、
小

さ
い
と
き
か
ら
、
考
え
な
く
て
も
、
あ
る
い
は
考
え
な
い
ほ
う
が

う
ま
く
生
き
て
い
け
る
よ
う
に
道
筋
が
ひ
か
れ
て
い
て
、
子
ど
も

た
ち
が
無
哲
学
に
な
る
の
は
無
理
か
ら
ぬ
こ
と
だ
と
思
い
ま
す

ね
。
最
近
の
親
ご
さ
ん
も
、
子
ど
も
を
ど
う
ラ
ク
に
暮
ら
さ
せ
て

あ
げ
よ
う
か
ば
か
り
を
考
え
て
い
ま
す
。「
獅
子
は
我
が
子
を
谷

へ
と
突
き
落
と
す
」
な
ん
て
こ
と
は
、
想
像
さ
え
で
き
な
く
な
っ

て
い
る
世
の
中
で
す
。

　

人
間
は
、
他
人
と
交
流
し
た
い
と
か
、
他
人
か
ら
愛
さ
れ
た

い
、
自
分
も
愛
し
た
い
と
い
う
よ
う
な
そ
う
し
た
基
本
的
愛
情
関

係
を
小
さ
い
頃
に
感
じ
取
る
こ
と
は
非
常
に
重
要
で
す
。
た
だ
、

大
き
く
な
る
に
つ
れ
て
、
愛
情
関
係
も
そ
う
は
う
ま
く
捗
ら
な
い

こ
と
を
知
っ
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
愛
す
る
お
母
さ
ん
だ
っ

て
、
い
つ
ま
で
も
そ
ば
に
居
て
く
れ
る
わ
け
で
は
な
い
と
知
っ
て

い
く
こ
と
、
つ
ま
り
葛
藤
と
セ
ッ
ト
に
な
っ
て
人
間
の
自
立
や
幅

広
さ
が
育
ち
ま
す
。
恋
愛
だ
っ
て
、
最
初
は
失
恋
（
笑
）、
と
い

う
よ
う
な
仕
組
み
に
な
っ
て
い
る
も
の
で
す
。
苦
し
さ
や
葛
藤
と

い
う
の
は
、
ほ
ど
ほ
ど
に
大
切
な
の
に
、
そ
こ
を
見
極
め
ら
れ
な

い
人
が
増
え
て
い
る
の
か
と
思
う
の
で
す
。
心
の
バ
ラ
ン
ス
で
大

事
な
こ
と
は
、
じ
つ
は
、
ス
ト
レ
ス
を
皆
無
に
す
る
の
で
は
な

く
、
ど
の
程
度
保
持
で
き
る
か
と
い
う
こ
と
で
す
。
そ
の
あ
た
り

を
、
苦
労
を
し
て
こ
ら
れ
た
世
代
の
お
じ
い
ち
ゃ
ん
や
お
ば
あ

ち
ゃ
ん
た
ち
が
、
し
っ
か
り
と
次
世
代
に
伝
え
て
い
っ
て
欲
し
い

で
す
ね
。

　

チ
ー
ム
医
療
を
学
ん
だ
の
は
、
ロ
ン
ド
ン
で
一
年
間
、
摂
食
障

害
医
療
を
経
験
し
た
時
で
し
た
。
欧
米
で
は
チ
ー
ム
医
療
が
普
通

の
こ
と
で
す
。
私
が
行
っ
た
病
院
で
も
、
一
人
の
患
者
さ
ん
に
七

人
く
ら
い
の
担
当
者
が
付
い
て
見
事
な
治
療
成
果
を
挙
げ
て
い
ま

し
た
。
と
こ
ろ
が
、
そ
の
チ
ー
ム
た
る
や
、
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

に
次
ぐ
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で
、
息
つ
く
暇
も
な
い
ほ
ど
厳
し
い

チ
ー
ム
だ
っ
た
の
で
す
。
そ
の
中
の
一
人
が
言
う
こ
と
に
は
、

「
チ
ー
ム
は
、
メ
ン
バ
ー
の
意
見
が
違
う
か
ら
こ
そ
価
値
が
あ
る
。

同
じ
意
見
ば
か
り
で
は
、
患
者
さ
ん
に
と
っ
て
チ
ー
ム
を
組
む
意

味
が
な
い
。
だ
か
ら
激
し
い
討
論
を
重
ね
て
合
意
す
る
こ
と
が
大

切
な
ん
だ
」
と
。
仲
良
し
チ
ー
ム
が
良
い
と
考
え
て
い
た
私
に

と
っ
て
は
、
目
か
ら
ウ
ロ
コ
の
経
験
で
し
た
。
日
本
で
も
、
こ
の

よ
う
な
ハ
ー
ド
な
チ
ー
ム
を
作
り
た
い
と
決
意
し
て
帰
国
し
た
の

で
す
が
、
こ
れ
ば
か
り
は
非
常
に
難
し
い
で
す
ね
。
お
国
柄
で
も

あ
る
の
で
し
ょ
う
が
、
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
と
い
う
こ
と
の
真
の
意
味

が
な
か
な
か
伝
わ
ら
な
い
の
で
す
。
こ
れ
か
ら
も
チ
ャ
レ
ン
ジ
し

た
い
と
思
い
ま
す
が
。

た
く
さ
ん
の
視
点
で
支
え
る

─
─
そ
う
い
う
と
こ
ろ
か
ら
チ
ー
ム
医
療
が
始
ま
っ
た
ん
で
す
ね
。
そ

う
い
っ
た
体
制
を
整
え
る
の
も
大
変
で
し
ょ
う
ね
。

生
野 

大
変
で
す
が
、
ひ
と
り
で
は
患
者
さ
ん
の
サ
ポ
ー
ト
が
難

し
い
場
合
も
、
複
数
の
視
点
で
支
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
れ

が
、
外
来
の
大
き
な
自
信
に
な
っ
て
い
ま
す
。
摂
食
障
害
を
治
療

し
て
い
ま
す
と
、
生
き
る
か
死
ぬ
か
の
外
来
な
ん
で
す
。
命
の
束

を
ぐ
っ
と
両
手
で
握
っ
て
い
る
よ
う
な
気
持
ち
に
な
り
ま
す
。
で

も
、
ち
ょ
っ
と
力
を
緩
め
る
と
、
す
る
っ
と
離
れ
て
し
ま
い
そ
う

に
な
る
。
や
っ
ぱ
り
、
危
な
い
ん
で
す
よ
ね
。
そ
う
い
う
外
来
で

す
の
で
、
複
数
で
支
え
な
い
と
、
そ
の
人
に
と
っ
て
支
え
ら
れ
て

い
る
感
と
い
う
も
の
が
、
弱
す
ぎ
る
ん
で
す
よ
。
い
く
ら
一
人
が

頑
張
っ
て
も
ね
。
こ
の
医
者
か
ら
、
こ
の
心
理
士
か
ら
、
こ
の
栄

養
士
か
ら
、
私
は
み
ん
な
に
支
え
ら
れ
て
い
る
ん
だ
と
感
じ
る
こ

と
で
、
自
己
否
定
か
ら
抜
け
出
し
、
わ
が
身
を
受
け
入
れ
て
い
く

こ
と
が
で
き
る
。
私
は
存
在
し
て
も
い
い
ん
だ
と
い
う
実
感
を
持

て
る
。
数
年
の
準
備
期
間
を
経
て
、
い
ま
は
そ
う
い
う
外
来
に

な
っ
て
い
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
シ
ス
テ
ム
を
お
勧
め
し
て
広
げ
た
い
の
で
す
が
、

残
念
な
こ
と
に
制
度
が
つ
い
て
こ
な
い
。
こ
れ
を
実
施
す
れ
ば
、

絶
対
赤
字
で
す
か
ら
。
う
ち
は
、
採
算
抜
き
で
（
笑
）、
や
ら
せ

て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
と
、
今
の
ス
タ
ッ
フ
の
ほ
と
ん
ど
が

チーム医療のスタッフ
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ス
ペ
シ
ャ
ル
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

ス
ペ
シ
ャ
ル
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

─
─
最
後
に
、
大
阪
府
教
育
委
員
長
と
い
う
お
仕
事
を
さ
れ
て
い

ま
し
た
。
そ
の
時
の
お
話
を
お
聞
き
し
た
い
で
す
。

生
野 

あ
の
お
仕
事
は
、『
人
生
三
大
し
ん
ど
い
』
の
一
つ

で
し
た
ね
（
笑
）。
そ
れ
は
、
心
療
内
科
の
仕
事
の
中
で

ず
っ
と
教
育
行
政
が
、
い
か
に
大
事
か
、
子
ど
も
た
ち
に
、

ど
れ
だ
け
大
き
な
影
響
を
与
え
る
か
を
痛
感
し
て
き
た
の

で
、
お
引
き
受
け
し
た
の
で
す
。
と
こ
ろ
が
、
自
分
の
命
を

賭
け
て
も
と
思
う
ぐ
ら
い
の
重
要
課
題
が
次
々
と
出
て
き

て
、
外
来
は
半
分
ま
で
減
ら
し
ま
し
た
が
、
日
替
わ
り
で
違

う
人
と
会
う
と
い
う
生
活
で
し
た
。
倒
れ
る
ま
で
や
り
き
ろ

う
と
い
う
気
持
ち
で
し
た
が
、
政
治
的
背
景
が
無
い
自
分
の

非
力
さ
を
痛
感
し
ま
し
た
。
同
時
に
、
外
来
と
は
全
く
違
う

状
況
へ
の
非
力
さ
も
感
じ
ま
し
た
。
外
来
で
は
メ
タ
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン※
2
　

で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
思
い
が
言
葉
以
上
に
伝

わ
る
こ
と
が
、
と
て
も
多
い
ん
で
す
。
で
す
か
ら
、
自
分
の

気
持
ち
が
隠
せ
な
い
。
全
身
か
ら
匂
っ
て
し
ま
う
と
い
う

か
。
相
手
の
匂
い
も
全
身
で
嗅
ぎ
と
る
と
い
う
、
そ
う
い
う

場
な
ん
で
す
。
と
こ
ろ
が
、
行
政
的
な
場
で
は
、
言
葉
が
す

べ
て
で
、
そ
う
い
う
人
間
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
は

ち
ょ
っ
と
置
い
て
、
議
事
録
に
な
い
わ
よ
、
み
た
い
な

（
笑
）。
そ
う
い
う
世
界
で
し
た
。
数
え
き
れ
な
い
ほ
ど
い
ろ

い
ろ
経
験
し
ま
し
た
が
、
で
も
、
そ
の
仕
事
が
終
わ
っ
て
外

来
へ
戻
っ
た
と
き
に
、
私
が
次
世
代
に
伝
え
た
い
の
は
、

や
っ
ぱ
り
こ
れ
な
ん
だ
と
つ
く
づ
く
思
い
ま
し
た
。

─
─
貴
重
な
時
間
を
い
た
だ
き
、
と
て
も
興
味
深
い
お
話
を
伺
う

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
本
当
に
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

生
野 

こ
ち
ら
こ
そ
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
終
え
て

　

あ
べ
の
ハ
ル
カ
ス
や
通
天
閣
を
一
望
で
き
る
な
に
わ
生
野

病
院
の
八
階
の
会
議
室
。
一
時
間
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
は
、

あ
っ
と
い
う
間
に
終
了
し
た
。
外
来
で
出
会
う
子
ど
も
た
ち

は
輝
い
て
い
る
と
い
う
表
現
は
、
そ
の
文
脈
を
知
ら
な
い
も

の
に
は
理
解
し
が
た
い
こ
と
か
も
し
れ
な
い
。
生
野
先
生

は
、
彼
ら
が
格
闘
す
る
姿
に
感
動
し
、
本
物
の
人
生
を
生
き

て
い
る
迫
力
と
表
現
さ
れ
る
。
こ
れ
に
応
え
る
形
で
医
師
と

し
て
関
わ
る
。
今
回
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
は
、
子
ど
も
た
ち
の

生
き
様
に
共
感
し
な
が
ら
、
格
闘
す
る
生
野
先
生
の
生
き
様

に
共
感
す
る
と
こ
ろ
が
多
か
っ
た
。
悩
ま
せ
て
あ
げ
る
こ
と

を
保
障
す
る
、
チ
ー
ム
医
療
等
、
理
想
の
医
療
を
展
開
さ
れ

て
い
る
よ
う
に
思
え
た
。

 

（
聴
き
手
：
畠
中 

宗
一
〈
関
西
福
祉
科
学
大
学 

教
授
〉）

※
1　

コ
メ
デ
ィ
カ
ル

　

 　

医
師
の
指
示
の
も
と
で
業
務
を
お
こ
な
う
医
療
従
事
者
、
コ
メ

デ
ィ
カ
ル
ス
タ
ッ
フ
、
医
療
ス
タ
ッ
フ
と
も
い
う
。

※
2　

メ
タ
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

　

 　

言
語
を
超
え
た
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
と
い
う
意
味
。
言
葉
に
表

れ
な
い
感
情
、
表
情
、
行
動
を
メ
デ
ィ
ア
と
し
た
情
報
の
や
り
と
り
。

大阪市立大学医学部 1969 年卒業。神戸女学院大学教授（現在は名誉教授）と
して臨床心理士の育成などに携わる、2007～2012 年 3 月まで大阪府教育委
員長。現在は社会医療法人なにわ生野病院心療内科部長、ストレス疾患治療研
究所長、大阪メンタルヘルス総合センター長、日本摂食障害協会理事長を務める。
日常診療に加えて、患者や家族の自助を重視する立場から自助グループ活動を
進め、摂食障害の当事者の会を我が国で先駆けて立ち上げた。また、地域支援
を展開し、学校や家族のもとに直接出向いて医療や相談活動を行っている。
心療内科学会（理事）。日本青年期精神療法学会（理事）、日本心身医学会（評
議員）。日本精神保健・予防学会（評議員）、日本うつ病学会（評議員）。日本摂
食障害学会（功労会員）など。

P R O F I L E

生 野  照 子   いくの  てるこ

なにわ生野病院　心療内科部長

悩
む
時
間
を
保
障
す
る
社
会
に

─
─
自
己
を
最
優
先
に
す
る
こ
と
が
善
で
あ
る
と
極
端
に
解
釈
し

て
い
る
人
々
が
、
子
育
て
と
い
う
親
が
あ
る
程
度
自
己
犠
牲
的
な

側
面
を
含
む
正
反
対
の
行
為
の
中
で
葛
藤
し
て
い
る
の
が
現
状
で

す
。
そ
ん
な
中
で
、
折
り
合
わ
せ
て
い
く
と
い
う
力
が
な
け
れ
ば
、

虐
待
に
つ
な
が
っ
て
い
く
可
能
性
が
高
い
で
す
よ
ね
。
そ
う
い
っ

た
こ
と
に
丁
寧
に
、
じ
っ
く
り
考
え
ら
れ
る
だ
け
の
、
メ
ッ
セ
ー

ジ
が
出
さ
れ
て
な
い
よ
う
に
思
い
ま
す
ね
。

生
野 

子
育
て
と
か
、
介
護
、
病
老
死
、
と
い
う
よ
う
な

テ
ー
マ
は
、
ま
さ
に
し
ん
ど
さ
と
セ
ッ
ト
に
な
っ
た
問
題
だ

と
思
い
ま
す
。
だ
か
ら
、
耐
久
力
が
必
要
で
す
よ
ね
。
そ
こ

で
、
子
ど
も
た
ち
に
対
し
て
、
も
っ
と
悩
む
時
間
を
与
え
て

あ
げ
て
欲
し
い
。
い
ま
の
世
の
中
、
す
ぐ
答
え
を
出
す
よ
う

急
が
さ
れ
ま
す
よ
ね
。
悩
ん
で
い
た
ら
、
落
ち
こ
ぼ
れ
る
か

も
し
れ
な
い
し
、
悩
み
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
く
れ
る
人
も
減
っ

て
き
て
い
ま
す
。
そ
れ
で
も
、
悩
ん
で
、
自
分
で
悩
み
を
解

決
す
る
体
験
が
必
要
だ
と
思
う
の
で
す
。
悩
ま
せ
て
あ
げ
る

こ
と
を
許
し
、
そ
の
時
間
を
保
障
す
る
。
そ
う
い
う
社
会
の

余
力
と
い
い
ま
す
か
、
そ
れ
が
、
や
っ
ぱ
り
必
要
だ
な
っ
て
。

後
に
な
っ
た
ら
、
そ
れ
が
と
っ
て
も
貴
重
な
財
産
に
な
っ
て

い
く
わ
け
で
す
。
悩
ん
だ
時
間
が
。
た
だ
、
そ
う
い
う
長
期

の
目
線
で
見
る
時
代
じ
ゃ
な
く
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
そ
の

難
し
さ
は
あ
り
ま
す
ね
。
外
来
に
来
る
人
た
ち
は
、
今
、
ま

さ
に
悩
ん
で
い
る
人
た
ち
で
す
か
ら
、「
大
丈
夫
、
お
つ
き

合
い
し
ま
す
よ
。
一
緒
に
時
間
を
分
け
合
っ
て
い
き
ま
す

よ
。
ど
う
ぞ
、
ゆ
っ
く
り
考
え
ま
し
ょ
う
」
と
い
う
、
メ
ッ

セ
ー
ジ
が
出
せ
る
場
で
あ
り
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

本
当
の
人
間
ら
し
さ
を

─
─
ひ
と
、
健
康
、
未
来
、
そ
う
い
っ
た
キ
ー
ワ
ー
ド
を
使
っ
て
、

次
の
世
代
に
対
し
て
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
い
た
だ
け
ま
す
で
し
ょ
う
か
。

生
野 

未
来
、
ひ
と
は
こ
の
調
子
で
い
く
と
、
サ
イ
ボ
ー
グ

化
し
て
い
く
か
、
ロ
ボ
ッ
ト
主
導
時
代
の
到
来
が
、
避
け
ら

れ
な
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
感
じ
て
い
ま
す
。
人
間
ら
し
さ
と

い
う
も
の
を
地
球
規
模
で
考
え
な
い
と
い
け
な
い
、
失
っ
て

も
構
わ
な
い
も
の
は
何
か
、
大
事
に
守
ら
ね
ば
い
け
な
い
も

の
は
何
か
と
い
う
こ
と
を
、
人
類
は
最
終
段
階
と
し
て
考
え

始
め
な
い
と
間
に
合
わ
な
い
よ
う
な
気
が
し
て
い
ま
す
。

─
─
い
や
、
同
感
で
す
。
情
報
技
術
（
Ｉ
Ｔ
）
の
発
展
や
、
パ
ソ

コ
ン
の
環
境
が
身
近
に
な
る
と
何
か
自
分
が
機
械
の
一
部
に
な
っ

て
い
る
よ
う
に
、
そ
う
い
う
錯
覚
に
と
ら
わ
れ
る
こ
と
が
よ
く
あ

り
ま
す
。

生
野 

本
当
で
す
ね
。
私
た
ち
の
世
代
は
電
話
番
号
を
覚
え

て
い
た
世
代
で
す
か
ら
。
今
、
電
話
番
号
を
覚
え
て
い
る
人

な
ん
て
ほ
と
ん
ど
い
ま
せ
ん
。
脳
の
一
部
が
、
機
械
に
外
在

化
さ
れ
て
い
ま
す
よ
ね
。
そ
の
う
ち
、
機
械
が
体
内
へ
入
っ

て
き
ま
す
よ
、
も
う
す
ぐ
（
笑
）。
そ
う
し
た
と
き
に
、
本

当
の
人
間
ら
し
さ
は
何
な
の
か
が
問
わ
れ
ま
す
。
私
の
外
来

は
、
ま
さ
に
そ
の
人
間
ら
し
さ
を
扱
う
場
で
、
悩
む
こ
と
が

い
か
に
大
事
か
と
い
う
こ
と
を
伝
え
て
い
ま
す
。
先
に
も
申

し
ま
し
た
よ
う
に
、「
外
来
は
感
動
な
ん
だ
」
と
い
う
言
葉

を
使
っ
て
、「
私
た
ち
治
療
者
は
、
治
療
で
苦
し
み
を
無
く

す
と
い
う
仕
事
を
や
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
よ
。
そ
れ
は
、

結
果
と
し
て
出
て
く
る
こ
と
で
、
我
々
は
そ
の
人
た
ち
の
懸

命
な
姿
に
感
動
し
て
、
そ
れ
に
共
鳴
さ
せ
て
も
ら
っ
て
、
い

か
に
一
緒
に
進
む
道
筋
を
見
つ
け
て
い
く
か
と
い
う
仕
事
。

前
へ
前
へ
と
進
む
中
で
、
心
を
切
り
開
い
て
い
く
分
野
な
ん

だ
」
と
い
う
こ
と
を
、
話
し
て
い
ま
す
。
迷
い
悩
み
な
が
ら

進
む
こ
と
は
、
イ
コ
ー
ル
、
人
間
が
失
っ
て
は
な
ら
な
い
根

源
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。

病院の屋上庭園は憩いのスペース
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心
療
内
科
医
と
し
て
臨
床
に
力
を
注
ぐ
一
方
、
研
究
に
も
熱
心
に
取
り
組
み
、
臨
床
か
ら
の
様
々
な
発
想
を
研
究
で
実
証

し
、
そ
れ
を
臨
床
に
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
す
る
と
い
う
臨
床
と
研
究
を
ハ
ー
モ
ナ
イ
ズ
す
る
こ
と
に
よ
り
、
多
く
の
成
果
を
社
会

に
発
信
し
て
お
ら
れ
ま
す
。
マ
イ
ン
ド
フ
ル
ネ
ス
と
は
何
か
、
瞑
想
は
脳
や
身
心
に
ど
の
よ
う
な
変
化
を
も
た
ら
す
の
か
、
近

年
、
世
界
中
で
蓄
積
さ
れ
て
い
る
デ
ー
タ
を
中
心
に
お
話
し
い
た
だ
き
ま
す
。

マ
イ
ン
ド
フ
ル
ネ
ス
と
は

　

マ
イ
ン
ド
フ
ル
ネ
ス
瞑
想
は
、
二
六
〇
〇
年
前
か
ら
仏
陀

が
始
め
た
瞑
想
で
非
常
に
歴
史
が
あ
り
ま
す
が
、
こ
こ
一
〇

～
二
〇
年
世
界
中
で
も
の
す
ご
い
勢
い
で
研
究
が
進
み
ま
し

た
。
意
識
の
研
究
を
し
て
い
た
研
究
者
が
こ
ぞ
っ
て
今
、
マ

イ
ン
ド
フ
ル
ネ
ス
の
研
究
を
し
て
い
る
の
が
特
徴
で
す
。
そ

れ
で
こ
う
い
っ
た
非
薬
物
的
な
介
入
、
非
薬
物
療
法
が
脳
に

こ
こ
ま
で
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
が
、
わ
か
っ
て
き
た
と
こ
ろ

が
面
白
い
の
で
、
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

ま
ず
マ
イ
ン
ド
フ
ル
ネ
ス
と
い
う
の
は
何
か
。

　

今
の
瞬
間
の
「
現
実
」
に
常
に
気
づ
き
を
向
け
、
そ
の
現

実
を
あ
る
が
ま
ま
に
知
覚
し
、
そ
れ
に
対
す
る
思
考
や
感
情

に
は
囚
わ
れ
な
い
で
い
る
心
の
持
ち
方
、
存
在
の
有
様
を
い

い
ま
す
。

　
「
現
実
」
に
は
、
自
分
の
思
考
、
感
情
、
身
体
感
覚
、
記

憶
な
ど
の
私
的
出
来
事
も
含
ま
れ
る
が
、
公
的
・
私
的
出
来

事
を
問
わ
な
い
対
象
と
「
観
察
す
る
自
分
」
と
の
間
に
、
さ

ら
に
解
釈
や
評
価
を
す
る
思
考
・
イ
メ
ー
ジ
・
感
情
な
ど
が

入
り
込
ん
で
き
て
、
そ
れ
ら
を
現
実
や
自
分
と
取
り
違
え
る

こ
と
で
、
あ
る
が
ま
ま
に
知
覚
で
き
な
く
な
り
、「
妄
想
」

の
世
界
が
広
が
っ
て
し
ま
う
。

　

そ
こ
で
、
マ
イ
ン
ド
フ
ル
ネ
ス
を
実
現
す
る
こ
と
で
、
現

実
や
自
分
の
実
像
が
捉
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
こ
と
を
目
指

す
。

　

マ
イ
ン
ド
フ
ル
ネ
ス
っ
て
聞
き
ま
す
と
、
何
か
ス
ト
レ
ス

が
な
い
状
態
、
非
常
に
ゆ
っ
た
り
と
し
た
状
態
、
そ
う
い
っ

た
も
の
を
思
い
浮
か
べ
る
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
る
か
と
思
い
ま

す
が
、
そ
の
ス
ト
レ
ス
の
対
極
に
あ
る
の
は
リ
ラ
ク
セ
ー

シ
ョ
ン
状
態
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
不
安
、
緊
張
が
下

が
っ
て
ス
ト
レ
ス
か
ら
回
復
す
る
力
が
高
ま
っ
た
よ
う
な
状

態
で
す
が
、
マ
イ
ン
ド
フ
ル
ネ
ス
と
い
う
の
は
こ
の
軸
に
あ

る
の
で
は
な
く
て
、
対
極
に
あ
る
の
は
心
こ
こ
に
あ
ら
ず
の

状
態
。
こ
れ
は
マ
イ
ン
ド
レ
ス
な
状
態
と
か
マ
イ
ン
ド
ワ
ン

ダ
リ
ン
グ
と
呼
ば
れ
、
そ
の
対
極
で
す
の
で
目
が
覚
め
た
状

態
、
は
っ
と
気
づ
い
た
状
態
、
を
思
い
浮
か
べ
て
い
た
だ
く

と
い
い
と
思
い
ま
す
。（
図
１
）

　

も
う
少
し
別
の
言
葉
で
言
う
と
、
目
を
覚
ま
し
て
、
瞬
間

瞬
間
の
自
分
に
戻
っ
た
状
態
の
こ
と
。
こ
れ
は
、
誰
で
も
経

験
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、
目
の
前
の
こ
と
に
集
中
し
て
い
る

つ
も
り
で
も
す
ぐ
逸
れ
て
、
心
こ
こ
に
あ
ら
ず
に
な
っ
て

し
ま
う
。
例
え
ば
誰

か
に
相
談
を
し
て
い

て
、
真
剣
な
話
な
の

で
ち
ゃ
ん
と
聞
い
て

ほ
し
い
け
れ
ど
も
、

し
ば
ら
く
話
し
て
い

る
と
何
か
ち
ょ
っ
と

上
の
空
に
な
っ
て
、

考
え
ご
と
し
て
い

る
。
そ
う
い
う
状
態

に
な
っ
た
ら
困
る
わ

け
で
す
ね
。
こ
ち
ら

は
真
剣
に
相
談
が
あ

る
わ
け
で
す
か
ら
、
そ
れ
で
、「
お
い
」
と
言
う
と
、
は
っ
、

「
い
や
い
や
悪
い
悪
い
、
ち
ゃ
ん
と
聞
い
て
い
る
か
ら
」っ
て
、

聞
い
て
な
い
ん
で
す
け
ど
ね
。
こ
の
、
は
っ
と
戻
っ
て
き
た

と
き
の
心
の
状
態
を
マ
イ
ン
ド
フ
ル
ネ
ス
と
い
い
ま
す
。

　

マ
イ
ン
ド
フ
ル
ネ
ス
に
は
二
つ
の
意
味
が
あ
っ
て
、
一
つ

は
、
そ
う
や
っ
て
は
っ
と
気
づ
い
て
今
こ
こ
に
戻
る
と
い
う

こ
と
、
そ
れ
は
練
習
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
も
う
一
つ

は
、
繰
り
返
し
練
習
し
て
い
く
と
、
常
に
こ
こ
に
い
ら
れ
る

よ
う
に
な
っ
て
く
る
。
あ
る
い
は
少
し
逸
れ
て
も
す
ぐ
戻
っ

て
こ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
く
る
。
そ
う
い
っ
た
長
期
的
な

心
の
特
徴
み
た
い
な
も
の
が
得
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
ま

す
。
そ
の
場
合
の
性
格
特
性
み
た
い
な
、
そ
の
人
の
パ
ー
ソ

ナ
リ
テ
ィ
を
表
す
よ
う
な
言
葉
と
し
て
も
使
わ
れ
ま
す
。

外
と
中
の
自
分
に
向
き
合
う

　

対
極
に
あ
る
の
は
、
い
ろ
い
ろ
考
え
て
解
釈
を
し
て
、
自

分
な
り
の
現
実
を
作
り
出
す
心
の
使
い
方
で
す
。
こ
こ
で
の

現
実
と
は
、
自
分
の
思
考
、
感
情
、
身
体
感
覚
、
記
憶
な
ど

の
私
的
出
来
事
も
含
め
る
の
が
特
徴
で
す
。
普
通
、
現
実
と

い
う
と
自
分
の
外
側
に
広
が
っ
て
い
る
と
考
え
ま
す
が
、
実

は
自
分
の
体
の
中
に
も
、
心
の
中
に
も
現
実
が
あ
り
ま
す
。

つ
ま
り
自
分
で
ど
う
す
る
こ
と
も
で
き
な
い
も
の
で
す
。
自

然
に
心
や
体
は
動
い
て
い
ま
す
し
、
そ
う
い
っ
た
自
分
の
中

に
あ
る
現
実
の
こ
と
を
私
的
出
来
事
と
い
い
ま
す
。
自
分
だ

け
が
観
察
で
き
る
の
で
私
的
で
す
が
、
私
的
出
来
事
も
現
実

と
し
て
捉
え
観
察
す
る
こ
と
が
で
き
る
わ
け
で
す
ね
。
今
、

お
な
か
が
グ
ー
ッ
と
言
っ
て
い
る
と
か
、
何
か
ち
ょ
っ
と
い

ら
い
ら
し
た
感
じ
が
起
こ
っ
て
い
る
と
か
、
そ
の
よ
う
に
自

分
の
思
考
、
感
情
、
身
体
感
覚
、
記
憶
、
そ
う
い
っ
た
も
の

が
自
分
の
中
で
動
い
た
と
き
に
わ
れ
わ
れ
は
そ
れ
を
観
察
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
当
然
自
分
の
外
に
あ
る
現
実
も
観
察

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
だ
か
ら
観
察
す
る
と
い
う
自
分
を

非
常
に
重
視
し
て
、
観
察
す
る
自
分
と
観
察
さ
れ
る
対
象
側

の
現
実
が
ち
ゃ
ん
と
対
峙
し
て
い
れ
ば
正
確
に
捉
え
ら
れ
る

わ
け
で
す
。
観
察
す
る
自
分
と
現
実
と
の
間
に
さ
ら
に
解
釈

や
評
価
を
す
る
思
考
、
イ
メ
ー
ジ
、
感
情
な
ど
が
入
り
込
ん

で
き
て
し
ま
う
。
つ
ま
り
、
現
実
の
こ
と
を
ち
ゃ
ん
と
感
じ

取
ろ
う
と
し
て
い
る
が
、
観
察
す
る
自
分
と
現
実
と
の
間
に

邪
魔
者
が
入
り
込
ん
で
し
ま
う
。
で
、
邪
魔
者
が
入
り
込
ん

で
し
ま
っ
た
方
を
現
実
と
思
っ
て
し
ま
う
。
そ
う
い
う
こ
と

が
わ
れ
わ
れ
の
日
常
生
活
で
常
に
起
こ
る
わ
け
で
す
。
だ
か

ら
、
誰
か
と
話
を
し
て
い
る
と
き
も
、
そ
の
人
に
き
ち
ん
と

向
き
合
っ
て
話
し
て
い
る
ん
じ
ゃ
な
く
て
、
こ
の
人
は
自
分

の
こ
と
ど
う
思
っ
て
る
か
な
あ
と
か
、
何
か
他
の
こ
と
が
気

に
な
っ
て
い
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
か
、
い
ろ
い
ろ
考
え
な
が

ら
、
相
手
の
イ
メ
ー
ジ
と
話
し
て
い
る
と
い
う
よ
う
な
こ
と

が
起
こ
る
。
そ
う
す
る
と
あ
る
が
ま
ま
の
現
実
が
知
覚
で
き

な
く
な
っ
て
、
ま
さ
に
妄
想
と
言
わ
れ
て
も
い
い
世
界
が
広

が
っ
て
し
ま
う
。
特
に
う
つ
病
で
あ
る
と
か
不
安
障
害
で
あ

る
と
か
、
そ
う
い
っ
た
精
神
疾
患
は
、
そ
の
よ
う
な
こ
と
が

非
常
に
頻
繁
に
起
こ
っ
て
い
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
最
初
に
申
し
上
げ
た
、
こ
う
い
う
マ
イ
ン
ド
フ

ル
ネ
ス
を
実
現
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
現
実
や
自
分
の
実
像

が
捉
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
く
わ
け
で

す
。
自
分
に
対
し
て
も
、
話
し
て
い
る
相
手
の
こ
と
を
イ

メ
ー
ジ
で
捉
え
て
し
ま
う
の
と
同
じ
よ
う
に
、
自
分
と
い
う

の
は
、
こ
う
い
う
こ
と
が
得
意
で
、
こ
う
い
う
こ
と
が
嫌
い

で
、
こ
う
い
う
人
と
い
つ
も
つ
き
合
っ
て
い
て
、
み
た
い

に
、
勝
手
に
自
分
で
自
分
の
イ
メ
ー
ジ
を
作
り
上
げ
る
。
そ

れ
が
自
分
だ
と
思
い
込
ん
で
い
る
。
で
も
、
そ
れ
も
観
察
し

て
い
る
自
分
と
観
察
さ
れ
て
い
る
自
分
が
ぼ
や
け
て
し
ま
っ

て
、
自
分
と
い
う
も
の
が
よ
く
わ
か
ら
な
く
な
っ
て
い
る
、

そ
う
い
う
状
態
な
ん
だ
と
考
え
る
わ
け
で
す
。

気
を
配
る
こ
と
が
マ
イ
ン
ド
フ
ル
ネ
ス

　

ち
ょ
う
ど
六
月
に
『
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ス
ペ
シ
ャ
ル
』
の
、
キ
ラ
ー

ス
ト
レ
ス
と
い
う
特
集
で
、
マ
イ
ン
ド
フ
ル
ネ
ス
を
取
り
上

げ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
マ
イ
ン
ド
フ
ル
ネ
ス
は
、
こ
れ
ま

で
Ｎ
Ｈ
Ｋ
で
も
何
度
も
取
り
上
げ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、

な
か
な
か
う
ま
く
伝
わ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。（
図
２
）

　

マ
イ
ン
ド
フ
ル
ネ
ス
で
集
中
力
が
高
ま
る
と
紹
介
さ
れ
る

こ
と
が
非
常
に
多
い
で
す
ね
。
瞑
想
法
だ
か
ら
集
中
力
を
高

め
る
ん
で
し
ょ
、
そ
れ
で
生
産
性
が
上
が
る
ん
だ
よ
ね
、
だ

か
ら
企
業
も
今
、
マ
イ
ン
ド
フ
ル
ネ
ス
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
よ
、
そ
う
い
う
印
象
を
持
た
れ
る
こ
と
が
非
常
に
多
い
で

す
。
あ
と
は
先
ほ
ど
の
、
も
っ
と
リ
ラ
ッ
ク
ス
す
る
方
法
で

し
ょ
と
い
う
よ
う
な
誤
解
で
す
。
マ
イ
ン
ド
フ
ル
ネ
ス
を

や
る
と
リ
ラ
ッ
ク
ス
し
て
ス
ト
レ
ス
が
減
ら
せ
る
ん
だ
よ

ね
、
そ
う
言
わ
れ
る
こ
と
が
多
い
で
す
が
、
三
月
に
朝
日
新

聞
で
取
り
上
げ
て
い
た
だ
い
た
よ
う
に
、
本
質
は
そ
の
先
で

す
（
図
３
）。
マ
イ
ン
ド
フ
ル
ネ
ス
と
い
う
の
は
注
意
の
コ

ン
ト
ロ
ー
ル
で
す
。
集
中
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
集
中
を
し
た

あ
と
、
そ
の
集
中
し
て
い
る
注
意
を
分
割
し
て
い
く
ん
で
す

マ
イ
ン
ド
フ
ル
ネ
ス
瞑
想
の

メ
カ
ニ
ズ
ム
に
脳
科
学
は

ど
こ
ま
で
迫
っ
た
か
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が
、
気
を
配
る
と
い
う
の
が
マ
イ
ン
ド
フ
ル
ネ
ス
の
特
徴
で

す
。
マ
イ
ン
ド
フ
ル
ネ
ス
と
い
う
の
は
、
マ
イ
ン
ド
が
フ
ル

で
ネ
ス
で
は
な
く
て
、
マ
イ
ン
ド
フ
ル
（m

indful

）
と
い

う
英
語
で
す
。
マ
イ
ン
ド
フ
ル
と
い
う
の
は
、
気
を
配
る
と

い
う
意
味
、
気
を
配
る
こ
と
が
マ
イ
ン
ド
フ
ル
ネ
ス
で
す
。

　

実
は
日
本
文
化
の
中
に
は
、
マ
イ
ン
ド
フ
ル
ネ
ス
は
隅
々

ま
で
行
き
渡
っ
て
い
ま
す
。
特
に
、
京
都
や
奈
良
で
は
そ
う

で
す
。
そ
れ
を
、
ほ
と
ん
ど
の
日
本
人
が
忘
れ
て
し
ま
っ
て

い
る
と
い
う
の
が
大
き
な
大
き
な
問
題
だ
ろ
う
と
思
い
ま

す
。
但
し
、
説
明
す
る
と
、
そ
ん
な
こ
と
は
も
う
十
分
わ

か
っ
て
い
た
よ
と
言
わ
れ
る
方
が
多
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
思

う
ん
で
す
ね
。
例
え
ば
、
私
自
身
は
あ
ま
り
武
道
と
か
芸
道

と
か
は
経
験
な
い
で
す
が
、
お
茶
を
点
て
て
い
る
と
き
は

隅
々
ま
で
気
を
配
っ
て
、
そ
の
空
間
に
つ
い
て
感
じ
取
っ
て

い
る
と
思
い
ま
す
。
ど
こ
に
何
が
置
か
れ
て
い
て
、
道
具
が

ど
ん
な
ふ
う
に
な
っ
て
い
て
、
あ
る
い
は
ど
ん
な
音
が
聞
こ

え
た
り
、
風
が
流
れ
た
り
、
客
人
が
い
て
、
主
人
が
い
て
、

す
べ
て
を
捉
え
な
が
ら
動
い
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
こ
う
い

う
心
の
使
い
方
が
マ
イ
ン
ド
フ
ル
ネ
ス
で
す
。
Ｎ
Ｈ
Ｋ
で
の

「
キ
ラ
ー
ス
ト
レ
ス
」
で
は
、
日
本
文
化
と
の
関
連
の
紹
介

が
ま
だ
十
分
で
は
な
か
っ
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。

サ
マ
タ
瞑
想
と
ヴ
ィ
パ
ッ
サ
ナ
ー
瞑
想

　

マ
イ
ン
ド
フ
ル
ネ
ス
は
、
武
道
や
芸
道
の
中
で
実
践
さ
れ

て
き
て
い
ま
す
。
日
本
文
化
で
は
そ
ち
ら
の
ほ
う
が
主
流
だ

と
思
い
ま
す
。
禅
寺
の
お
庭
を
見
て
い
る
よ
う
な
と
き
、
そ

う
い
う
と
き
に
も
マ
イ
ン
ド
フ
ル
な
心
の
動
き
と
い
う
の
が

生
じ
て
い
る
わ
け
で
す
。
た
だ
、
こ
の
マ
イ
ン
ド
フ
ル
ネ
ス

自
体
を
正
式
に
訓
練
し
よ
う
と
す
る
と
、
や
は
り
瞑
想
法
が

一
番
便
利
で
、
集
中
的
に
練
習
で
き
、
訓
練
法
と
し
て
は
一

般
的
だ
と
思
い
ま
す
。
そ
こ
で
マ
イ
ン
ド
フ
ル
ネ
ス
瞑
想
っ

て
こ
と
に
な
る
わ
け
で
す
。
瞑
想
に
は
大
き
く
分
け
て
二
つ

の
種
類
が
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

普
通
、
瞑
想
と
い
う
と
、
わ
れ
わ
れ
が
一
般
的
に
イ
メ
ー

ジ
す
る
の
は
さ
っ
き
の
集
中
で
す
。
例
え
ば
、
ろ
う
そ
く
を

一
本
立
て
て
、
そ
の
光
を
ず
っ
と
見
る
と
か
、
梵
字（

注
１
）

 

と
い

わ
れ
る
字
を
目
の
前
に
置
い
て
、
そ
の
字
を
ず
っ
と
見
る
と

か
で
す
ね
。
あ
る
い
は
呼
吸
の
数
を
数
え
て
、
そ
れ
に
ず
っ

と
集
中
を
す
る
と
か
、
そ
う
い
っ
た
集
中
す
る
瞑
想
の
こ
と

を
サ
マ
タ
瞑
想
と
い
い
ま
す
。
そ
れ
に
対
し
て
、
マ
イ
ン
ド

フ
ル
ネ
ス
の
中
心
に
な
る
の
は
ヴ
ィ
パ
ッ
サ
ナ
ー
瞑
想
で

す
。

　

サ
マ
タ
の
集
中
瞑
想
に
対
し
て
、
こ
の
ヴ
ィ
パ
ッ
サ
ナ
ー

瞑
想
は
、
観
察
瞑
想
と
い
い
ま
す
。
サ
マ
タ
は
集
中
、
ヴ
ィ

パ
ッ
サ
ナ
ー
は
観
察
で
す
。
サ
マ
タ
は
集
中
を
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
心
の
動
き
を
止
め
る
こ
と
が
目
的
に
な
り
ま
す
。

心
の
動
き
と
い
う
の
は
、
普
段
、
わ
れ
わ
れ
の
五
感
に
基
づ

い
て
い
る
わ
け
で
す
が
、
一
つ
の
対
象
に
集
中
を
し
て
い
く

と
、
ほ
と
ん
ど
普
段
使
っ
て
い
る
心
が
働
か
な
く
な
り
ま

す
。
そ
う
す
る
と
、
五
感
に
基
づ
い
て
働
い
て
い
る
心
の
さ

ら
に
下
の
層
に
あ
る
、
微
妙
な
心
の
働
き
が
表
に
出
て
く
る

と
言
わ
れ
て
い
て
、
こ
れ
を
禅ぜ

ん

定じ
ょ
うと

い
い
ま
す
。
こ
の
禅
定

と
い
う
の
は
、
五
感
に
関
係
な
い
心
の
働
き
で
す
か
ら
、
空

間
と
か
時
間
と
か
重
力
と
か
、
そ
う
い
う
も
の
と
関
係
な
く

働
い
て
い
る
心
の
領
域
の
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
て
、
そ

う
い
う
も
の
を
引
き
出
し
て
い
く
こ
と
を
目
的
に
し
て
い
る

の
が
サ
マ
タ
瞑
想
で
す
。
集
中
瞑
想
と
い
わ
れ
、
も
う
一
つ

の
呼
び
方
は
、
止
め
る
瞑
想
で
す
。
そ
れ
に
対
し
て
、
ヴ
ィ

パ
ッ
サ
ナ
ー
は
観
の
瞑
想
で
す
。
こ
の
二
つ
を
合
わ
せ
て
止し

観か
ん　

と
（
注
２
）

い
い
ま
す
。

マ
イ
ン
ド
フ
ル
ネ
ス
瞑
想
の
実
践
法

◦
ス
テ
ッ
プ
１

　

�

背
筋
が
す
っ
と
伸
び
て
、
そ
の
他
の
身
体
の
力
は
す
べ
て

抜
け
て
い
る
姿
勢
を
と
る
（
下
腹
に
少
し
力
が
入
る
）。

◦
ス
テ
ッ
プ
２

　

呼
吸
に
伴
う
身
体
の
動
き
に
静
か
に
注
意
を
向
け
る
。

・�

呼
吸
は
「
ゆ
っ
た
り
と
」
く
ら
い
に
し
て
、
な
る
べ
く
コ

ン
ト
ロ
ー
ル
し
な
い
。

・�

お
腹
や
胸
の
あ
た
り
の
動
き
に
注
意
を
向
け
、「
膨
ら
み

膨
ら
み
ー
」「
縮
み
縮
み
ー
」
と
、
感
覚
を
そ
の
ま
ま
感

じ
取
る
。

・�

気
づ
き
が
追
随
し
、
木
の
葉
が
風
で
そ
よ
い
で
い
る
よ
う

に
、
身
体
が
た
だ
膨
ら
ん
だ
り
縮
ん
だ
り
し
て
い
る
と

い
っ
た
感
覚
が
生
じ
る
こ
と
が
あ
る
。

・�

雑
念
、
五
感
、
感
情
な
ど
に
引
き
込
ま
れ
て
い
る
こ
と
に

気
づ
い
た
ら
、
ラ
ベ
リ
ン
グ
（
名
称
を
つ
け
る
）
を
し
て

そ
っ
と
呼
吸
の
感
覚
に
戻
る
こ
と
を
繰
り
返
す
。

◦
ス
テ
ッ
プ
３

　

�

さ
ら
に
注
意
を
パ
ノ
ラ
マ
的
に
広
げ
て
、
気
づ
き
の
対
象

に
な
る
私
的
・
公
的
出
来
事
の
全
て
を
同
時
に
捉
え
続
け

る
よ
う
に
す
る
。

実
践
法
は
以
上
の
通
り
で
す
。

　

自
分
の
お
な
か
と
か
胸
の
あ
た
り
の
、
体
の
感
覚
に
注
意

を
向
け
て
、
深
く
吸
い
た
い
と
き
は
膨
ら
み
、
膨
ら
み
、
膨

ら
み
、
膨
ら
み
ー
、
縮
み
、
縮
み
、
縮
み
、
縮
み
ー
、
浅
く

て
い
い
と
き
は
膨
ら
み
、
縮
み
、
膨
ら
み
、
膨
ら
み
、
縮

み
ー
、
と
い
う
感
じ
で
す
。
ち
ょ
っ
と
二
〇
～
三
〇
秒
、
ご

自
分
の
呼
吸
の
ペ
ー
ス
で
や
っ
て
み
て
く
だ
さ
い
。
非
常
に

短
い
時
間
な
の
で
感
じ
る
こ
と
は
難
し
い
か
も
し
れ
ま
せ

ん
が
、
私
が
最
初
に
こ
の
マ
イ
ン
ド
フ
ル
ネ
ス
と
呼
吸
を

や
っ
て
み
た
と
き
に
感
じ
た
の
は
、
こ
ん
な
に
呼
吸
を
す
る

の
っ
て
楽
な
ん
だ
と
い
う
こ
と
で
す
。
呼
吸
法
で
、
コ
ン
ト

ロ
ー
ル
し
な
い
で
観
察
す
る
だ
け
と
い
う
の
は
本
当
に
楽
で

す
。
一
瞬
一
瞬
リ
ラ
ッ
ク
ス
し
て
い
る
こ
と
に
な
り
ま
す

が
、
何
か
、
嫌
な
こ
と
が
浮
か
ん
で
き
た
り
す
る
と
、
呼
吸

が
速
く
な
っ
た
り
し
ま
す
。
そ
う
い
う
も
の
に
も
気
が
付
く

と
い
う
と
こ
ろ
が
特
徴
で
す
。
こ
れ
を
続
け
て
い
き
ま
す

と
、
何
か
雑
念
が
浮
か
ん
で
き
ま
す
。
背
中
が
痒
い
な
ー
と

か
、
な
ん
か
ぐ
ら
ぐ
ら
す
る
な
ー
と
か
、
ち
ょ
っ
と
肩
が
張

る
な
ー
と
か
、
そ
う
い
う
感
じ
が
浮
か
ん
で
き
て
注
意
が
逸

れ
ま
す
が
、
そ
う
な
る
の
が
当
然
で
す
。
そ
れ
が
起
こ
ら
な

い
と
し
た
ら
、
む
し
ろ
集
中
し
過
ぎ
。
集
中
を
す
る
と
、
何

か
自
分
の
中
か
ら
い
ろ
ん
な
も
の
が
出
て
く
る
の
が
特
徴
で

す
ね
。
そ
こ
で
は
っ
と
気
づ
く
。
こ
れ
が
マ
イ
ン
ド
フ
ル
ネ

ス
で
す
。
は
っ
と
気
づ
い
た
ら
雑
念
を
手
放
し
て
、
呼
吸
に

注
意
を
戻
す
。
例
え
ば
、
雑
念
な
ら
雑
念
と
ラ
ベ
リ
ン
グ
を

し
ま
す
。
今
、
雑
念
が
浮
か
ん
で
る
な
、「
雑
念
雑
念
」
っ

て
自
分
に
声
を
か
け
て
、「
戻
り
ま
す
」
と
自
分
に
も
う
一

言
か
け
て
呼
吸
に
注
意
を
戻
す
。
そ
の
よ
う
に
、
逸
れ
た
ら

戻
す
、
の
繰
り
返
し
で
す
が
、
こ
こ
ま
で
が
サ
マ
タ
瞑
想
で

す
。
逸
れ
た
ら
戻
す
と
い
う
こ
と
を
繰
り
返
す
と
、
深
い
リ

ラ
ク
セ
ー
シ
ョ
ン
が
得
ら
れ
る
と
い
う
研
究
を
発
表
さ
れ
た

の
が
、
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
の
ベ
ン
ソ
ン
先
生
で
す
。
先
生
は

集
中
し
て
、
逸
れ
た
ら
戻
す
、
逸
れ
た
ら
戻
す
と
い
う
こ
と

を
繰
り
返
す
の
が
一
番
深
い
リ
ラ
ク
セ
ー
シ
ョ
ン
を
引
き
起

こ
す
。
そ
れ
を
リ
ラ
ク
セ
ー
シ
ョ
ン
反
応
と
名
づ
け
、
様
々

な
研
究
を
展
開
さ
れ
ま
し
た
。

　

ヴ
ィ
パ
ッ
サ
ナ
ー
瞑
想
の
段
階
は
、
注
意
を
パ
ノ
ラ
マ
的

に
広
げ
て
気
づ
き
の
対
象
に
な
る
私
的
、
公
的
出
来
事
の
す

べ
て
を
同
時
に
捉
え
続
け
る
よ
う
に
す
る
こ
と
で
す
。
こ
れ

は
、
体
全
体
で
呼
吸
し
て
い
る
よ
う
な
感
じ
を
ま
ず
持
っ
て

み
る
。
そ
れ
か
ら
何
か
雑
念
が
浮
か
ん
で
き
た
と
思
っ
て
も

ラ
ベ
リ
ン
グ
を
し
て
戻
る
と
い
う
こ
と
を
し
な
い
で
、
そ
の

あ
た
り
に
漂
わ
せ
て
お
い
て
、
そ
れ
も
同
時
に
感
じ
取
り
な

が
ら
体
全
体
で
呼
吸
を
す
る
。
あ
る
い
は
こ
の
部
屋
の
空
間

も
感
じ
る
、
そ
う
い
う
や
り
方
で
す
。
さ
っ
き
の
よ
う
に
、

注
意
を
戻
す
と
い
う
こ
と
は
し
な
い
で
、
全
体
を
感
じ
て
い

る
。
こ
う
い
う
か
た
ち
で
注
意
を
、
気
を
配
っ
て
く
の
が
マ

イ
ン
ド
フ
ル
ネ
ス
瞑
想
の
特
徴
で
あ
り
、
実
践
法
と
い
う
こ

と
に
な
り
ま
す
。

マ
イ
ン
ド
フ
ル
ネ
ス
瞑
想
と
脳
の
変
化

　

マ
イ
ン
ド
フ
ル
ネ
ス
瞑
想
の
構
成
要
素
は
、
注
意
制
御
の

向
上
と
い
う
の
が
一
つ
の
軸
で
す
。
そ
れ
か
ら
情
動
制
御
の

コ
ン
ト
ロ
ー
ル
の
仕
方
が
変
わ
っ
て
く
。
そ
れ
か
ら
あ
と
は

自
己
知
覚
が
変
容
し
て
い
き
ま
す
。
自
分
と
い
う
の
が
、
思

い
込
み
の
自
分
で
は
な
く
、
も
っ
と
体
に
根
ざ
し
た
自
分
と

い
う
も
の
を
、
瞬
間
瞬
間
感
じ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
く
。
そ

の
そ
れ
ぞ
れ
に
脳
の
変
化
が
伴
っ
て
い
ま
す
。

　

例
え
ば
、
注
意
制
御
の
観
点
か
ら
で
す
が
、
集
中
す
る
瞑

想
と
、
注
意
・
気
を
配
る
瞑
想
、
こ
の
二
つ
の
種
類
が
あ
っ

て
、
そ
れ
ぞ
れ
で
脳
の
使
い
方
が
随
分
違
う
と
い
う
こ
と
が

わ
か
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
か
ら
も
う
一
つ
、
こ
う
い
っ
た
マ

イ
ン
ド
フ
ル
ネ
ス
の
脳
研
究
を
見
て
い
く
場
合
に
は
、
実
践

の
時
期
に
よ
っ
て
起
こ
っ
て
い
る
こ
と
が
全
然
違
う
、
こ
れ

も
非
常
に
重
要
で
す
。
つ
ま
り
初
心
者
を
使
っ
て
研
究
し

て
い
る
の
か
、
熟
達
者
を
使
っ
て
研
究
し
て
い
る
の
か
に

よ
っ
て
デ
ー
タ
が
全
然
違
っ
て
き
ま
す
の
で
、
望
ま
し
い
の

は
熟
達
者
を
使
う
こ
と
で
す
。
練
習
を
始
め
た
段
階
で
は
、

フ
ォ
ー
カ
ス
ト
ア
テ
ン
シ
ョ
ン
（
Ｆ
Ａ
）
が
中
心
に
な
り
、

熟
達
段
階
で
は
、
オ
ー
プ
ン
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
（
Ｏ
Ｍ
）
が
中

心
に
な
り
ま
す
。
Ｆ
Ａ
と
Ｏ
Ｍ
は
そ
れ
ぞ
れ
サ
マ
タ
と
ヴ
ィ

パ
ッ
サ
ナ
ー
に
相
当
し
て
い
ま
す
の
で
、
マ
イ
ン
ド
フ
ル
ネ

ス
の
研
究
で
は
熟
達
者
を
対
象
に
し
た
方
が
よ
い
わ
け
で
す
。

　

ま
ず
、
こ
の
Ｆ
Ａ
と
Ｏ
Ｍ
、
ど
う
違
う
の
か
と
い
う
の

を
脳
の
デ
ー
タ
で
見
た
研
究
が
あ
り
ま
し
た
（M

anna,�
2010

）。
こ
れ
は
タ
イ
の
森
林
派
の
僧
侶
と
初
心
者
を
比
べ

て
い
て
、
そ
れ
で
こ
の
森
林
派
の
僧
侶
と
い
う
の
は
、
サ
マ

タ
瞑
想
も
ヴ
ィ
パ
ッ
サ
ナ
ー
瞑
想
も
自
在
に
で
き
る
よ
う
な

人
た
ち
の
よ
う
で
す
。
そ
れ
で
安
静
Ｆ
Ａ
、
安
静
Ｏ
Ｍ
、
安

静
Ｆ
Ａ
と
い
う
よ
う
に
六
分
、
三
分
、
六
分
、
三
分
で
順
番

に
や
っ
て
い
た
だ
い
て
脳
は
ど
う
違
っ
て
い
る
の
か
と
い
う

の
を
検
討
し
ま
し
た
。
僧
侶
、
熟
達
者
に
お
け
る
Ｆ
Ａ
の
効

果
を
見
た
結
果
、
デ
ィ
ア
ク
テ
ィ
ベ
ー
シ
ョ
ン
つ
ま
り
活
動

を
落
と
し
て
る
領
域
が
非
常
に
多
い
と
い
う
の
が
特
徴
で
し

た
。
集
中
瞑
想
の
と
き
は
脳
の
活
動
は
落
ち
る
ん
で
す
ね
。

さ
っ
き
お
話
し
し
た
よ
う
に
、
そ
れ
は
止
め
る
瞑
想
だ
か
ら

で
す
。
普
段
使
っ
て
い
る
脳
の
活
動
を
止
め
る
瞑
想
と
い
う

の
が
ち
ゃ
ん
と
脳
の
デ
ー
タ
で
も
出
る
ん
で
す
ね
。
ど
の
あ

た
り
が
止
ま
っ
て
る
か
と
い
う
と
、
大
体
、
前
頭
葉
で
す
。

前
頭
葉
か
ら
側
頭
葉
の
働
き
が
落
ち
て
い
る
。
そ
れ
か
ら
頭

頂
葉
の
一
部
の
非
常
に
大
事
な
楔け

つ

前ぜ
ん

部ぶ

と
い
う
部
分
な
ん
で

す
が
、
自
分
が
こ
こ
に
い
て
周
り
の
空
間
と
の
関
係
を
捉
え

る
働
き
を
持
っ
て
い
る
と
こ
ろ
の
活
動
も
落
ち
て
い
る
。
だ

か
ら
前
頭
葉
、
側
頭
葉
、
頭
頂
葉
、
そ
れ
か
ら
島と

う

と
い
わ
れ

る
場
所
、
こ
れ
は
身
体
感
覚
を
捉
え
る
こ
と
と
関
係
し
て
る

場
所
な
ん
で
す
が
、
そ
の
島
の
場
所
の
活
動
も
落
ち
て
ま

す
。
そ
の
一
方
で
、
ア
ク
テ
ィ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
起
こ
っ
て
る

と
こ
ろ
は
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
。
た
だ
一
つ
重
要
な
場
所

と
し
て
は
、
前
帯
状
回
（
Ａ
Ｃ
Ｃ
）
と
い
わ
れ
る
注
意
の
コ

ン
ト
ロ
ー
ル
に
関
係
し
て
い
る
場
所
で
す
。
つ
ま
り
集
中
瞑

想
の
と
き
は
注
意
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
に
関
係
し
て
る
と
こ
ろ

だ
け
が
活
動
を
強
め
て
お
り
、
あ
と
が
全
部
落
ち
て
る
わ
け

で
す
。
だ
か
ら
脳
は
ほ
と
ん
ど
、
普
通
普
段
の
働
き
を
や
め

て
し
ま
っ
て
注
意
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
て
る
と
こ
ろ
だ
け
が
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す
わ
け
で
す
が
、
そ
れ
が
「
注
意
の
転
換
」
に
相
当
し
て
い

る
。
そ
し
て
、
そ
の
後
に
呼
吸
に
注
意
を
持
続
的
に
向
け
続

け
る
「
注
意
の
持
続
」。
注
意
の
転
換
と
持
続
は
、
努
力
し

て
そ
う
い
う
状
態
を
作
り
出
し
て
る
わ
け
で
す
か
ら
、
先
ほ

ど
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
言
う
と
、
Ｃ
Ｅ
Ｎ
に
相
当
し
て
る
ん

じ
ゃ
な
い
か
と
い
う
仮
説
が
立
て
ら
れ
る
わ
け
で
す
。
そ
し

て
は
っ
と
気
づ
い
た
、
ボ
タ
ン
押
し
の
三
秒
前
、
こ
れ
は
ボ

タ
ン
押
し
の
前
後
三
秒
を
「
気
づ
き
の
状
態
」、
そ
れ
か
ら

そ
の
後
三
秒
を
「
注
意
の
転
換
」
の
状
態
、
そ
の
後
三
秒
を

「
注
意
の
持
続
」
の
状
態
と
い
う
ふ
う
に
操
作
的
に
定
義
し

て
る
ん
で
す
が
、
は
っ
と
気
づ
く
前
の
三
秒
は
き
っ
と
「
マ

イ
ン
ド
ワ
ン
ダ
リ
ン
グ
」
が
起
こ
っ
て
る
だ
ろ
う
、
心
こ
こ

に
あ
ら
ず
に
な
っ
て
る
だ
ろ
う
、
そ
う
仮
定
し
て
、
三
秒
、

三
秒
、
三
秒
、
三
秒
で
切
っ
て
、
そ
れ
で
脳
の
ど
こ
が
働
い

て
る
か
っ
て
見
た
研
究
な
ん
で
す
が
、
そ
う
す
る
と
非
常
に

き
れ
い
な
デ
ー
タ
が
出
て
い
ま
す
。
ま
ず
、
気
づ
い
た
ボ
タ

ン
押
し
の
前
後
三
秒
間
と
い
う
の
は
、
Ｓ
Ｎ
が
ば
っ
ち
り
働

い
て
ま
す
。
そ
れ
か
ら
そ
の
あ
と
注
意
を
転
換
し
て
、
呼
吸

に
戻
し
て
、
そ
の
注
意
が
持
続
的
に
呼
吸
に
向
け
ら
れ
て
い

る
は
ず
の
は
っ
と
気
づ
い
た
あ
と
の
六
秒
間
、
こ
の
間
と
い

う
の
は
、
予
想
ど
お
り
Ｃ
Ｅ
Ｎ
が
賦
活
さ
れ
て
い
た
、
そ
れ

か
ら
あ
と
は
、
は
っ
と
気
づ
く
前
の
三
秒
間
っ
て
の
を
見
て

み
る
と
、
確
か
に
Ｄ
Ｍ
Ｎ
に
相
当
す
る
と
こ
ろ
が
き
ち
ん
と

賦
活
し
て
い
た
と
い
う
こ
と
で
、
こ
の
研
究
は
脳
の
中
で
何

が
、
サ
マ
タ
瞑
想
の
と
き
に
何
が
起
こ
っ
て
る
か
っ
て
こ
と

を
き
れ
い
に
示
し
た
と
て
も
い
い
研
究
だ
と
思
い
ま
す
。

ヴ
ィ
パ
ッ
サ
ナ
ー
瞑
想

　

次
は
、
ヴ
ィ
パ
ッ
サ
ナ
ー
瞑
想
で
は
何
が
起
こ
る
の
か
っ

て
こ
と
を
示
し
た
、
こ
れ
も
面
白
い
研
究
で
す
の
で
ご
紹
介

し
ま
す
（Farb,�2007

）（
図
５
）。
こ
れ
は
、
八
週
間
の
マ

イ
ン
ド
フ
ル
ネ
ス
ス
ト
レ
ス
低
減
法
（
Ｍ
Ｂ
Ｓ
Ｒ
）
と
い
う

集
団
療
法
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
修
了
者
と
、
何
も
や
っ
て
な
い

未
経
験
者
で
同
じ
課
題
を
や
っ
て
も
ら
っ
て
、
脳
の
反
応
を

見
た
、
そ
う
い
う
研
究
で
す
。
ど
ん
な
課
題
を
や
っ
た
か
と

い
う
と
、
性
格
傾
向
に
関
係
し
た
形
容
詞
を
次
々
言
っ
て
い

く
わ
け
で
す
。
明
る
い
と
か
、
気
難
し
い
と
か
、
そ
の
形
容

詞
が
自
分
と
ど
う
関
係
す
る
か
に
つ
い
て
い
ろ
い
ろ
考
え

る
。
つ
ま
り
明
る
い
っ
て
言
っ
た
ら
、
俺
は
あ
ん
ま
り
明
る

く
な
い
な
と
か
考
え
て
も
ら
う
。
こ
れ
は
、
物
語
と
し
て
の

自
己
、
物
語
焦
点
の
条
件
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
も
う

一
つ
は
、
そ
の
形
容
詞
、
例
え
ば
明
る
い
と
出
て
き
た
ら
、

何
で
あ
れ
浮
か
ん
で
く
る
考
え
や
感
情
に
た
だ
気
づ
く
だ
け

に
す
る
。
明
る
い
と
い
う
と
太
陽
が
浮
か
ん
で
き
た
り
、
自

分
と
関
係
づ
け
る
と
い
う
こ
と
じ
ゃ
な
く
て
、
形
容
詞
を
聞

い
た
ら
浮
か
ん
で
く
る
考
え
や
感
情
に
た
だ
気
づ
き
を
向
け

続
け
る
。
こ
れ
は
、
瞬
間
瞬
間
の
自
己
、
体
験
焦
点
の
条
件

と
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
二
つ
の
条
件
間
で
比
較
し
た
と
こ

ろ
、
物
語
焦
点
の
ほ
う
が
反
応
が
大
き
か
っ
た
の
は
前
頭
葉

の
内
側
の
部
分
で
し
た
。
額
の
奥
の
部
分
で
す
ね
。
そ
れ
に

対
し
て
体
験
焦
点
の
ほ
う
が
反
応
が
大
き
か
っ
た
の
は
、
外

側
の
前
頭
葉
、
そ
れ
か
ら
島
と
い
わ
れ
る
身
体
感
覚
を
感

じ
取
る
中
枢
と
さ
れ
て
い
る
場
所
。
そ
れ
か
ら
も
う
一
つ

は
下
頭
頂
小
葉
、
頭
頂
葉
の
下
の
ほ
う
で
す
が
、
こ
れ
は
、

M
anna

の
研
究
で
自
分
と
周
り
の
空
間
と
を
捉
え
て
い
た

楔
前
部
の
外
側
に
あ
る
場
所
な
ん
で
す
が
、
だ
か
ら
体
験
焦

点
の
と
き
は
頭
頂
葉
と
前
頭
葉
の
外
側
と
、
あ
と
は
島
の
活

動
が
強
ま
る
と
い
う
こ
と
が
わ
か
っ
て
き
た
。
物
語
と
し
て

の
自
己
で
賦
活
さ
れ
る
前
頭
葉
の
内
側
部
と
い
う
の
は
Ｄ
Ｍ

Ｎ
の
一
つ
の
核
で
す
。
だ
か
ら
、H

asenkam
p

の
サ
マ
タ

瞑
想
の
研
究
で
出
て
き
た
Ｄ
Ｍ
Ｎ
と
い
う
の
は
、
マ
イ
ン
ド

ワ
ン
ダ
リ
ン
グ
と
関
係
し
て
い
る
ん
だ
っ
て
言
っ
て
い
た
の

と
同
じ
と
こ
ろ
が
、
自
己
イ
メ
ー
ジ
を
作
り
出
す
こ
と
に
も

関
係
し
て
る
と
い
う
こ
と
が
こ
の
デ
ー
タ
で
出
て
き
て
お
り

ま
す
し
、
そ
れ
か
ら
あ
と
は
、
島
は
さ
っ
き
の
Ｓ
Ｎ
の
中
心

で
、
背
外
側
の
前
頭
前
野
と
い
う
の
は
Ｃ
Ｅ
Ｎ
の
中
心
で

す
。
そ
う
い
っ
た
と
こ
ろ
が
む
し
ろ
瞬
間
、
瞬
間
の
自
己
に

関
係
し
た
脳
の
部
位
な
ん
だ
と
い
う
こ
と
が
こ
の
研
究
で
は

わ
か
っ
て
き
ま
し
た
。
な
お
か
つ
面
白
い
の
は
、
そ
う
い
う

差
が
み
ら
れ
た
の
は
瞑
想
経
験
者
だ
け
だ
っ
た
っ
て
こ
と
で

す
。
つ
ま
り
、
瞑
想
経
験
者
で
は
、
今
こ
こ
に
戻
り
や
す
く

な
る
、
マ
イ
ン
ド
フ
ル
ネ
ス
特
性
、
性
格
特
性
み
た
い
な
も

の
が
変
わ
る
こ
と
に
対
応
す
る
脳
の
変
化
が
起
こ
っ
て
い
る

こ
と
が
、
こ
の
研
究
で
明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

　

最
後
は
、
情
動
制
御
。
瞑
想
を
繰
り
返
し
て
い
く
と
、

残
っ
て
る
。
こ
れ
は
す
ご
く
納
得
い
き
ま
す
よ
ね
。
ろ
う
そ

く
を
ず
っ
と
眺
め
て
い
る
、
そ
れ
だ
け
し
か
し
て
な
い
と
い

う
の
に
相
当
し
て
る
わ
け
で
す
。

　

そ
れ
に
対
し
て
Ｏ
Ｍ
で
は
、
驚
く
ほ
ど
脳
は
何
に
も
や
っ

て
ま
せ
ん
。
何
に
も
や
っ
て
な
い
と
い
う
か
何
に
も
変
化
し

て
い
ま
せ
ん
。
こ
れ
は
安
静
時
と
比
較
し
た
状
態
な
の
で
、

僧
侶
の
人
た
ち
が
そ
も
そ
も
安
静
時
に
ど
う
い
う
状
態
な
の

か
、
安
静
時
も
マ
イ
ン
ド
フ
ル
に
な
っ
て
る
ん
じ
ゃ
な
い
か

と
思
う
ん
で
す
ね
。
だ
か
ら
、
マ
イ
ン
ド
フ
ル
ネ
ス
瞑
想
を

し
た
と
き
と
安
静
時
を
比
べ
て
も
差
が
出
な
い
と
い
う
、
そ

う
い
う
よ
う
な
こ
と
に
な
る
わ
け
な
ん
で
す
が
、
こ
れ
は
何

を
意
味
し
て
い
る
の
か
と
い
う
と
、
マ
イ
ン
ド
フ
ル
ネ
ス
瞑

想
は
長
期
の
変
化
を
目
標
に
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
と
関
係

し
て
い
ま
す
。
そ
の
人
の
人
と
な
り
、
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
、

生
き
方
と
い
う
の
を
目
標
に
し
て
る
の
で
、
瞑
想
中
に
何
か

が
起
こ
る
こ
と
を
目
的
に
し
て
い
な
い
ん
で
す
ね
。
そ
れ
に

対
し
て
集
中
瞑
想
は
瞑
想
中
に
禅
定
と
い
う
特
殊
な
意
識
状

態
を
引
き
起
こ
す
こ
と
を
目
標
に
し
て
る
の
で
、
だ
か
ら
そ

れ
に
ち
ゃ
ん
と
相
当
し
た
結
果
が
出
て
る
わ
け
で
す
。
瞑
想

中
に
Ｆ
Ａ
の
場
合
は
脳
が
か
な
り
大
き
く
変
化
し
て
い
る
、

で
も
Ｏ
Ｍ
、
オ
ー
プ
ン
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
の
場
合
は
ほ
と
ん
ど

何
も
変
化
し
て
な
い
。
少
し
変
化
し
て
る
と
こ
ろ
が
あ
っ
た

の
は
、
さ
っ
き
の
楔
前
部
っ
て
い
わ
れ
る
場
所
、
そ
れ
か
ら

そ
の
近
く
の
頭
頂
葉
の
上
頭
頂
小
葉
と
い
わ
れ
る
場
所
の
活

動
が
高
ま
っ
て
い
る
の
で
す
が
、
こ
れ
は
自
分
と
周
り
の
空

間
と
の
位
置
関
係
を
感
じ
取
る
場
所
。
マ
イ
ン
ド
フ
ル
ネ
ス

の
場
合
は
五
感
で
現
実
世
界
を
捉
え
る
と
い
う
こ
と
が
非
常

に
重
視
さ
れ
て
る
わ
け
で
す
か
ら
、
自
分
と
周
り
の
環
境
と

の
関
係
を
捉
え
る
と
こ
ろ
が
働
い
て
く
れ
て
る
と
い
う
の

は
、
納
得
が
い
く
結
果
な
わ
け
で
す
。

　

次
は
自
己
知
覚
が
ど
う
変
わ
っ
て
い
く
の
か
。
そ
れ
に
相

当
す
る
脳
の
働
き
は
ど
う
変
化
し
て
い
く
の
か
と
い
う
話
を

し
た
い
と
思
い
ま
す
が
、
こ
れ
が
非
常
に
研
究
が
進
ん
で
い

ま
す
。
こ
の
マ
イ
ン
ド
フ
ル
ネ
ス
の
自
己
知
覚
を
考
え
る
と

き
に
、
前
頭
葉
を
巻
き
込
ん
で
い
る
三
つ
の
大
き
な
神
経

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
よ
く
取
り
上
げ
ら
れ
ま
す
。
一
つ
は
セ
ン

ト
ラ
ル
エ
グ
ゼ
ク
テ
ィ
ブ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
（
Ｃ
Ｅ
Ｎ
）、
実

行
機
能
と
か
大
脳
全
体
の
司
令
塔
み
た
い
な
働
き
の
こ
と
を

指
す
ん
で
す
が
、
計
画
意
思
決
定
、
注
意
制
御
、
ワ
ー
キ
ン

グ
メ
モ
リ
ー
な
ど
高
次
な
認
知
機
能
を
つ
か
さ
ど
る
Ｃ
Ｅ

Ｎ
、
そ
れ
か
ら
適
切
な
行
動
に
導
く
た
め
に
最
も
関
連
性
の

高
い
内
外
の
刺
激
を
識
別
す
る
脳
の
働
き
、
こ
れ
は
、
は
っ

と
気
づ
く
と
き
に
働
く
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
す
。
心
こ
こ
に
あ

ら
ず
に
な
っ
て
た
の
に
、
は
っ
と
今
に
戻
っ
て
き
た
と
き
に

働
く
の
は
セ
イ
リ
エ
ン
ス
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
（
Ｓ
Ｎ
）
で
、
こ

れ
は
瞬
間
瞬
間
の
自
己
に
相
当
し
て
い
ま
す
。

　

も
う
一
つ
は
さ
っ
き
お
話
し
た
自
己
イ
メ
ー
ジ
と
か
自
己

概
念
と
か
、
自
分
に
対
す
る
思
い
込
み
、
そ
れ
に
相
当
す
る

の
は
デ
フ
ォ
ル
ト
モ
ー
ド
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
（
Ｄ
Ｍ
Ｎ
）
で
あ

る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
Ｄ
Ｍ
Ｎ
と
い
う
の
は
最
近
随
分
い
ろ

ん
な
と
こ
で
話
題
に
な
っ
て
い
る
ん
で
す
が
、
心
こ
こ
に
あ

ら
ず
に
な
っ
て
る
と
き
に
脳
の
中
で
一
番
働
い
て
る
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
と
も
言
え
ま
す
し
、
何
も
知
的
な
活
動
に
取
り
組
ん

で
な
い
と
き
に
も
脳
は
働
い
て
る
、
そ
の
主
体
が
Ｄ
Ｍ
Ｎ

だ
っ
て
こ
と
が
わ
か
っ
て
き
て
い
ま
す
。
つ
ま
り
エ
ン
ジ
ン

の
ア
イ
ド
リ
ン
グ
み
た
い
な
も
の
で
す
。
ア
イ
ド
リ
ン
グ
は

静
か
に
ド
コ
ド
コ
っ
て
い
っ
て
る
と
よ
い
の
で
す
が
、
こ
れ

が
あ
ま
り
ボ
コ
ボ
コ
い
い
す
ぎ
て
、
す
と
ん
と
切
れ
ち
ゃ
っ

た
り
す
る
と
、
よ
く
な
い
エ
ン
ジ
ン
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま

す
。
そ
し
て
、
う
つ
病
や
不
安
障
害
の
と
き
は
そ
う
い
う
こ

と
が
起
こ
っ
て
る
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
自
分
に
対
し
て

自
分
は
こ
う
い
う
人
間
だ
と
い
う
物
語
を
作
っ
て
、
わ
れ
わ

れ
は
生
き
て
い
る
ん
で
す
が
、
そ
れ
に
相
当
し
て
い
ま
す
。

サ
マ
タ
瞑
想

　

マ
イ
ン
ド
フ
ル
ネ
ス
に
関
係
し
て
い
る
の
は
Ｓ
Ｎ
と
Ｃ
Ｅ

Ｎ
と
Ｄ
Ｍ
Ｎ
。
そ
う
い
う
ふ
う
に
と
り
あ
え
ず
位
置
づ
け
て

い
ま
す
。
サ
マ
タ
瞑
想
の
と
き
は
、
こ
の
三
つ
の
神
経
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
が
非
常
に
き
れ
い
に
入
れ
替
わ
っ
て
い
る
と
い
う

デ
ー
タ
が
出
て
い
ま
す
（H

asenkam
p,�2012

）（
図
４
）。

こ
れ
は
ど
う
い
う
研
究
か
と
い
う
と
、
サ
マ
タ
瞑
想
し
て
る

わ
け
で
す
か
ら
、
何
か
に
集
中
し
て
る
わ
け
で
す
。
で
も
集

中
し
て
る
と
、
さ
っ
き
申
し
上
げ
た
よ
う
に
必
ず
注
意
が
逸

れ
ま
す
。
逸
れ
た
と
気
づ
い
た
ら
ボ
タ
ン
を
押
し
て
く
だ
さ

い
っ
て
、
そ
う
い
う
研
究
パ
ラ
ダ
イ
ム
に
な
っ
て
い
ま
す
。

ボ
タ
ン
を
押
し
た
と
き
は
気
づ
い
た
状
態
な
の
で
、
こ
れ

は
、
は
っ
と
気
づ
い
た
か
ら
マ
イ
ン
ド
フ
ル
ネ
ス
の
状
態
が

こ
こ
で
起
こ
っ
て
い
る
は
ず
だ
と
。
そ
れ
か
ら
今
度
は
戻
り

ま
す
と
自
分
に
声
を
か
け
て
、
呼
吸
に
伴
う
身
体
感
覚
に
戻

A

B

C

D

→SN

→CEN

→CEN

→DMN

AWARE >MW

MOTOR > VISUAL
(motor control)

SHIFT > MW

FOCUS > MW

MW > SHIFT

z = 4

z = 9

z = 32

ｘ = 43

ｘ = 41

x = -4 ｙ = 16

ｙ = -45

ｙ = 33

z = 11 ｘ = -6 ｙ = -20

図４
SN の働きで「マインドフルネス状態」が出現する

（Hsenkamp, 2012）

図５　ヴィパッサナー瞑想で「マインドフルネス特性」が強化

▪ 性格傾向に関係した形容詞
を聞きながら、その内容が
自分とどう関係するかにつ
いて色々と考える条件（物
語焦点：NF）と、何であれ
浮かんでくる考えや感情に
ただ気づき続ける条件（体
験焦点：EF）での脳血流の
差を検出。

▪ 左は、8 週間の MBSR 修了
者で、NF の方が血流増加が
大きい部位（青）と、EF の
方が大きい部位（黄）を示す。

▪ 右のグラフでは、左図の緑
線で関心領域を設定して、
EF と NF の差（EF が＋）を、
修了者と未経験者の別に示
した。

 （Farb, 2007）
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を
繰
り
返
す
こ
と
に
よ
っ
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
心
の
病
を
持
っ

て
い
る
人
た
ち
が
よ
く
な
っ
て
い
く
。
五
回
、
一
〇
回
と
繰

り
返
す
こ
と
に
よ
っ
て
、
良
く
な
っ
て
い
く
と
お
っ
し
ゃ
っ

て
い
て
、
マ
イ
ン
ド
フ
ル
ネ
ス
と
随
分
通
じ
る
な
あ
と
お
聞

き
し
た
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。
藤
村
先
生
が
お
っ
し
ゃ
っ
て

い
た
の
は
、
茶
の
湯
で
は
か
た
ち
で
は
な
く
て
心
が
大
事
だ

と
。
で
は
、
そ
の
心
と
い
う
の
は
、
か
た
ち
が
な
く
て
伝
え

ら
れ
る
ん
で
す
か
と
お
聞
き
し
た
ら
、
そ
れ
は
伝
え
ら
れ
な

い
と
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
ま
し
た
。
か
た
ち
が
な
く
て
は
心
は

伝
え
ら
れ
な
い
。
だ
か
ら
、
心
だ
け
を
作
り
出
す
こ
と
は
で

き
な
い
、
か
た
ち
が
大
事
な
わ
け
で
す
が
、
で
も
か
た
ち
だ

け
に
な
っ
て
心
が
な
く
な
る
こ
と
は
ど
う
で
す
か
と
お
聞
き

す
る
と
、
も
う
い
く
ら
で
も
あ
り
ま
す
と
。
マ
イ
ン
ド
フ
ル

ネ
ス
と
い
う
の
は
茶
の
湯
の
心
で
も
あ
る
ん
じ
ゃ
な
い
で

し
ょ
う
か
と
藤
村
先
生
は
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
ま
し
た
。
で

も
、
残
念
な
が
ら
日
本
文
化
の
中
で
は
、
も
ち
ろ
ん
伝
わ
っ

て
い
る
と
こ
ろ
は
あ
る
わ
け
で
す
が
、
か
た
ち
だ
け
に
な
っ

て
し
ま
っ
て
る
と
こ
ろ
も
結
構
あ
り
そ
う
だ
と
、
感
じ
て
い

る
こ
と
で
す
。
た
だ
日
本
文
化
に
は
も
う
一
つ
、
か
た
ち
よ

り
入
り
、
か
た
ち
よ
り
出
る
と
い
う
言
葉
も
あ
り
ま
す
。
こ

れ
こ
そ
が
マ
イ
ン
ド
フ
ル
ネ
ス
が
目
指
し
て
い
る
と
こ
ろ

じ
ゃ
な
い
か
な
あ
と
思
い
ま
す
。
つ
ま
り
、
マ
イ
ン
ド
フ
ル

ネ
ス
の
訓
練
、
瞑
想
で
訓
練
を
し
て
い
る
。
そ
れ
が
日
常
生

活
の
中
に
も
広
が
っ
て
い
く
。
日
常
生
活
の
中
で
も
、
い
つ

も
気
づ
き
が
持
て
る
よ
う
に
な
っ
て
、
気
を
配
れ
る
よ
う
に

な
っ
て
い
く
。
そ
う
す
る
と
、
生
き
方
そ
の
も
の
が
マ
イ
ン

ド
フ
ル
に
な
っ
て
い
く
の
で
、
そ
う
な
る
と
か
た
ち
は
必
要

な
く
な
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
。
そ
こ
を
恐
ら
く
マ
イ
ン
ド
フ
ル

ネ
ス
は
目
指
し
て
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

ま
と
め
は
、
マ
イ
ン
ド
フ
ル
ネ
ス
瞑
想
は
、
注
意
制
御
の

向
上
、
情
動
制
御
の
向
上
、
自
己
知
覚
の
変
容
か
ら
構
成
さ

れ
て
い
ま
す
。
注
意
制
御
に
は
集
中
と
観
察
の
両
方
が
含
ま

れ
て
い
て
、
そ
れ
で
集
中
瞑
想
は
大
き
な
短
期
効
果
、
そ
れ

か
ら
観
察
瞑
想
は
長
期
効
果
の
ほ
う
が
重
要
、
生
き
方
が
変

わ
っ
て
い
く
と
い
う
こ
と
が
重
要
だ
と
。
マ
イ
ン
ド
フ
ル
ネ

ス
の
自
己
知
覚
へ
の
効
果
は
、
三
つ
の
神
経
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

と
の
関
連
で
説
明
が
で
き
て
、
セ
イ
リ
エ
ン
ス
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
（
Ｓ
Ｎ
）
と
い
う
の
が
、
ど
う
も
鍵
を
握
っ
て
い
る
よ
う

で
す
。
瞬
間
瞬
間
の
自
己
の
発
現
の
維
持
と
い
う
こ
と
が
、

ど
う
や
っ
て
可
能
に
な
っ
て
い
く
の
か
と
い
う
と
こ
ろ
に
研

究
が
向
か
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
瞑
想
者
が

マ
イ
ン
ド
フ
ル
ネ
ス
瞑
想
を
行
う
と
、
デ
フ
ォ
ル
ト
モ
ー
ド

の
働
き
が
抑
え
ら
れ
る
こ
と
で
、
扁
桃
体
の
活
動
を
抑
え
る

こ
と
な
く
情
動
の
制
御
が
可
能
に
な
っ
て
い
る
と
い
う
の
が

特
徴
で
す
。　

　

ご
清
聴
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

注（
注
１
）
梵
字
（
ぼ
ん
じ
）
古
代
イ
ン
ド
で
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
語
を

書
く
の
に
用
い
た
ブ
ラ
ー
フ
ミ
ー
文
字
と
、
そ
の
系
統
の
文
字

の
総
称
。

（
注
２
）
止śam

atha
と
観 vipaśyanā

と
の
合
成
語
。
止
と
は
精

神
を
集
中
し
、
心
が
寂
静
と
な
っ
た
状
態
、
観
と
は
対
象
を
あ

り
の
ま
ま
に
観
察
す
る
こ
と
を
意
味
し
、
止
を
観
の
準
備
段
階

と
す
る
。
こ
の
止
と
観
と
は
持
戒
と
と
も
に
仏
教
徒
の
重
要
な

実
践
と
さ
れ
、
原
始
仏
教
経
典
を
は
じ
め
、
諸
経
典
に
多
く
説

か
れ
て
い
る
。

引
用
文
献
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感
情
の
制
御
は
ど
う
な
っ
て
い
く
の
か
に
つ
い
て
面
白
い

デ
ー
タ
が
出
て
い
ま
す
の
で
紹
介
い
た
し
ま
す
（T

aylor,�
2011

）（
図
６
）。
こ
れ
は
瞑
想
者
と
未
経
験
者
（
対
照
者
）

で
情
動
制
御
の
違
い
を
検
討
し
て
い
ま
す
。
一
〇
〇
〇
時
間

以
上
マ
イ
ン
ド
フ
ル
瞑
想
を
行
っ
て
い
る
瞑
想
者
と
、
何
も

し
て
な
い
対
照
者
を
対
象
に
し
て
、
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
な
画

像
、
そ
れ
か
ら
非
常
に
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
画
像
、
ポ
ジ
テ
ィ
ブ

な
画
像
を
次
々
に
見
せ
て
、
そ
れ
を
普
通
に
見
て
て
く
だ
さ

い
と
い
う
条
件
と
、
少
し
距
離
を
置
い
て
自
分
の
気
持
ち
に

飲
み
込
ま
れ
な
い
よ
う
に
、
振
り
回
さ
れ
な
い
よ
う
に
、
平

常
心
で
こ
の
画
像
を
見
て
て
く
だ
さ
い
と
い
う
条
件
と
比
較

し
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
す
べ
て
の
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
条
件
で

も
、
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
な
条
件
で
も
、
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
条
件
で

も
、
瞑
想
者
も
対
照
者
も
感
情
の
感
じ
る
度
合
い
を
下
げ
る

こ
と
は
で
き
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
脳
の
中
で
起
こ
っ
て
る

こ
と
は
全
く
違
い
ま
し
た
。
対
照
者
の
人
た
ち
は
、
こ
の
扁

桃
体
の
働
き
を
抑
え
て
感
情
を
弱
く
し
て
い
た
。
扁
桃
体
と

い
う
の
は
感
情
を
作
り
出
す
場
所
で
す
。
不
安
と
か
、
落
ち

込
み
と
か
、
情
動
全
般
を
作
り
出
す
場
所
な
ん
で
す
が
、
そ

の
働
き
を
抑
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
あ
ん
ま
り
気
分
が
波
立

た
な
い
よ
う
に
し
た
。
と
こ
ろ
が
瞑
想
者
は
扁
桃
体
の
働
き

は
変
え
て
な
い
ん
で
す
。
別
に
強
め
て
も
い
ま
せ
ん
が
、
弱

め
て
も
い
な
い
。
じ
ゃ
あ
、
ど
う
し
て
感
情
の
感
じ
方
が
弱

く
な
っ
た
ん
だ
ろ
う
か
、
そ
こ
は
こ
の
画
像
だ
け
で
は
わ
か

ら
な
い
わ
け
で
す
。

　

さ
ら
に
、
対
照
者
で
、
マ
イ
ン
ド
フ
ル
ネ
ス
条
件
で
あ
ん

ま
り
感
じ
な
い
よ
う
に
平
静
で
い
て
く
だ
さ
い
と
言
わ
れ
た

と
き
に
、
活
動
が
強
ま
っ
た
場
所
が
あ
り
ま
し
た
。
一
つ

は
前
頭
葉
で
す
。
前
頭
葉
の
活
動
が
強
め
て
る
、
そ
れ
か

ら
、
も
う
一
つ
は
後
部
帯
状
回
っ
て
い
わ
れ
る
場
所
、
こ
れ

は
Ｄ
Ｍ
Ｎ
の
後
側
の
核
で
す
。
ど
う
い
う
こ
と
か
と
い
う

と
、
一
つ
は
前
頭
葉
を
う
ん
と
使
う
こ
と
に
よ
っ
て
感
情
を

抑
え
た
っ
て
こ
と
で
す
。
つ
ま
り
扁
桃
体
の
活
動
を
前
頭
葉

が
し
っ
か
り
抑
え
こ
ん
で
感
情
が
起
こ
ら
な
く
し
た
。
こ
れ

は
、
わ
れ
わ
れ
日
頃
や
っ
て
る
こ
と
で
す
。
い
ら
い
ら
し
て

が
ー
っ
て
怒
り
そ
う
に
な
る
と
き
に
、
い
や
今
怒
っ
ち
ゃ
い

か
ん
っ
て
ぐ
っ
と
抑
え
る
。
こ
れ
を
や
っ
て
る
か
ら
、
わ
れ

わ
れ
社
会
生
活
が
営
め
る
わ
け
で
す
が
、
そ
れ
は
前
頭
葉
が

活
躍
し
て
く
れ
て
る
わ
け
で
す
ね
。
対
照
者
は
そ
う
い
う
こ

と
を
や
っ
て
る
わ
け
な
ん
で
す
。
一
方
で
瞑
想
経
験
者
の
前

頭
葉
は
全
く
動
い
て
ま
せ
ん
。
対
照
者
は
、
何
と
か
か
ん
と

か
抑
え
て
る
ん
だ
け
れ
ど
も
、
い
ろ
ん
な
こ
と
が
ぐ
る
ぐ
る

頭
の
中
で
動
い
て
る
。
そ
れ
に
対
し
て
瞑
想
者
、
こ
れ
は
非

常
に
面
白
い
ん
で
す
が
、
Ｄ
Ｍ
Ｎ
の
活
動
を
ぐ
っ
と
抑
え
て

い
た
ん
で
す
ね
、
こ
れ
は
非
常
に
特
徴
的
で
す
。
前
の
ほ

う
、
後
ろ
の
ほ
う
の
Ｄ
Ｍ
Ｎ
の
核
の
両
方
の
活
動
が
、
マ
イ

ン
ド
フ
ル
ネ
ス
条
件
の
ほ
う
が
瞑
想
者
で
は
落
ち
て
、
対
照

者
で
は
全
然
変
わ
っ
て
い
ま
せ
ん
。
瞑
想
者
は
、
だ
か
ら
Ｄ

Ｍ
Ｎ
の
働
き
を
ぐ
っ
と
抑
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
こ
れ
が
ど

う
や
っ
て
抑
え
て
る
か
わ
か
り
ま
せ
ん
。
こ
の
研
究
で
は
、

ど
こ
か
が
賦
活
し
て
る
っ
て
こ
と
が
な
い
の
で
わ
か
ら
な
い

ん
で
す
が
、
で
も
結
果
的
に
Ｄ
Ｍ
Ｎ
の
働
き
を
静
か
に
し

て
、
あ
ん
ま
り
波
立
た
な
い
よ
う
に
し
て
い
る
。
つ
ま
り
感

情
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
て
る
の
で
は
な
く
て
、
そ
の
ま
ま
感

じ
取
る
、
こ
れ
は
マ
イ
ン
ド
フ
ル
ネ
ス
の
特
徴
で
、
ア
ク
セ

プ
タ
ン
ス
と
い
い
ま
す
。
自
分
の
中
に
起
こ
っ
て
き
て
る
感

情
を
ア
ク
セ
プ
タ
ン
ス
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
結
果
的
に
心
を

静
か
に
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
昔
か
ら
禅
な
ん
か
で
寂
静
っ

て
い
わ
れ
て
る
心
の
状
態
な
ん
だ
と
思
い
ま
す
。
静
か
な
状

態
を
作
り
出
す
と
い
う
こ
と
で
、
ど
う
も
情
動
を
制
御
し
て

い
る
、
制
御
っ
て
言
え
な
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
こ
の

デ
ー
タ
か
ら
わ
か
っ
て
き
ま
し
た
。

日
本
文
化
と
マ
イ
ン
ド
フ
ル
ネ
ス

　

日
本
文
化
で
は
、
か
た
ち
か
ら
入
っ
て
心
に
至
る
と
い
う

こ
と
が
よ
く
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
最
初
に
お
話
し
た
よ
う

に
、
禅
、
武
道
、
芸
道
の
心
が
き
っ
と
マ
イ
ン
ド
フ
ル
ネ
ス

な
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
私
は
思
っ
て
い
ま
ま
す
。
京
都
の
武
者

小
路
千
家
の
藤
村
道
代
先
生
が
「
茶
の
湯
セ
ラ
ピ
ー
」
と
い

う
の
を
行
っ
て
お
ら
れ
ま
す
。
お
茶
室
に
来
て
い
た
だ
い

て
、
お
茶
を
点
て
て
飲
ん
で
い
た
だ
く
、
あ
る
い
は
お
話
を

す
る
、
あ
る
い
は
、
た
だ
い
て
い
た
だ
く
、
そ
う
い
う
こ
と

図 7　日本文化とマインドフルネス

▪形から入って、心に至る
　▪ 禅・武道・芸道の心がマインドフ

ルネス
▪茶の湯セラピーでの話
　▪茶の湯では、形ではなく心が大事
　▪ ただ、形がなくては心は伝えられ

ない
　▪ 形だけになって、心がないことは

よくある
　▪ マインドフルネスは、茶の湯の心

でもある
▪形より入り、形より出る
　▪ 生き方そのものになった時、形は

なくなる
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1985 年／東京大学医学部卒
1995 年／東京大学博士（医学）取得
1995 年／東北大学大学院医学系研
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新世代の認知行動療法／日本評論社、マインドフルネスそして ACT へ／
星和書店、ストレスに負けない生活／ちくま新書、ほか。

図６　対照者の血流変化の特徴

対照者の方が、瞑想者に比較して、左扁桃体の血流が落ちていた。 
→高次機能による感情コントロールがなされている可能性。 （Taylor, 2011）
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会



参加者による投票で発表会優秀賞が選出されました

患者への思い、膨大な基礎研究の成果、ス
タッフへの信頼から生まれた強い信念に基づき、
臨床試験で結果を収められ、今はリハビリや
様々なケアを組合わせた新しい医療を目指す
アイセンターの完成に向けても、お力を注いで
おられます。
※講演内容の要約は次号（３月発刊）に
掲載を予定しています。

助成研究発表会

開会挨拶/乾副理事長

懇親会

特別講演会

一般の皆さんも参加され、熱心に聴講されました。

理化学研究所
多細胞システム形成研究センター
網膜再生医療研究開発プロジェクト
プロジェクトリーダー

座長/塩田理事長

乾杯挨拶/畠中理事 研究分野を超えて、活発な交流がありました

講演/高橋 政代先生

演題 「ｉＰＳ細胞による網膜再生医療とアイセンター」

発表者はポスター発表前に1分間の
PRタイム

ポスター発表会場

活発な質疑応答がなされ、発表時間の終了
が惜しいほどの大盛況でした。

お申し込みをお待ちしています。くわしくはホームページをごらんください。

インフォメーション

編集後記

vol.11
2016. 12

　

機
関
誌
「
ひ
と
・
健
康
・
未
来
」
第
十
一
号
を
お
届

け
し
ま
す
。
前
号
と
同
様
の
構
成
で
す
。

　

特
集
「
近
江
の
自
然
と
食
の
将
来
」
は
、
本
年
七
月

に
長
浜
バ
イ
オ
大
学
で
開
催
さ
れ
た
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の

内
容
を
ま
と
め
た
も
の
で
す
。
地
域
の
人
々
の
熱
い
思

い
が
、
地
域
の
活
性
化
を
支
え
て
い
る
こ
と
を
実
感
す

る
も
の
で
し
た
。
未
来
研
究
会
の
報
告
で
は
、
マ
イ
ン

ド
フ
ル
ネ
ス
を
テ
ー
マ
に
正
し
い
瞑
想
法
を
身
に
つ
け

る
こ
と
で
、精
神
の
健
康
を
獲
得
す
る
と
い
う
メ
ッ
セ
ー

ジ
が
実
践
を
ま
じ
え
て
展
開
さ
れ
ま
し
た
。
ス
ペ
シ
ャ

ル
・
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
は
、
摂
食
障
害
の
治
療
を
牽
引
さ

れ
て
き
た
生
野
照
子
先
生
で
す
。
子
ど
も
た
ち
の
生
き

様
に
共
感
し
な
が
ら
、
格
闘
す
る
生
野
先
生
の
生
き
様

に
共
感
す
る
と
こ
ろ
大
で
し
た
。
悩
ま
し
て
あ
げ
る
こ

と
を
保
障
す
る
、
チ
ー
ム
医
療
等
、
理
想
の
医
療
を
展

開
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
思
え
ま
し
た
。

　

本
機
関
誌
は
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
、
未
来
研
究
会
等
と

同
時
進
行
の
な
か
で
編
集
作
業
が
行
わ
れ
る
た
め
、
機

関
誌
を
作
品
と
し
て
味
わ
う
余
裕
は
あ
り
ま
せ
ん
。
し

か
し
、
号
数
を
重
ね
て
行
き
、
暫
く
時
を
お
い
て
読
み

直
し
て
み
る
と
、
豊
か
な
知
的
財
産
を
発
信
し
て
い
る

よ
う
に
思
い
ま
す
。

　

新
し
い
年
が
皆
様
に
と
っ
て
、
豊
か
で
実
り
多
い
も

の
に
な
り
ま
す
こ
と
を
願
っ
て
お
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

編
集
委
員

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

理
事　

畠
中　

宗
一

『ひと・健康・未来シンポジウム』のご案内

バックナンバーはホームページからご覧いただけます。
http://www.jnhf.or.jp/

特 集  ひと・健康・未来シンポジウム 2015 京都

40代からの学び
 社会と家庭のリーダーとして
自分たちのこころとからだを知る
スペシャルインタビュー
お互いを大切にするコミュニケーション
第 18 回 未来研究会

人口減少社会を希望に
 「持続可能な医療」とこれからの日本社会

第 19 回 未来研究会

環境問題の社会・経済性

vol.8
2016.03

ひとの健やかでこころ豊かな未来を実現するために

公益財団法人 ひと・健康・未来研究財団

第 8 号第 10 号

特 集  ひと・健康・未来シンポジウム 2016  福島

人生も、認知症も、
楽しくつき合おう ㏌ 須賀川
スペシャルインタビュー
生きるって楽しいことなんだ
第 21 回 未来研究会

食事と健康アップデート

vol.10
2016.09

ひとの健やかでこころ豊かな未来を実現するために

公益財団法人 ひと・健康・未来研究財団

第 9 号

特 集  ひと・健康・未来シンポジウム 2015  大阪

子どもが希望を取り戻すためには 
大人社会のあり方が変わること ?!
 ─ 21 世紀の子どもの現状と未来を考える─

スペシャルインタビュー
未来は多様な文脈で存在する
第 20 回 未来研究会

 周産期から探るヒトの心的機能の発達
 ─「親子セット」の発達支援を目指して

vol.9
2016.06

ひとの健やかでこころ豊かな未来を実現するために

公益財団法人 ひと・健康・未来研究財団

第14回　ひと・健康・未来シンポジウム2017京都

　「ストレスを人生のスパイスにする！－ストレスを知る・科学する・生かす－」
　　日　時：2017 年 3 月 25 日（土）　13：00 ～ 17：00（予定）
　　会　場：ひと・まち交流館　京都　大会議室（京都市下京区）
　　参加費：無料
　　講　演：中井　吉英（弘正会西京都病院名誉院長・心療内科部長／公益財団法人ひと・健康・未来研究財団　理事）
　　　　　　須藤　信行（九州大学大学院医学研究院　心身医学（心療内科）教授）
　　　　　　山本　晴義（独立行政法人労働者健康安全機構／横浜労災病院勤労者メンタルヘルスセンター・センター長）
　　　　　　神原　憲治（関西医科大学講師・研究室長／一般財団法人長岡記念財団長岡京駅前クリニック・院長）
　　　　　　山本　和美（弘正会西京都病院心療内科・臨床心理士）

会 員 登 録

　会員に登録された方には、機関誌の送付、 
　シンポジウムのご案内をします。
登録をご希望の方は、お名前・ご住所・E メール
アドレスをご記入の上、メールか FAX にてお申込
ください。

バックナンバーをご希望の方は、お知らせください。

［訂正とお詫び］
『ひと・健康・未来第 10 号』の「『ひと・健康・未来シ
ンポジウム』のご案内」におきまして誤りがありました。

P39　12 行目　「12 月 3 日（水）」→ 12 月 3 日（土）

読者の皆さま並びに関係各位にご迷惑をお掛けしました
事をお詫びするとともに、ここに訂正させて頂きます。

E-mail ： touroku@jnhf.or.jp
F A X ： 075-212-1854

　11 月 5 日、メルパルク京都にて 3 部構成で開催されました。第１部の発表会では、ポスター形式で 38 名
の研究者が成果を発表。第２部の懇親会では、優秀発表者の表彰式、研究者間の懇親と情報交換が行われました。
第３部では、理化学研究所の高橋政代プロジェクトリーダーを講師に迎え、特別講演会を実施。基礎研究の重
要性や iPS 細胞の未来をお話しいただきました。3 部合わせて約 400 名が参加。
　発表いただいた研究者の方々、選考委員をはじめ多くの皆様のご協力で大変有意義な発表会となりました。
誠にありがとうございました。

第14回  助成研究発表会 誌上報告2016
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